
市町村シート

県名 市町村名 No. 01
59,229 24,332 31.1 29,513

（H23.3.1） （H23.3.1) （H22.10.1）
（H22年度普通

会計決算）

1,025 401 514 4,098

供給計画 意向調査 モデルスタディ

平成23年度 ○

平成24年度

平成25年度

財政規模
（百万円）

市町村概要
市営住宅
管理戸数

（戸）

県営住宅
管理戸数
（戸）H22.3

死者・行方
不明者数

（人）

全壊・半壊
家屋数
（棟）

01岩手県

直轄調査
実施内容

基本計画 その他

3(A地区、B地区、C地区) 

1（近内地区）

（出典： 岩手県HP 災害復興公営住宅建設地の地図 ）

01宮古市

人口
（人）

世帯数
（世帯）

高齢化率
（%）

(H27.3.1)（H26.9.30）（H22.3.31)

その他の事項

H26.12.31現在　整備戸数66戸
県整備：0戸
市整備：近内40戸(H25)、高浜12戸(H26)、赤前14戸(H26)
（出典：住宅再建・まちづくりの復興事業推進に係る目標（工程表） ）

H26.12.31現在　整備計画戸数793戸
県整備：本町34戸(H27)、八木沢42戸(H27)、上鼻24戸(H27)、津軽石35戸(H27)、西町23戸(H27)、
佐原50戸(H26)、磯鶏30戸(H26)、宮町20戸(H26)、磯鶏上村24戸(H27)、鴨崎町20戸(H27)、
実田17戸(H27)、西町その2 30戸(H27)、未定14戸(H28)
市整備：田老（高台）82戸(H27)、田老40戸(H27)、崎山24戸(H26)、鍬ヶ崎40戸(H27)、金浜16戸(H27)、
重茂4戸(H27)、黒田町24戸(H27)、和見町23戸(H26)、西ヶ丘24戸(H27)、近内①40戸(H25)、近内②40
戸(H26)、日の出26戸(H27)、高浜12戸(H26)、赤前14戸(H26)、山口21戸(H28）
（出典：住宅再建・まちづくりの復興事業推進に係る目標（工程表） ）

(出典：
H23報告書)

佐原

本町

宮町

磯鶏上村

実田

津軽石

磯鶏

八木沢

上鼻

鴨崎町

西町

西町(その2)

災害公営住宅整備予定地区

整備計画

整備状況
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市町村経緯シート［平成23年度］

県名 岩手県 市町村名 宮古市 年度 H２３ No. 01-H23

地区名

Ａ地区

Ｂ地区

Ｃ地区

実施日

H23.12.21

H24.1.16
(Ｌ建研不参加)

H24.2.3

H24.3.6
(Ｌ建研不参加)

H24.3.15

（以降の作業）

その他の事項

・３地区の基本計画を提案。高齢者のグループ居住、周辺住民の利用も想定した
テラス（一時避難場所）及び集会所について意見を交換。

打合せ
及び

作業の
概要

協議・作業内容

・災害公営住宅の検討状況、及び現時点での候補地について確認。
・このうち、市による整備が想定される３敷地について、ケーススタディを実施。
・各地区の敷地及び周辺の状況、前提条件、考慮すべき事項などを確認。

・検討対象として１敷地追加。
・候補敷地は先行して整備され高齢者の入居が多くなると想定されることから、高
齢者向けで考えることを確認。福祉施設との合築も想定し、整備や運営の方法に
ついて意見を交換。
・その他、計画条件などについて確認。

・（前回打合せ後の追加要望３敷地も含めた）計７敷地のケーススタディ結果を示
して意見を交換。このうち実現の見込みの高い３地区で引き続き基本計画を検討
することを確認。
・高齢者への配慮事項、低層部に想定する施設床の用途などについて意見を交
換。

・３地区の基本計画の修正案を提示。高齢者グループ居住の提案に対して、今の
市の状況では実施は難しいとの意見。
・建設に要するコストや復興交付金上の扱いなどについて意見を交換。

・高齢者グループ居住なども含めて、直轄調査側の提案という形で基本計画をとり
まとめ。

検討の
概要

・中心市街地の浸水していないまたは浸水高さが低い地域で、確保出来る可能性があ
り、市による整備が想定される候補地８カ所のうち、７敷地についてケーススタディを実
施した。
・このうち、実現の見込みの高い３地区について、基本計画を検討した。
・基本計画を行った３地区をはじめ、検討した計７つの敷地はいずれも周辺に既存の建
物が建ち並ぶため、周囲に馴染むような配置と高さになるよう配慮した。
・いずれの計画でも、低層階にはまちづくりに寄与する施設（店舗、医療・福祉施設等）
が入る床を設けたり、居住者以外に周辺住民も利用できるような位置に集会所を計画し
て、地域との関係に配慮している。
・津波により低位だが水の到達も想定される敷地では、平時には住民が集い、津波時に
は周辺住民も対象とした一時避難場所として使える、テラス（人工地盤）を２階部分に位
置づけている。

基本計画
検討地区

検討作業内容
１階をまちづくり施設床・集会所、２階を高齢者がグループで居住するフロア、３・４
階を一般住戸とする形で検討
１階をまちづくり施設床とピロティ形式の駐車場（施設床への段階的な転用も想
定）、２階に地域開放されるテラスと集会場を設け（災害時には一時避難場所とし
て機能）、３・４階を一般住戸とする形で検討

周辺が戸建て住宅地のため、低層（３階建）の集合住宅で計画。中庭に共同菜園
等を配し、住民交流と生産の場として計画
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地区シート
No. 1

地区名 調査年度 Ｈ２３

県名 01岩手 市町村名

所在地
面積(ha)

立地特性

従前土地所有

従前土地利用

用途地域
容積率
建ぺい率

面整備事業との関係

構造 ＲＣ造 建て方 階数 4
敷地面積(㎡)
戸数
間取り
併設施設

計画コンセプト

A地区　（工程表名：和見町）

中心市街地への入居希望者

計画概要

集合建て
1,580
20
２ＤＫ：13戸、3DK：5戸、4DK：2戸
地域集会所　まちづくり施設床

200%
60%

・自立高齢者の生活支援(シルバーハウジング等)
・地域社会の高齢者も支える施設の導入

Ａ地区
0.16

・市街地に立地し、商業・業務施設　医療施設、都市計画公園等の都市機能
が近接する。
・周辺は戸建住宅地であり、落ち着いた居住環境が形成されている。
・主要駅まで徒歩圏であり、高度な利便性に恵まれている。

民有地

なし

01宮古市 提案時期の復興進捗
H23.10市東日本大震災復
興計画（基本計画）

空き地（駐車場）

敷地

想定入居者特性

都市計画
第一種住居専用地域
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提案内容 防災安全
避難スペース
（デッキ等）

高齢者配慮
グループリビ
ング コミュニティ

集会所､コミュ
ニティセンター

住まい方継承

環境・省エネ

創エネ（太陽
光パネル
等）、その他
自然環境に配
慮

住宅生産体制 その他

進捗
提案の反映
未反映の理由

住棟配置計画：コモンスペース

基本計画策定の効果

現在の状
況等

建築工事中、平成26年度末完成予定
他調査・事業との連携
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検討経緯シート

岩手県 宮古市 Ａ地区（H23）

検討の
概要

検討経緯

直轄側 協議先
H23.12.21 検討の依頼 ← 当該敷地での検討を依頼

→
周辺環境との関係に十分に配慮して
検討を進めるのであれば、南面性に
は拘らない

→
どの程度の容積で検討するかは中
心市街地以外の地区に割り振る戸
数との兼ね合いで考える

← 駐車場は戸数分(100%)必要
先行する整備のため入居は高齢者
中心と想定される

→
高齢者向け住宅として考える。福祉
施設との合築も想定

→
１階は非居住系とするが、現状では
下階に入れる施設（福祉系など）の
具体的なアイデアはない

→
施設用スケルトンの整備については
補助金での扱われ方が心配

基本計画の検討を進める ←
実現の見込みがあるので、引き続い
て検討を

→
高齢者グループ居住の詳しい説明を
求める

→
入居者の募集方法（グループ募集な
ど）について確認

基本計画を提示。１階にまちづくり施
設床・中庭・集会所を整備、２階部分
に高齢者グループ居住とする提案

→
グループ居住については福祉部局と
の調整が難しいとみられ、現状では
市として行うのは困難

コモン部分を集会室等として整備し、
後から運営のソフトを入れるやり方も
想定される

←
グループ居住の運営者が決まらない
うちに整備を進めることは不安

(H24.3末) （業務報告書）
前回打合せと同内容の計画を、直轄
調査の提案としてとりまとめ

→

以降の状況
・当該敷地で引き続き検討が進められ、着工平成26年2月、平成27年4月入居予定
（計画の内容は未確認だが、高齢者グループ居住は実施されていない模様）

建物のボリュー
ムについて

H24.2.3

H24.3.15
計画のとりまと
め方について

１階を駐車場と施設用スケルトン、２
階以上を住戸とする計画を提案。周
囲の戸建との関係を考慮し、25戸程
度のボリュームを想定

建築計画の考え
方について

H24.3.6
(Ｌ建研不参加)

高齢者グループ
居住について

高齢者への配慮として、高齢者グ
ループ居住を提案

・敷地を確保出来る可能性があり、実現の見込みが高いことから基本計画を検討。
・敷地南側にはまちづくり施設床と歩道上空地を整備し、地域社会につながる沿道空間を
整備。
・隣接する住宅地の環境を担保するため、敷地の西側にまちのポケットパークとなる中庭
を整備するとともに、居住者同士及び地域社会との交流拠点となる集会所を設置。
・災害時への備えとして、２階部分にテラスを設け、地域に開かれた避難空間を整備。
・２階部分は高齢者のグループ居住のフロアとし、３～４のユニット（住戸）が共用のコモン
を囲む形の共同居住システムを提案。

依頼内容、
前提条件
（H23.12.21
打合せ他）

高齢単身・夫婦を想定
仮設住宅の1.5倍程度の規模
１階は非住宅
津波避難ビルとしての機能を想定

※H23検討の３地区で基本的に共通する条件
駐車場１台／戸が基本

年月日 主な協議事項
提案・意見・協議等の内容

H24.1.16
(Ｌ建研不参加)

密度計画の検討結果を提示。周辺と
の関係でそれ程高くは建てられな
い。東街区と西街区の土地利用との
バランスを考慮することが必要
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地区シート
No. 2

地区名 調査年度 Ｈ２３

県名 01岩手 市町村名

所在地
面積(ha)

立地特性

従前土地所有

従前土地利用

用途地域
容積率
建ぺい率

面整備事業との関係

構造 ＲＣ造 建て方 階数 4
敷地面積(㎡)
戸数
間取り
併設施設

計画コンセプト

Ｂ地区　（工程表名：黒田町）

中心市街地への入居希望者

計画概要

集合建て
1270＋170
22
２ＤＫ：15戸、3DK：4戸、4DK：3戸
地域集会所　まちづくり施設床

400%
80%

・まちづくりと連動した段階整備
・まちなか居住の高齢者支援

Ｂ地区
0.15

・市街地に立地し、周辺には商業・業務施設、　療施設、都市計画公園等の
都市機能が集積。
・周辺は商業・業務施設を主とした土地利用であり、施設立地のポテンシャル
が高い。
・主要駅まで徒歩圏であり、高度な利便性に恵まれている。

民有地

なし

01宮古市 提案時期の復興進捗
H23.10市東日本大震災復
興計画（基本計画）

空き地（駐車場）

敷地

想定入居者特性

都市計画
商業地域
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提案内容 防災安全

避難スペース
（デッキ等）、
防災備蓄倉
庫・基地

高齢者配慮 コミュニティ 集会所 住まい方継承

環境・省エネ

創エネ（太陽
光パネル
等）、その他
自然環境に配
慮

住宅生産体制 その他

進捗
提案の反映
未反映の理由

基本計画策定の効果

現在の状
況等

建築工事中、平成26年度末完成予定
他調査・事業との連携
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検討経緯シート

岩手県 宮古市 Ｂ地区（H23）

検討の
概要

検討経緯

直轄側 協議先
H24.1 検討の依頼 ← 当該敷地での検討を依頼

→
１階は非居住系とするが、現状では
下階に入れる施設（福祉系など）の
具体的なアイデアはない

→
施設用スケルトンの整備については
補助金での扱われ方が心配

基本計画の検討を進める ←
実現の見込みがあるので、引き続い
て検討を

→ 一時避難場所は２階でよいか

→
津波避難ビルにした方がよいのでは
ないか

→
テラスに不特定の人が入るのは防犯
上問題では

特例加算でまかなえるとみられる ←
１階にピロティがあることで標準建設
費を超えるのではないか

→
テラスやピロティの整備で標準建設
費＋特例加算の枠に収まらなり、市
の負担が増えるのは問題

→
ピロティ、テラス（避難場所）、集会所
については今後の課題とする

(H24.3末) （業務報告書）
前回打合せと同内容の計画を、直轄
調査の提案としてとりまとめ

→

以降の状況

・敷地を確保出来る可能性があり、実現の見込みが高いことから基本計画を検討。
・今次津波で1.2mの浸水があった敷地であり、１階部分は非住宅とした上で、津波の際の
一時避難場所として活用できるよう、２階に地域開放されるコミュニティテラスと集会所を
整備。
・１階はまちづくり施設床とピロティ形式の駐車場とし、将来のまちづくりの進展に合わせて
ピロティ部分は施設床への段階的な転用も想定して計画

高齢単身・夫婦を想定
仮設住宅の1.5倍程度の規模
１階は非住宅
津波避難ビルとしての機能を想定

基本計画を提示。１階はピロティの駐
車場と商業系を想定した施設床とし
段階的な整備を想定。２階は地域開
放のテラスとし、災害時には一時避
難場所として利用、屋上テラスも避難
場所としての利用を想定

・当該敷地で引き続き検討が進められ、着工平成26年2月、平成27年4月入居予定
（計画の内容は未確認）

依頼内容、
前提条件
（H24.1.16
打合せ後の
依頼他）

※H23検討の３地区で基本的に共通する条件

密度計画の検討結果を提示。１階の
沿道部分に施設用スケルトンを整
備、西側に戸建住宅が集積するため
吹き抜けを設ける計画

建築計画の考え
方について

H24.3.15

基本計画を提示。１階はピロティの駐
車場とまちづくり施設床とし、２階に
は集会所と一時避難場所となるテラ
スを設置し地域に開放

１・２階の共用部
分の計画につい
て

H24.3.6
(Ｌ建研不参加)

計画のとりまと
め方について

年月日 主な協議事項
提案・意見・協議等の内容

H24.2.3

駐車場１台／戸が基本
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地区シート
No. 3

地区名 Ｈ２３

県名 01岩手 市町村名

所在地
面積(ha)

立地特性

従前土地所有

従前土地利用

用途地域
容積率
建ぺい率

面整備事業との関係

構造 ＲＣ造 建て方 階数 3
敷地面積(㎡)
戸数
間取り
併設施設

計画コンセプト

中心市街地への入居希望者

計画概要

集合建て
2,700
26
２ＤＫ：17戸、3DK：6戸、4DK：3戸
地域集会所
・周辺戸建て住宅地になじむ配置・建物計画
・共同菜園など、交流・生産の場の整備

0.28

・市街地の周縁に位置し、商業・業務施設、医療施設、都市計画公園等の都
市機能が近接
・周辺は戸建住宅地であり、落ち着いた居住環境が形成されている
・主要駅まで徒歩圏であり、高度な利便性に恵まれている
・丘陵地の自然環境を享受できる立地である

民有地

なし
想定入居者特性

都市計画
第一種住居専用地域地域
200%
60%

01宮古市 提案時期の復興進捗
H23.10市東日本大震災復
興計画（基本計画）

空き地

敷地

Ｃ地区

Ｃ地区
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提案内容 防災安全 高齢者配慮
健康相談・生
活支援機能

コミュニティ
集会所、菜
園・花壇等

住まい方継承

環境・省エネ

創エネ（太陽
光パネル
等）、その他
自然環境に配
慮

住宅生産体制 その他

進捗
提案の反映
未反映の理由

住棟配置計画：コモンスペース

基本計画策定の効果

現在の状
況等

-
-

他調査・事業との連携
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検討経緯シート

岩手県 宮古市 Ｃ地区（H23）

検討の
概要

検討経緯

直轄側 協議先（県・市町村・UR・有識者・都市コンサル他）

H23.12.21 検討の依頼 ← 当該敷地での検討を依頼
密度計画の検討結果を提示。造成と
建物の関係や、周辺の戸建住宅地を
考慮することが必要

→

周辺環境から判断して商業系施設の
導入は困難

→

周辺地域と災害公営住宅をつなぐコ
ミュニティ施設が必要ではないか

→

→
メゾネットタイプは公営住宅としては
どうか（適していないのでは）

→
この計画で費用が標準建設費＋特
例加算で収まるか

←
地主からは「高齢者に優しい住宅を
つくってほしい」との希望がある

基本計画の検討を進める ←
実現の見込みがあるので、引き続い
て検討を

H24.3.6
(Ｌ建研不参加)

（特に議論なし） 基本計画を提案 →

H24.3.15 （特に議論なし）
基本計画を提示。周辺の戸建住宅地に
馴染む３層及び２層の住棟。中庭や集会
室など交流の拠点となる空間を整備

→

(H24.3末) （業務報告書）
前回打合せと同内容の計画を、直轄
調査の提案としてとりまとめ

→

以降の状況

年月日 主な協議事項
提案・意見・協議等の内容

H24.1.16
(Ｌ建研不参加)

・敷地を確保出来る可能性があり、実現の見込みが高いことから基本計画を検討。
・敷地の周りが戸建住宅地であることから、周辺のスケールになじむよう２層の準接地型
住棟で敷地南側を計画、駐車場を敷地北東に集約することで空地を確保し北側戸建住宅
の居住環境を担保
・中庭などの地域コミュニティの交流拠点となる空間を包むように住棟を配置
・中庭は居住者が共同で利用できる菜園・花壇とすることを想定
・居住者及び地域住民の交流拠点となる集会室を整備

・その後の具体化はされていない様子（詳細は不明）

依頼内容、
前提条件
（H23.12.21
打合せ他）

高齢単身・夫婦を想定
仮設住宅の1.5倍程度の規模
１階は非住宅
津波避難ビルとしての機能を想定
駐車場１台／戸が基本

※H23検討の３地区で基本的に共通する条件

計画の考え方に
ついて

３階建ての階段室型・メゾネットタイプ
を提案

H24.2.3
建築計画の考え
方について
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地区シート
No. 4

地区名 調査年度 Ｈ２４

県名 01岩手 市町村名

所在地
面積(ha)

立地特性

従前土地所有

従前土地利用

用途地域
容積率
建ぺい率

面整備事業との関係

構造 ＲＣ造 建て方 階数 5
敷地面積(㎡)
戸数
間取り
併設施設
計画コンセプト

3DK 53㎡（改修プラン）
集会所（住宅からの改修）
既存階段室型住棟（雇用促進住宅）の改修

近内地区　（工程表名：近内）

想定入居者特性 中心市街地での被災者

計画概要

集合建て
約6,690
79

01宮古市 提案時期の復興進捗
H24.3市東日本大震災復
興計画（推進計画）

雇用促進住宅

都市計画
第二種中高層住居専用地域
200%
60%

敷地

近内
0.67

JR山田線宮古駅から北西2.5ｍ
・隣接してバス停
・地区西側に西ヶ丘団地（戸建て住宅、市営住宅、小・中学校等）

市が取得予定

なし

位置図 配置図
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提案内容 防災安全 高齢者配慮
高齢者支援施
設 コミュニティ 集会所 住まい方継承

環境・省エネ 住宅生産体制 その他

進捗
提案の反映
未反映の理由

現在の状
況等

２期に分けて整備。第１期はH26.3完成、第２期はH27.3完成。
ほぼ提案どおり。

基本計画策定の効果

他調査・事業との連携

平面プラン
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検討経緯シート

岩手県 宮古市 近内地区（H24）

検討の
概要

検討経緯

直轄側 協議先（県・市町村・UR・有識者・都市コンサル他）

災害公営住宅の検討・整備の現状を
確認

→
全体の状況、及び昨年度に基本計
画を検討した地区の状況を説明

エレベーターの設置を伴う改修の事
例などについて情報を提供する

←
雇用促進住宅の購入について打診中
で、決まり次第改修等の検討を行う予定

H24.8 （作業の依頼） ←
購入予定の雇用促進住宅での災害
公営住宅整備の検討を依頼

改修に関する作業計画案を提示。他
自治体での改修事例を紹介

→

比較検討を行うとする ←

← 改修の場合の予算の目安を説明
住戸タイプを増やすため２戸１・３戸２
等の改修を想定するか確認

→
戸境壁には手を入れない。既存3DK
を2DKにする程度か

バリアフリー対応、建物寿命の想定、
求める居住性能などを確認

→

改修と建替の比較検討結果を提示、
改修が望ましいと提案

→ 改修で検討することを改めて確認

→
新築と同様に見えるような改修のレ
ベルを希望

→ 断熱対策、窓の手すり設置が必須
← 住戸規模を大きくする改修はしない
→ 廊下設置型で進める

←
新設される廊下の柱に車が衝突しな
いよう配慮を

← 給湯器の設置方法について意見
← 外部物置が全戸数分必要

←
意向調査の結果を受けて、１階に高
齢者・障害者向け住戸をつくることも
想定される

居住性向上型改修で実現する住宅
性能・仕様を整理

→

住戸専用部分の改修として、居室の
洋室化、浴室の全面改修、便所の段
差解消、洗面台・キッチンユニット等
の更新などを提示

→

改修と建替でのコスト及び工期の比
較作業を行ってほしい

検討内容につい
て

改修工事の内
容について

H24.9.14
(Ｌ建研不参加)

H24.11.15

改修について３つのレベル（最低限
の改善／居住性向上型改善／新築
並み居住性能改善）を提示

エレベーターの設置について複数案
（踊り場設置／バルコニー設置／廊
下増設）と比較評価を提示

年月日 主な協議事項
提案・意見・協議等の内容

H24.7.12 現状の確認

・既存の雇用促進住宅を買い取って整備する災害公営住宅について検討。
・整備手法に関して改修と建替の比較を行い、早急に整備が可能な「改修」が優位である
ことを示した上で、改修の計画を検討。
・新築の災害公営住宅との間に大きな差が出ないよう新築に出来るだけ近い性能を目指
し、エレベーター及び住棟入口のスロープ等の設置、共用部分の長寿命化型改善、住戸
専用部分の居住性向上型改善を計画。
・居住者のコミュニティ形成の場となる、共用施設（集会所）や屋外空間を整備。
・今回の改修とあわせて、必要な大規模修繕も行うことを計画。

依頼内容、
前提条件
（H24.9.14
打合せ他）

雇用促進住宅を建替える場合と改修の場合のコスト・工期の比較。

新築住宅と居住性能があまりにかけ離れないように。
車いす仕様は考えないが、バリアフリーには近づけたい。

防災備蓄倉庫は整備しない。
駐車場は１台/戸。物置も必要。

改修はスピードが前提、新築の半額が許容範囲（多少オーバーでも工期短縮でカバー）。
住戸タイプの変更は極力行わず、できるだけ早期に供給。
２戸１改修、３戸２改修など、戸境の壁に手をいれることは考えていない。

高齢者の特定入居は考えない。高齢者施設、シルバーハウジングなどは考えない。
太陽光パネルについては最低限のものの設置を検討。
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住棟・共用部分の改修として、既存
階段室を撤去し廊下を新設してのエ
レベーターとスロープの設置、外壁
の補修と色彩変更、給排水管等の全
面更新を提示

→

従前の管理事務所と隣の１住戸を合
わせた集会所の整備を提案

→
高齢者が多いため、集会所には大き
めの介助用浴室を設置したい

２棟のうち居住者のいない１号棟か
ら改修する工程計画と、事業費の概
算を提示

→

時期に合わせて作業して提供する ←
２月に基本・実施設計を出す予定な
ので、それまでに資料の提供を

H25.2 （資料の提供）
前回打合せに基づいて、住棟及び住
戸の図面一式と、外部・内部の仕上
概要などをとりまとめて提供

→

(H25.3末) （業務報告書） 検討内容全体をとりまとめ →

以降の状況

H25.1.25
改修工事内容
の確認

・本検討に基づいて改修工事を実施、第１期はH26.3に完成。
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市町村シート

県名 市町村名 No. 02
40,579 14,729 23.6 18,127

（H23.3.1） （H23.3.1) （H22.10.1）
（H22年度普通

会計決算）

460 226 419 3,937

供給計画 意向調査 モデルスタディ

平成23年度 ○ ○

平成24年度

平成25年度

財政規模
（百万円）

市町村概要
市営住宅
管理戸数

（戸）

県営住宅
管理戸数

（戸）

死者・行方
不明者数

（人）

全壊・半壊
家屋数
（棟）

01岩手県

直轄調査
実施内容

基本計画 その他

5（蛸ノ浦地区、山口地区、末
崎地区、浦浜地区、川原地

区）

3（大船渡駅周辺地区、所
通東地区、山口地区）

（出典： 岩手県HP 災害復興公営住宅建設地の地図 ）

02大船渡市

人口
（人）

世帯数
（世帯）

高齢化率
（%）

(H27.3.1)（H26.9.30）（H22.3.31)

その他の事項

H26.12.31現在　整備戸数128戸
県整備：0戸
市整備：田中東①12戸(H24)、田中東② 7戸(H25)、盛中央 44戸(H24)、上山11戸(H26)、赤沢23戸
(H26)、平林11戸(H26)、宇津野沢20戸(H26)
（出典：住宅再建・まちづくりの復興事業推進に係る目標（工程表） ）

H26.12.31現在　整備計画戸数801戸
県整備：立根下欠33戸(H26)、末崎町平林55戸(H27)、大船渡上平65戸(H27)、綾里30戸(H26)、立根関
谷50戸(H27)、猪川長谷堂53戸(H26)、赤崎沢田20戸(H27)、下館下58戸(H28)、盛町みどり町147戸
(H27)
市整備：大船渡駅周辺50戸（H28）、田中東①12戸(H24)、田中東② 7戸(H25)、盛中央 44戸(H24)、上
山11戸(H26)、赤沢23戸(H26)、平林11戸(H26)、宇津野沢20戸(H26)、蛸ノ浦14戸(H27)、浦浜所通20
戸(H27)、中赤崎山口13戸(H27)、大船渡川原29戸(H27)、泊里6戸(H27)、崎浜8戸(H27)、浦浜杉下9戸
(H27)、中赤崎後ノ入4戸(H27)、中赤崎大洞9戸(H27)
（出典：住宅再建・まちづくりの復興事業推進に係る目標（工程表） ）

(出典：
H23報告書)

崎浜

杉下

所通

下欠
関谷

後ノ入

山口

大洞

綾里

蛸ノ浦

泊里

崎浜
平林

上平

下館下

長谷堂
盛中央

沢田

田中東

みどり町

宇津野沢

上山

川原

災害公営住宅整備予定地区

整備計画

整備状況
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市町村経緯シート［平成24年度］

県名 岩手県 市町村名 大船渡市 年度 H24 No. 02-H24

地区名

蛸ノ浦地区

山口地区

末崎地区

浦浜地区

川原地区

実施日
H24.7.13

H24.10.12

H24.12.6
(Ｌ研不参加)

H25.1.31

H25.3.18

（以降の作業）

検討の
概要

・当初は作業要望はなかったが、住民の希望を受けて市長が木造戸建での災害公営住
宅も整備する意向を表明したとの報道を受けて、木造戸建の検討を直轄調査側から提
案したところ、当該の「末崎地区」を想定したモデルの検討が依頼された。
・木造戸建の基本プランとして2DK及び3DKの２タイプを提案するとともに、「末崎地区」
の敷地に配置した場合の計画を提示した。
・その後、整備の候補地となった４地区に関する検討が12月に依頼され、これらについ
て敷地及び周辺地域の状況を踏まえた基本計画をそれぞれ提案した。

基本計画
検討地区

検討作業内容
不整形で高低差のある敷地で、内部を水路が通っており、このような条件の元で
整備コストを抑えつつ周辺の住宅に配慮した整備の方法を検討。

奥行きの浅い敷地形状において、日影規制を満足しながら戸数を出来るだけ確保
するよう配置を検討。周辺の漁村部の景観との調和にも配慮。

ほぼ平坦で必要戸数に対して敷地面積が大きいため、既存道路に面する部分を
他用途にも活用できるよう、住棟を東側に寄せた計画を検討。

大船渡駅から近い市街地に位置しており、利便性の高い立地を活かした高齢者等
のまちなか居住のモデルとして検討。

その他の事項

木造戸建て災害公営住宅のモデルプランを検討した上で、防集事業と一体で整備
される当地区の敷地にモデルを当てはめた配置計画を検討。

・「川原地区」「山口地区」「蛸ノ浦地区」の修正案を説明、それぞれの内容につい
て確認
・木造戸建プランに関して、最低限必要な敷地面積での計画を提示

打合せ
及び

作業の
概要

協議・作業内容
・災害公営住宅の検討及び整備の現状を確認

・市の状況を踏まえ、直轄調査での支援として、用地決定地区でのスタディ、木造
戸建の災害公営住宅の検討、意向調査の実施に係る作業などを提案
・住民要望を受けて木造戸建での整備が想定される「末崎地区」を念頭に置きつ
つ、市で整備する場合の木造戸建の基本プランの検討を実施
・木造戸建の基本プラン及び「末崎地区」での配置計画を提示し、間取りを中心に
意見を交換
・ＲＣ造のその他４地区での検討を依頼され、敷地情報・計画条件を確認
・「川原地区」「山口地区」「蛸ノ浦地区」「浦浜地区」の検討結果を説明、それぞれ
について計画条件を確認し、修正すべき点について議論
・「末崎地区」での配置計画と木造戸建プランの修正案を提示、内容を確認

・協議の内容を踏まえてとりまとめを実施
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地区シート
No. 5

地区名 調査年度 Ｈ２４
県名 01岩手 市町村名

所在地
面積(ha)

立地特性

従前土地所有

従前土地利用

用途地域
容積率
建ぺい率

面整備事業との関係

構造 ＲＣ造 建て方 階数 3
敷地面積(㎡)
戸数
間取り
併設施設

計画コンセプト

2DK：14戸、3DK：5戸
集会所

水路の付け替え整備による地域のインフラ・都市基盤の向上
漁村部の景観との調和、子供たちの登校路の演出・見守りへの配慮

蛸ノ浦地区　（工程表名：蛸ノ浦）

想定入居者特性 漁業集落での被災者

計画概要

集合建て
約2,730
19

02大船渡市 提案時期の復興進捗 H23.10市復興計画

樹林地

都市計画
都市計画区域内、用途指定なし
200%
70%

敷地

赤崎町字鳥沢
0.27（活用可能敷地0.4haの一部）
三陸鉄道南リアス線陸前赤崎駅から南に約４ｋｍ
主要地方道から約300ｍ
民有地

なし

位置図 配置図
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提案内容 防災安全 高齢者配慮 コミュニティ 集会所 住まい方継承

環境・省エネ 住宅生産体制 その他

進捗
提案の反映
未反映の理由

現在の状
況等

建築工事中
ほぼ基本計画の内容どおり

基本計画策定の効果

他調査・事業との連携

整備イメージ

※住戸プランは先行して整備されている災害公営住宅（市整備）のものを原則とする。
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検討経緯シート

岩手県 大船渡市 蛸ノ浦地区（H24）

検討の
概要

検討経緯

直轄側 協議先
H24.12.6 検討の依頼 ← 当該敷地での検討を依頼

住棟を敷地南側に寄せる形の配置
計画を提示。3階建約20戸

→ 戸数は20戸程度でよい

北側の高い部分を削って駐車場を整
備する想定

→
南側の道路から駐車場へのアクセスを考
えれば、住棟を北側に動かす案もあるか

水路を南側の道路沿いに付け替える
案で検討

→

技術的、費用的な検討を行う ←

住棟を北側に動かし、駐車場を道路
に近い南側に配置した計画を提示。
3階建19戸、駐車場21台

→

建設費を考えれば３階建が有利 ←

敷地を出来るだけ小さくする案とし、
住棟の北側・東側の斜面は擁壁で押
さえる形とする

→

水路は一旦仮移設をした上で、道路
脇に本移設する手順を想定
事業コストの概算を提示 →

(H25.3末) （業務報告書） 打合せの提案内容でとりまとめ →

以降の状況

H25.1.31

・不整形で高低差のある敷地で、内部を水路が通っており、制約が多い敷地。
・このような条件の元で整備コストを抑えつつ周辺の住宅に配慮した整備の方法を検討。
・敷地内の傾斜に沿って、南西向きに住棟を配置。車路の整備コストを抑えるため、駐車
場は道路に近い住棟南側に設置。
・既存の水路は道路脇へのつけかえを行い、地域のインフラ・都市基盤を向上。

依頼内容、
前提条件
（H24.12.6
打合せ他）

手続に時間を要するため、出来れば
水路は触りたくない

H25.3.18

年月日

ほぼ基本計画の内容どおりに建設中。

戸数は17戸程度
構造はＲＣ造
集会所を１ヶ所整備
駐車場は1台/戸＋管理用及び来客用各1台を確保。1.5台/戸を目標とする
駐輪場は0.5台/戸を想定
外部物置として1台/戸（1.0m×1.4m/戸のスペース）を確保
附帯施設として、ゴミ置き場、プロパン庫、受水槽・ポンプ室、浄化槽を計画

配置計画につい
て

主な協議事項
提案・意見・協議等の内容

５スパンの４階建として、その分駐車
場用地を増やすことは考えられない
か

計画のとりまと
め方について
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地区シート
No. 6

地区名 調査年度 Ｈ２４
県名 01岩手 市町村名

所在地
面積(ha)

立地特性

従前土地所有

従前土地利用

用途地域
容積率
建ぺい率

面整備事業との関係

構造 ＲＣ造 建て方 階数 5
敷地面積(㎡)
戸数
間取り
併設施設

計画コンセプト

2DK：16戸、3DK：6戸
集会所

活動の様子や賑わいの表出、漁村部の景観と調和したヒューマンスケールなまちなみ

山口地区　（工程表名：中赤崎山口団地）

想定入居者特性 漁業集落での被災者

計画概要

集合建て
約1,540
22

02大船渡市 提案時期の復興進捗 H23.10市復興計画

市営住宅（借地）

都市計画
第一種住居地域
200%
60%

敷地

-
0.15

・三陸鉄道南リアス線陸前赤崎駅から南に約600ｍ
・主要地方道から約100ｍ
・敷地南北が接道

民有地

なし

位置図 配置図
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提案内容 防災安全 高齢者配慮 コミュニティ 集会所 住まい方継承

環境・省エネ 住宅生産体制 その他

進捗
提案の反映
未反映の理由

現在の状
況等

建築設計中
H25年度に一部見直し

基本計画策定の効果

他調査・事業との連携

整備イメージ

※住戸プランは先行して整備されている災害公営住宅（市整備）のものを原則とする。
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検討経緯シート

岩手県 大船渡市 山口地区（H24）

検討の
概要

検討経緯

直轄側 協議先
H24.12.6 検討の依頼 ← 当該敷地での検討を依頼

北側への日影を考えて、敷地南側に
住棟を配置する案を提示。５スパン
×３階建の想定

→
戸数を増やしたいので、６スパンとし
た上で、駐車場への車路を建物１階
を通り抜ける形で検討を。

日影規制上は一部５階も可能だが、
戸数分の駐車場の確保が困難。

→
戸数を確保するため、階段状に一部
５階にする形で検討を。

敷地北側で駐車場を最大限確保しよ
うとすれば、擁壁の工事が必要。

→
既存の擁壁を撤去し新設する工事は
したくない。

前回議論を踏まえた修正案を提示。
６スパンで階段状の５階建、駐車場
への車路は１階をくぐる形で、住戸22
戸・駐車場24台の計画

→

事業コストの概算を提示。 →

←
周辺の道路が狭いため、ＲＣ造の建
設は難しいかもしれない。

(H25.3末) （業務報告書） 打合せの提案内容でとりまとめ →

以降の状況

依頼内容、
前提条件
（H24.12.6
打合せ他）

配置計画につい
て

階段状にするとその分コストがかか
るが、戸数確保を優先して現案での
とりまとめとする。

計画のとりまと
め方について

H25.3.18

年月日

H25.1.31

・奥行きの浅い敷地形状において、日影規制を満足しながら戸数を出来るだけ確保するよ
う、敷地南側に住棟を寄せる形で配置を検討。
・この地域での入居希望は多いが、その他の候補敷地では十分な戸数が確保出来ないた
め、当該敷地で出来るだけ戸数を増やすよう検討を実施。
・駐車場への車路については建物１階を通り抜けるようにする、日影規制の制約の中で出
来るだけ住戸を積むよう建物を階段状にするなど、住戸数を増やす工夫を検討。

翌年度の直轄調査で引き続き検討、建築設計中。

市営住宅（ブロック造簡易耐火12戸）の跡地（借地）
戸数は14戸以上とし、出来るだけ多い方がよい。
構造はＲＣ造
集会所を１ヶ所整備
駐車場は1台/戸＋管理用及び来客用各1台を確保。1.5台/戸を目標とする。
駐輪場は0.5台/戸を想定
外部物置として1台/戸（1.0m×1.4m/戸のスペース）を確保

主な協議事項
提案・意見・協議等の内容

附帯施設として、ゴミ置き場、プロパン庫、受水槽・ポンプ室、浄化槽を計画
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地区シート
No. 7

地区名 調査年度 Ｈ２４
県名 01岩手 市町村名

所在地
面積(ha)
立地特性
従前土地所有

従前土地利用

用途地域
容積率
建ぺい率

面整備事業との関係

構造 木造 建て方 階数 1
敷地面積(㎡)
戸数
間取り
併設施設

計画コンセプト

2DKもしくは3DK（配分未定）
無し

・防集の戸建て住宅地との一体整備を想定した、戸建て災害公営住宅プランの検討
・高齢者や介護に配慮したトイレスペースや洋室広さを確保
・漁をする方の暮らしをイメージし、屋外の水栓や物置等と、洗面所をつなぐ勝手口の動線を確保

末崎地区　（工程表名：平林団地）

想定入居者特性 漁業集落での被災者

計画概要

戸建て
70坪／戸
8

02大船渡市 提案時期の復興進捗 H23.10市復興計画

山林

都市計画
都市計画区域内、用途指定なし

敷地

-
0.18

民有地

防災集団移転促進事業

位置図 区域図

配置図
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提案内容 防災安全 高齢者配慮 コミュニティ 住まい方継承

環境・省エネ 住宅生産体制 その他

進捗
提案の反映
未反映の理由

現在の状
況等

H26.5完成、入居済み
RC造３階建てとなった。

基本計画策定の効果

住戸計画：地域の暮らしや平面の反映

他調査・事業との連携 防災集団移転促進事業

平面図

木造戸建ての標準プランとして検討（敷地50坪、北側道路）

２DK ３DK
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検討経緯シート

岩手県 大船渡市 末崎地区（H24）

検討の
概要

検討経緯

直轄側 協議先
H24.10.12 検討の依頼 ← 木造戸建てのプラン検討を依頼。

→
入居者は高齢者が多いため、将来介
護しやすいような設計としたい。

→
トイレが狭い印象。介護しやすいよう
に修正を。

3DKの間取りを追加で検討する。 ← 65㎡に加えて75㎡も必要となるか。

→
払い下げを想定すると浄化槽は個別
処理がよいか。

←
入居は7～8世帯で決まっており、地
区限定で募集し特定入居する形を想
定

←
防集事業の土地であり、災害公営住
宅の位置は変えられない。

末崎地区の配置計画（8戸）を提示。 → 最終戸数は6戸となる見込み

高齢者に配慮する形で見直した、木
造戸建の基本プラン（2DK及び3DK）
を提示。

→

末崎地区の敷地は防集の自力再建
宅地（100坪）と比べて狭くてよいとさ
れた経緯があり、現案の70坪となっ
ている。

H25.3.18
計画のとりまと
め方について

住戸に対して最低限必要な敷地面積
として、50坪とした形で木造戸建の基
本プラン（2DK,3DK）を提示。

→

(H25.3末) （業務報告書） 打合せの提案内容でとりまとめ →

以降の状況 本検討を参考にしつつ、URにて設計、建築工事。H26.5完成、入居済み。

在来木造軸組みを想定、平屋が望ましい。

検討したモデルを、当地区の災害公営住宅整備予定敷地に当てはめた配置を計画

木造戸建の基本プランを提示。

末崎地区での配置計画を提示。

基本プラン及び
配置計画の考え
方について

提案内容の確
認

H25.1.31

年月日 主な協議事項
提案・意見・協議等の内容

H24.12.6
(Ｌ研不参加)

・当該地区の住民からの要望により、市長が木造戸建での災害公営住宅の整備も検討す
る意向を表明したのを受けて、検討を実施。
・当該地区での整備を念頭に置きつつ、市が整備する場合の標準となるモデル的な木造
戸建のプランとして検討。
・基本プランとして2DK及び3DKの２タイプを検討し、敷地50坪に配置する形で提案。
・当該地区で計画されている災害公営住宅用地（戸当たり70坪）に配置した案を提示。

依頼内容、
前提条件
（H24.10.12
打合せ他）

市長が戸建での整備意向を表明したのを受けて木造戸建てのモデル的なプランを検討

払い下げは前提としない。増築可能なスペース等は想定しない。

説明会等において市が提示する整備イメージとして使用
敷地面積約50坪（間口10.5m）に配置可能な、2DK(約60㎡)と3DK(約75㎡)のプラン

集団移転に参加希望しているが自力再建できない高齢者世帯向け（７世帯程度）
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地区シート
No. 8

地区名 調査年度 Ｈ２４
県名 01岩手 市町村名

所在地
面積(ha)

立地特性

従前土地所有

従前土地利用

用途地域
容積率
建ぺい率

面整備事業との関係

構造 ＲＣ造 建て方 階数 3
敷地面積(㎡)
戸数
間取り
併設施設

計画コンセプト

2DK：24戸、3DK：5戸
集会所

・必要戸数に対し敷地が大きいため、住棟を東に寄せ、他用途活用可能なリザーブ用
地を確保。
・南面性の確保や海方向への眺望を活かした住棟配置
・周辺戸建て住宅や畑地の景観に配慮し、３階建ての小さい住宅に分棟配置。

浦浜地区　（工程表名：浦浜杉下団地）

想定入居者特性 漁業集落での被災者

計画概要

集合建て
約4,530（リザーブ用地1,720）
29

02大船渡市 提案時期の復興進捗 H23.10市復興計画

工場跡地

都市計画
都市計画区域外

敷地

三陸町越喜来字杉下
0.63
・三陸鉄道南リアス線三陸駅から東に約1kｍ
・主要地方道から約300ｍ
・敷地北側が接道
民有地

なし

位置図 配置図
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提案内容 防災安全 高齢者配慮 コミュニティ
集会所、広
場・公園等

住まい方継承

環境・省エネ 住宅生産体制 その他

進捗
提案の反映
未反映の理由

現在の状
況等

建築設計中
木造で見直し

基本計画策定の効果

他調査・事業との連携

※住戸プランは先行して整備されている災害公営住宅（市整備）のものを原則とする。
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検討経緯シート

岩手県 大船渡市 浦浜地区（H24）

検討の
概要

検討経緯

直轄側 協議先
H24.12.6 検討の依頼 ← 当該敷地での検討を依頼

住棟を南東側の敷地奥に配置する
計画を提示。周辺に配慮して３階建
で必要数約30戸を確保する想定

→

必要戸数に対して敷地が大きいた
め、既存道路に面する部分をリザー
ブ用地とする。

→

H25.3.18
計画のとりまと
め方について

←
必要戸数に対して敷地が広いという
ことを示す意味で、先の案の通りでと
りまとめ

(H25.3末) （業務報告書）
打合せの提案内容で、ケーススタ
ディの扱いでとりまとめ

→

以降の状況

H25.1.31
配置の考え方に
ついて

状況を確認、今後どうするかについ
て検討する。

・取得の可能性がある敷地として、必要戸数を整備するとした場合の計画を検討。
・必要戸数に対して敷地が広いため、予定敷地の４分の１程をリザーブ用地と想定。
・残る敷地において、周辺の戸建て住宅等との調査に配慮して、小さい単位の住棟に分割
する配置の３階建を計画。
・スタディを踏まえて当該敷地の扱いを検討するとなり、その後の詳細な検討は行わず。

戸建て住宅に変更、URが設計中。

依頼内容、
前提条件
（H24.12.6
打合せ他）

高台の工場跡地

構造はＲＣ造
集会所を１ヶ所整備
駐車場は1台/戸＋管理用及び来客用各1台を確保。1.5台/戸を目標とする。
駐輪場は0.5台/戸を想定
外部物置として1台/戸（1.0m×1.4m/戸のスペース）を確保
附帯施設として、ゴミ置き場、プロパン庫、受水槽・ポンプ室、浄化槽を計画

戸数は30戸程度

年月日 主な協議事項
提案・意見・協議等の内容
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地区シート
No. 9

地区名 調査年度 Ｈ２４
県名 01岩手 市町村名

所在地
面積(ha)

立地特性

従前土地所有

従前土地利用

用途地域
容積率
建ぺい率

面整備事業との関係

構造 ＲＣ造 建て方 階数 5
敷地面積(㎡)
戸数
間取り
併設施設

計画コンセプト

2DK：21戸、3DK：8戸
集会所

・利便性の高い立地を活かした、高齢者等のまちなか居住のモデルづくり
・公園や低層の消防屯所との調和に配慮した、落ち着きあるまちなみづくり

川原地区　（工程表名：大船渡（川原））

想定入居者特性 中心市街地での被災者

計画概要

集合建て
2,232＋220
29

02大船渡市 提案時期の復興進捗 H23.10市復興計画

住宅地

都市計画
第一種住居地域
200%
60%

敷地

大船渡町字野々田
0.26

JR大船渡線大船渡駅から南西約400ｍ
国道45号線から約100ｍ
学校、スーパーに近接。
南東部に消防屯所が計画。東側は公園予定地。

民有地

なし

位置図 配置図
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提案内容 防災安全 高齢者配慮 コミュニティ 集会所 住まい方継承

環境・省エネ 住宅生産体制 その他

進捗
提案の反映
未反映の理由

現在の状
況等

建築工事中。H27.6完成予定。
ほぼ基本計画の内容が反映。

基本計画策定の効果

他調査・事業との連携

整備イメージ

※住戸プランは先行して整備されている災害公営住宅（市整備）のものを原則とする。
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検討経緯シート

岩手県 大船渡市 川原地区（H24）

検討の
概要

検討経緯

直轄側 協議先
H24.12.6 検討の依頼 ← 当該敷地での検討を依頼

→
消防屯所を北側に移すC案は、既に
位置が決まっているので難しい。

←
消防屯所の位置・敷地形状を変えな
いA案で検討、戸数は30戸程で。

←
駐輪場や外部物置を住棟内に置くの
はもったいない。これらを外に出し
て、その分住戸を増やせるように。

→
4mとれておらず、東側道路が隣地と
扱われると日影等の関係で再検討

←
日影を考えて住棟を西に移動すると
駐車場の位置に工夫が必要

← 駐車場は1台/戸は確保したい。

← 敷地のかさ上げの必要はない。

←
周辺に居住していた世帯が入居する
予定で、単身者もいるが、とりあえず
2DK,3DKの現案で検討

前回議論を踏まえA案を修正した形
で提案。３階建29戸、駐車場31台

→
住棟と消防屯所との距離について配
慮が必要か。

事業コストの概算を提示 →

(H25.3末) （業務報告書） 打合せの提案内容でとりまとめ →

以降の状況
・当該敷地で引き続き検討が進められ、ほぼ基本計画どおり。
・平成26年度に着工、平成27年6月入居予定。

駐車場は1台/戸＋管理用及び来客用各1台を確保。1.5台/戸を目標とする。
主要敷地から道路を挟んで南側にある敷地②は駐車場として活用する想定
駐輪場は0.5台/戸を想定
外部物置として1台/戸（1.0m×1.4m/戸のスペース）を確保
附帯施設として、ゴミ置き場、プロパン庫、受水槽・ポンプ室を計画

配置の考え方に
ついて

敷地東側の道路が4mあるとみなした
上でボリュームを検討

消防屯所の位置・敷地形状を変える
形で、３つの配置案（A：位置形状変
えず／B：形状を変更／C：位置を変
更）を検討して比較。３階建で27～31
戸

計画のとりまと
め方について

H25.3.18

年月日 主な協議事項
提案・意見・協議等の内容

H25.1.31

・大船渡駅から近い市街地に位置しており、利便性の高い立地を活かした高齢者等のま
ちなか居住のモデルとして検討。
・敷地東側には公園が整備予定、南側の隣接敷地には消防屯所が整備予定であり、これ
らとの関係にも配慮。

依頼内容、
前提条件
（H24.12.6
打合せ他）

戸数は20戸以上とし、出来るだけ多い方がよい。
構造はＲＣ造
集会所を１ヶ所整備

敷地南側には消防屯所が整備される予定
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市町村経緯シート［平成25年度］

県名 岩手県 市町村名 大船渡市 年度 H25 No. 02-H25

地区名
大船渡駅周

辺地区

所通東地区

山口地区

実施日

H25.9.12

H25.11.6

H25.12.18
(Ｌ建研不参加)

H26.1.28

（以降の作業）

検討の
概要

・土地区画整理事業区域でこれから整備が予定される災害公営住宅について、今後の
市の検討の参考資料として、敷地形状を決めるための密度スタディを行い、想定される
敷地での配置計画案を複数提示した。
・公共公益施設の隣接敷地において、災害公営住宅と店舗とを一体的に整備する計画
を検討し、地域の拠点となるエリアのあり方を検討した。
・予定地での整備が難しなった赤崎地域において、代替地で確保出来る戸数を検討す
るスタディを実施した。この結果を受けて、市では地域内での必要戸数の地区（団地）別
の割り当てを検討した。
・また同地域で昨年度に検討した地区に関し、仮申込での希望数が少なかったことか
ら、戸数を減らす形の計画見直しを行った。

基本計画
検討地区

検討作業内容
土地区画整理事業区域内であり、密度検討を行って計画地の大きさ・形状を定め
た上で、住棟や駐車場の配置が異なる４案のケーススタディを行った。

災害公営住宅を整備するほか、敷地内に店舗ゾーンを設けることが求められ、隣
接する公共公益施設と一体となった賑わいのあるまちづくりを検討した。

昨年度にも検討を行った地区であり、仮申込みの結果で希望者が減ったのを受け
て、規模を縮小する形での計画の再検討を実施した。

その他の事項

打合せ
及び

作業の
概要

協議・作業内容
・災害公営住宅の検討及び整備の現状を確認。
・工程が未確定の赤崎地域において、当初予定していた整備地（防集と一体）での
実施が難しくなったため、新たな候補地の「後ノ入地区」で確保出来る戸数の検討
依頼を受け、計画条件等について確認。
・「所通東地区」について検討依頼を受け、計画条件等について確認。

・（先の打合せ後に依頼を受けた）「大船渡駅周辺地区」について、計画地の大き
さ・形状を決めるための密度検討の結果を提示。３つの敷地形状のうち、換地の計
画を踏まえて１つを選定
・「後ノ入地区」について配置計画２案を提示。確保可能な戸数を確認。
・「所通東地区」について、敷地北側に災害公営住宅、南側に店舗ゾーンを配置す
る計画を提示。住棟の形状及び店舗敷地の広さなどについて協議。

・「大船渡駅周辺地区」について想定した敷地での配置計画を提示。住棟の配置、
階数及び戸数、道路との関係などについて協議。
・「所通東地区」の修正案を提示。災害公営住宅の住棟の位置、広場の確保、敷
地内の歩行者動線などについて協議。
・「大船渡駅周辺地区」について、南面並行配置（２棟）とＬ字型配置（１棟）での計
４案を提示。ＥＶやプレイロットの位置について協議。
・「所通東地区」も修正案を提示。ゾーン間の関係と内部の動線を中心に協議。
・昨年度検討した「山口地区」について、仮申込の希望が少なかったため、戸数を
見直した計画変更の依頼を受け、変更の考え方を確認。

・「山口地区」の見直し案を作成し、市に送付（打合せはなし）
・先の協議の内容、及びメールでのやりとりを踏まえて、とりまとめを実施
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地区シート
No. 10

地区名 調査年度 H25
県名 岩手 市町村名

所在地
面積(ha)

立地特性

従前土地所有

従前土地利用

用途地域
容積率
建ぺい率

面整備事業との関係

構造 ＲＣ造 建て方 階数 5
敷地面積(㎡)
戸数
間取り
併設施設

計画コンセプト

02大船渡市 提案時期の復興進捗 H23.10市復興計画

敷地

大船渡町野々田
0.4
・大船渡駅周辺地区土地区画整理事業区域内
・JR大船渡駅から約250ｍ南。
・南側は幅員20ｍの幹線道路に接し、東側は歩行者専用道路を挟んでJR大船渡線
に接する予定。

民有地

50
２DK、３DK
集会所

・南側幹線道路や東側の歩行者専用道路に対する、集会所やエントランスホール・プ
レイロットの設置等による賑わいの創出

(土地区画整理事業区域内)

都市計画
近隣商業地域
300%
80%

土地区画整理事業区域内
想定入居者特性

計画概要

集合建て
約4,000

大船渡駅周辺地区　（工程表名：大船渡駅周辺）

位置図

配置図
①A案 ②B案 ③C案 ④D案

i-34



提案内容 防災安全 高齢者配慮 コミュニティ 住まい方継承

環境・省エネ 住宅生産体制 その他

進捗
提案の反映
未反映の理由

他調査・事業との連携 大船渡駅周辺地区土地区画整理事業

現在の状
況等

建築設計中

基本計画策定の効果

整備イメージ

※住戸プランは先行して整備されている災害公営住宅（市整備）のものを原則とする。

B案 D案

i-35



検討経緯シート

岩手県 大船渡市 大船渡駅周辺地区（H25）

検討の
概要

検討経緯

直轄側 協議先
H25.10頃 検討の依頼 ← 当該地区での検討を依頼

H25.11.6
敷地の形状につ
いて

敷地形状を決めるための密度検討を
提示。東西に長い街区、南北に長い
街区、東西方向の半分の街区の３つ
を想定し、３～５階建を配した場合に
確保可能な戸数を検討

→
区画整理の換地計画の関係から、南
北に長い街区を想定して配置計画を
検討する。

想定した敷地における配置計画を提
示。60～70戸での検討

→
戸数は減らして50戸程度とする。建
物は５階とし、駐車場60台は維持

←
南北型住棟をとりやめ、南面並行配
置２棟案とＬ字住棟案の検討を。

←
敷地周辺の道路との関係や、隣接す
る住居系街区への日影に配慮

→
複数棟でそれぞれＥＶがあると管理
費がかかる。その意味では１棟案の
方がよい。

→
敷地北側の川沿いは浸水空間の整
備が予定されており、プレイロットは
そちら側に設ける形もある。

(H26.3末) （業務報告書） 打合せの提案内容でとりまとめ → Ｐ

以降の状況

H25.12.18
(Ｌ建研不参加)

配置計画につい
て

URが建築設計中

H26.1.28
計画のとりまと
め方について

住棟形状として南面並行配置（２棟）
の案とＬ字型配置（１棟）を想定、駐
車場の位置等を変える形で計４案を
提示

南側道路は住宅整備後に盛り土整備予定のため、当初は接する部分を法面としておく。

年月日 主な協議事項
提案・意見・協議等の内容

・土地区画整理事業区域内で、敷地東側にはＪＲ大船渡線が通り、線路を挟んだ先は津
波復興拠点整備事業で商店街等が整備される予定の敷地であり、復興される市街地の
中心的な場所に位置する。
・当初敷地は明確には決まっておらず、計画地の大きさ・形状を決めるにあたり３つの敷
地形状を想定した密度検討を行い、区画整理の換地計画を踏まえて形状を設定した。
・配置のケーススタディでは、住棟の形状として南面並行配置（２棟）の案とＬ字型配置（１
棟）を想定し、それぞれで駐車場の位置等を変える形で計４つの案を提示し、比較検討を
行った。

依頼内容、
前提条件
（H25.10頃
の依頼他）

土地区画整理事業区域内
想定戸数50戸
ＲＣ造
集会所１ヶ所、駐車場1台/戸以上、駐輪場0.5台/戸程度、外部物置1台/戸
ゴミ置き場、プロパン庫、受水槽・ポンプ室
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地区シート
No. 11

地区名 調査年度 H25
県名 01岩手 市町村名

所在地
面積(ha)

立地特性

従前土地所有

従前土地利用

用途地域
容積率
建ぺい率

面整備事業との関係

構造 RC造 建て方 階数 3
敷地面積(㎡)
戸数
間取り
併設施設

計画コンセプト

02大船渡市 提案時期の復興進捗 H23.10市復興計画

敷地

三陸町越喜来字
0.6

・三陸鉄道南リアス線三陸駅から北に約600ｍ
・主要地方道から約100ｍ
・中学校に近接
・主要地方道に沿って仮設店舗等が並ぶ。
・市役所三陸支所、越喜来診療所が隣接。

民有地

20
2DK（約55 ㎡）：18 戸、3DK（約68 ㎡）：2 戸
集会所

・商店や公共公益施設と一体となった、賑わいのあるまちづくり
・診療所や市役所支所と連携した、高齢者居住のモデル・拠点づくり

特養（被災）

都市計画
近隣商業地域
300%
80%

なし
想定入居者特性

計画概要

集合建て
2,196 （他に新設道路、店舗敷地、支所駐車場を整備）

所通東地区　（工程表名：浦浜所通団地　）

配置図位置図
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提案内容 防災安全 高齢者配慮
診療所等へ
の動線確保

コミュニティ
憩いの広
場、集会所

住まい方継承

環境・省エネ 住宅生産体制 その他

進捗
提案の反映
未反映の理由

他調査・事業との連携

現在の状
況等

建築工事中

基本計画策定の効果

整備イメージ

※住戸プランは先行して整備されている災害公営住宅（市整備）のものを原則とする。
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検討経緯シート

岩手県 大船渡市 所通東地区（H25）

検討の
概要

検討経緯

直轄側 協議先
H25.9.12 検討の依頼 ← 当該敷地での検討を依頼

敷地北半分に災害公営住宅のゾー
ン、南半分に店舗ゾーンを配置する
計画を提示

→
ゾーン間をつなぐ広場の位置やあり
方について協議

災害公営住宅はＬ字型住棟で南側に
寄せて配置

→
空間的に余裕があるなら、南面の配
置の方がよい。

店舗ゾーンは６区画を確保し、中央
に広場兼駐車場の共有地を配置

→ 店舗の１区画が広いかもしれない。

←
配置等に関しては、入居予定の仮設
商店街側の意向を確認する。

→
店舗には飲食系も想定され、災害公
営住宅との間に一定の距離をとるた
め、住棟は北側に寄せる。

→ 広場は集会所と一体となるように。

→
災害公営住宅の敷地を通らなくても、
公共施設ゾーンから店舗ゾーンに抜
けられるような通路を。

災害公営住宅・公共施設・店舗の各
ゾーン間の関係や内部の動線を整
理した配置イメージ図を提示。３ゾー
ンが接する位置に広場を配置

→
広場部分の管理方法について意見
交換

災害公営住宅は北寄りとし、店舗
ゾーンとの間に緩衝帯として駐車場
を配置

→
仮申込では希望が増えており、１ス
パン増やすことも想定する。

(H26.3末) （業務報告書） 打合せの提案内容でとりまとめ →

以降の状況

H25.12.18
(Ｌ建研不参加)

災害公営住宅と
他ゾーンとの関
係について

建築工事中

集会所１ヶ所、外部物置、駐輪場、受水槽ポンプ室、プロパン庫、ゴミ置き場、浄化槽

修正案を提示

H26.1.28
各ゾーン間の関
係について

市役所三陸支所利用者の駐車場20台も整備する。

年月日 主な協議事項
提案・意見・協議等の内容

H25.11.6
計画全体の考え
方について

・市役所三陸支所や越喜来診療所が隣接しており、付近には仮設店舗も集積しており、漁
村部にありながら比較的利便性の良い立地である。
・災害公営住宅を整備するほか、敷地内に店舗ゾーンを設けることが求められ、隣接する
公共公益施設と一体となった賑わいのあるまちづくりを検討した。
・敷地北側を災害公営住宅のゾーンとしてＲＣ造３階建１棟を配置、南側を６店が入る店舗
ゾーンとし、これらと支所・診療所のゾーンが接する部分に広場を設けて居住者や来訪者
が憩える空間として計画した。

依頼内容、
前提条件
（H25.9.12
打合せ他）

市役所三陸支所や越喜来診療所に隣接
災害公営住宅は20戸程度とし、駐車場を出来れば1.5台/戸確保

あわせて仮設店舗の本設移転用区画100坪×5～6区画を計画
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地区シート
No. 12

地区名 調査年度 H25
県名 岩手 市町村名

所在地
面積(ha)

立地特性

従前土地所有

従前土地利用

用途地域
容積率
建ぺい率

面整備事業との関係

構造 RC造 建て方 階数 3
敷地面積(㎡)
戸数
間取り
併設施設

計画コンセプト

02大船渡市 提案時期の復興進捗 H23.10市復興計画

敷地

赤崎町字山口
0.15

・三陸鉄道南リアス線陸前赤崎駅から南に約600ｍ
・主要地方道から約100ｍ
・敷地南北が接道

民有地

13
2DK（約55 ㎡）：11 戸 3DK（約68 ㎡）：2 戸
集会所

・周辺の住環境との調和、工期の短縮を目的に３階建てとする。
・集会所は南側道路に向かって開放的なつくりとし、沿道や屋外の様子を感じること
が可能なつくりとする。

市営住宅跡地（借地）

都市計画
第一種住居地域
200%
60%

なし
想定入居者特性 漁業集落での被災者

計画概要

集合建て
1,540

山口地区　（工程表名：中赤崎山口団地）

配置図位置図
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提案内容 防災安全 高齢者配慮 コミュニティ 集会所 住まい方継承

環境・省エネ 住宅生産体制 その他

進捗
提案の反映
未反映の理由

他調査・事業との連携

現在の状
況等

建築設計中

基本計画策定の効果

※住戸プランは先行して整備されている災害公営住宅（市整備）のものを原則とする。

i-41



検討経緯シート

岩手県 大船渡市 山口地区（H25）

検討の
概要

検討経緯

直轄側 協議先
H26.1.28 検討の依頼 ← 当該敷地での検討を依頼。

H26.2～3
計画案の確認
（メールでのやり
とり）

昨年度の計画から戸数を減少（22戸
→13戸）させた案を提示。住戸を１ス
パン減らし、階数も低くしている（階段
状５階建→３階建て）。

(H26.3末) （業務報告書） 意見交換した内容でとりまとめ

以降の状況 URが建築設計中

配置等の考え方も基本的には昨年度の検討を踏襲する。

年月日 主な協議事項
提案・意見・協議等の内容

・昨年度にも直轄調査で検討を行った地区である。
・昨年度より希望者が減ったため、規模を縮小する形での計画の再検討を実施。
・配置計画の考え方は昨年度作業と同様とし、戸数を22戸から13戸に減らし、その分昨年
度の５階建（一部３，４階）を今年度は３階建と階数も低くしている。

依頼内容、
前提条件
（H24.12.6
打合せ他）

仮申し込み結果を踏まえて、戸数を減らす方向で再検討。
５階建は高いという隣家住民の意見もあり。
その他の条件は昨年度と同様。
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市町村シート

県名 市町村名 No. 03
118,115 42,262 29.9 60,437

（H23.3.1） （H23.3.1) （H22.10.1）
（H22年度普通

会計決算）

1,173 269 0 794

供給計画 意向調査 モデルスタディ

平成23年度

平成24年度 ○

平成25年度 ○

(H27.3.1)（H26.9.30）（H22.3.31)

その他の事項

H26.12.31現在　整備戸数0戸
（出典：住宅再建・まちづくりの復興事業推進に係る目標（工程表） ）

H26.12.31現在　整備計画戸数27戸
市整備：沢内27戸(H27)
（出典：住宅再建・まちづくりの復興事業推進に係る目標（工程表） ）

(出典：
H25報告書)

01岩手県

直轄調査
実施内容

基本計画 その他

1（沢内地区）

（出典：H25報告書）

03一関市

人口
（人）

世帯数
（世帯）

高齢化率
（%）

財政規模
（百万円）

市町村概要
公営住宅
管理戸数

（戸）

県営住宅
管理戸数

（戸）

死者・行方
不明者数

（人）

全壊・半壊
家屋数
（棟）

災害公営住宅整備予定地区

整備計画

整備状況
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地区シート
No. 13

地区名 調査年度 H25

県名 01岩手 市町村名

所在地
面積(ha)

立地特性

従前土地所有

従前土地利用

用途地域
容積率
建ぺい率

面整備事業との関係

構造 ＲＣ造 建て方 階数 4
敷地面積(㎡)
戸数
間取り
併設施設

計画コンセプト

沢内地区　（工程表名：沢内）

03一関市 提案時期の復興進捗
H26.1～2今後の住まいに
関する意向調査

敷地

山目字沢内地内
0.3
・JR一関駅から北西約２ｋｍ
・最寄バス停から約700ｍ
・国立病院機構岩手病院が約500ｍ南

市有地
市営住宅（RC造４階建て、１棟16戸）

都市計画
無指定
200%
70%

なし
想定入居者特性 市内の災害公営住宅入居希望者

計画概要

集合建て
約3,000
28
２DK(約55㎡）12戸、３DK(約65㎡）16戸
集会所、トランクルーム

・市の公営住宅ストックマネジメント（良質なストックを長期間にわたり活用）の視点からRC造と
する。
・戸建て住宅や緑の多い周辺環境、隣接する既存住棟との調和から４階とする。

配置図位置図
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提案内容 防災安全 高齢者配慮 コミュニティ 集会所 住まい方継承

環境・省エネ 住宅生産体制 その他

進捗
提案の反映
未反映の理由

他調査・事業との連携

現在の状
況等

建築設計中

基本計画策定の効果

※「今後の住まいに関する意向調査」を受けての整備戸数、間取り、配置等までの検討
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検討経緯シート

岩手県 一関市 沢内地区（H24）

検討の
概要

検討経緯

直轄側 協議先

H25.11.6 状況の確認
当市での整備の方針や意向調査の
実施について確認

→ 検討の状況を説明

H26.2頃 検討の依頼 ←
意向調査（H26.1.7～H26.2.14実施）
の結果を受けて、当該敷地での検討
を依頼

→ 意向調査を踏まえて戸数は28戸で。

→
将来のファミリー層の入居を誘導す
る意味からも、住戸は中～大型に。

既存住棟と新設災害公営住宅のコ
ミュニティの一体化や、高齢者向けの
サービスの実施等を考えると必要で
はないか。

←
既存市営住宅の南側には地域の公
民館があるが、公営住宅としての集
会所は必要か？

← 設計・施工一括方式としたい。

打合せの協議内容を受けて整備イ
メージ図をとりまとめ

→

整備手法として４案を比較し、設計・
施工一括方式での検討事項を整理

→

以降の状況

・既存の市営住宅の空き地を活用して災害公営住宅を整備する。
・市内で被災した世帯への意向調査（直轄調査で支援をして実施）の結果を受けて、整備
が必要な28戸を計画した。意向調査結果では中型（約55㎡）・大型（約65㎡）の住宅の希
望があり、小型（約45㎡）の希望はほぼなかったため、一般公営住宅に移行した後の利用
も考えて、中型・大型を４：６程度の比率で計画した。
・既存の市営住宅にはなかった集会所を計画地南側に整備し、既存住棟も含めた新たな
コミュニティの拠点となるようにした。
・あわせて、整備の手法についても検討し、「直接建設方式」、「設計・施工一括発注方
式」、「買取方式」、「敷地提案型買取方式」の４方式を比較した上で、事業者の参画の可
能性が高い「設計・施工一括発注方式」を想定した場合の検討事項も整理している。

依頼内容、
前提条件
（H26.3.18
打合せ他）

既存市営住宅敷地内での建設、計画地の南にＲＣ造４階建16戸の既存住棟あり。
RC造、28戸
駐車場1.5台／戸目標

本検討の内容を元に計画が進められている。

集会場１ヶ所

年月日 主な協議事項
提案・意見・協議等の内容

H26.3.18
計画条件等の
確認

配置検討図を提示

(H26.3末) （業務報告書）
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市町村シート

県名 市町村名 No. 04
24,128 8,196 33.5 11,639

（H23.2.28） （H23.2.28) （H23.2.28）
（H22年度普通

会計決算）

329 20 1,763 4,041

供給計画 意向調査 モデルスタディ

平成23年度 ○

平成24年度

平成25年度 ○

財政規模
（百万円）

市町村概要
公営住宅
管理戸数

（戸）

県営住宅
管理戸数

（戸）

死者・行方
不明者数

（人）

全壊・半壊
家屋数
（棟）

01岩手県

直轄調査
実施内容

基本計画 その他

1（下和野地区）

1（水上地区）

（出典： 岩手県HP 災害復興公営住宅建設地の地図 ）

04陸前高田市

人口
（人）

世帯数
（世帯）

高齢化率
（%）

(H27.3.1)（H26.9.30）（H22.3.31)

その他の事項

H26.12.31現在　整備戸数190戸
県整備：小友町西下40戸(H26)
市整備：高田下和野120戸(H26)、水上30戸(H26)
（出典：住宅再建・まちづくりの復興事業推進に係る目標（工程表） ）

H26.12.31現在　整備計画戸数1,000戸
県整備：高田町中田197戸(H27)、高田町栃ヶ沢301戸(H28)、柳沢前28戸(H26)、小友町西下40戸
(H26)、今泉74戸(H28)、脇の沢60戸(H28)
市整備：高田下和野120戸(H26)、長部60戸(H28)、今泉104戸(H28)、水上30戸(H26)、田端14戸(H27)、
大野31戸(H27)、未定15戸(H28)
（出典：住宅再建・まちづくりの復興事業推進に係る目標（工程表） ）

(出典：
H23報告書)

災害公営住宅整備予定地区

整備計画

整備状況

栃ヶ沢

下和野

中田

西下

柳沢前

大野

田端

水上

長部

今泉（県）

今泉（市）

脇の沢
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地区シート
No. 14

地区名 調査年度 Ｈ２３
県名 01岩手 市町村名

所在地
面積(ha)

立地特性

従前土地所有

従前土地利用

用途地域
容積率
建ぺい率

面整備事業との関係

構造 ＲＣ造 建て方 階数 7
敷地面積(㎡)
戸数
間取り
併設施設

計画コンセプト

ファミリー、夫婦世帯、単身世帯

計画概要

集合建て
A案：15,850、B案：14,493
120
１ DK： 30戸、２ DK； 60戸、３ DK： 30戸
集会室

土地区画整理事業等により地盤の嵩上げを行い、公共・公益施設ゾーン、商
業ゾーンと一体的に災害公営住宅を整備し、コンパクトな新市街地の形成を
図る。

1.56

・JR大船渡線陸前高田駅（新駅は北側に移設）から約500ｍ北東
・既成市街地であったが、津波により壊滅的被害
・駅周辺を含む高田地区土地区画整理事業区域内

民有地

高田地区土地区画整理事業区域内
想定入居者特性

都市計画
未指定（住居系用途指定予定）
未定
未定

04陸前高田市 提案時期の復興進捗 H23.12市震災復興計画

－　（土地区画整理事業区域内）
敷地

高田町下和野

下和野地区　（工程表名：下和野）

位置図

A案（住棟南西面配置プラン） B案（住棟南面配置プラン）

配置図
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提案内容 防災安全

避難スペース
（デッキ等）、
防災備蓄倉
庫・基地、最
上階に集会所

高齢者配慮 コミュニティ 集会所 住まい方継承

環境・省エネ
創エネ（太陽
光パネル等）

住宅生産体制 その他

進捗
提案の反映
未反映の理由

住戸計画：多様なタイプ住戸混在
商業・地域活性化：商店・施設床、地域の生
産体制や建材の活用

基本計画策定の効果

現在の状
況等

H26.9完成
１階は店舗等・ピロティで２階にデッキ、最上階に集会室などの本検討のコンセプトが反映

他調査・事業との連携 土地区画整理事業
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検討経緯シート

岩手県 陸前高田市 下和野地区（H23）

検討の
概要

検討経緯

直轄側 協議先
H23.12.19 検討の依頼 ← 当該地区での検討を依頼

→
盛土が予定されている地区である
が、ピロティを設けてさらに安全に配
慮することは必要。

→
デッキから直接アクセス可能な２階
は高齢者・障害者向け住戸とする。

→
水を使うせせらぎ広場は、管理も含
めてコストがかかるので、行わない。

→
周辺に何もない状態で入居が始まる
ので、ある程度生活できるように一定
種類の店舗を確保する必要。

→
現在の敷地は想定しうる最大の範囲
で検討しているが、敷地は出来るだ
け減らしたい。

→
土地がない状況なので、敷地内には
あまり空地をつくらない方がよい。

→
１階が店舗なのは３棟中で１棟だけ
だが、他棟のピロティも将来の店舗
や福祉施設への転用を想定したい。

→

周辺には人が集まる施設が整備され
敷地西側は地域のシンボルロードと
なる予定であり、西側道路との関係
を考慮してもらいたい。

(H24.3末) （業務報告書）

（打合せ以降のメールでのやりとりを
踏まえた上で）３つの住棟の１階部分
を店舗・商業業務床とし、西側道路
沿いに広場を配置したＡ案・Ｂ案を提
示。

→

以降の状況

年月日 主な協議事項
提案・意見・協議等の内容

H24.2.1

・一定規模の市有地２ヶ所を含むエリアであり、早期着手が可能なことから検討を実施。
・着工時には防潮堤等の整備は完了しておらず、また当該敷地及び周辺部の嵩上げは始
まっていないと考えられることから、整備までの浸水への対応や将来的な嵩上げを前提と
した整備を検討。
・１階は非住宅として店舗・業務商業床を整備、２階には住棟間をつなぐデッキを設けて平
時の移動や浸水時の避難に資するようにし、最上階に集会室や備蓄倉庫をつくり避難場
所として利用する計画をとりまとめ。
・配置計画としては、Ａ案：住棟南西面配置、Ｂ案：住棟南面配置、の２つを提示。

依頼内容、
前提条件
（H23.12.19
打合せ他）

住居は２階以上
集会室は１階不可、津波時の避難拠点を兼ねる。
駐車場設置は少なくとも１台／戸。２台／戸あるとよい。
将来的な地盤嵩上げを前提
隣接する高田小学校への配慮

上記検討で想定した範囲よりも狭い敷地で検討が進められ、１階は店舗等・ピロティで２階
にデッキ、最上階に集会室などの本検討のコンセプトが反映された形で、平成26年9月に
完成。

３つの住棟を南西向きで配置した計
画（Ａ案）を提案。１階は店舗と駐輪
場等。住棟間をデッキでつなぎ、デッ
キ下には水が流れるせせらぎ広場を
整備。１棟の最上階に避難場所とな
る集会室を整備。

全体の配置計
画について

せせらぎ広場を除いて修正した住棟
南西面配置案（Ａ案）のほか、敷地を
より狭くした住棟南面配置案（Ｂ案）
を提示。
あわせて日影図も提示。

H24.2.27
１階部分の計画
について
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市町村経緯シート［平成24年度］

県名 岩手県 市町村名 陸前高田市 年度 H24 No. 04-H23

地区名

水上地区

実施日

H24.7.13

H24.10.12

H24.11.15

H24.11.27
(L建研不参加)

H25.1.31

（以降の作業）

検討の
概要

・木造戸建てを要望する声があるのを受けて、災害公営住宅をＲＣ造で整備した場合と
木造で整備した場合の特徴や利点・欠点を比較して示す資料を作成し、検討のための
参考資料として提供した。
・昨年度に検討した下和野地区＝市街地タイプに対して、漁村部の集合住宅のイメージ
づくりが求められた。当初は用地交渉中だった「水上地区」の目処がついた段階で作業
依頼を受け、漁村部のモデル検討という位置づけも含めて検討を実施した。周辺の散
居集落の居住環境・景観を損ねない住棟配置と、地域のなりわいに配慮した生活空間
づくりを検討した。

基本計画
検討地区

検討作業内容
漁村部のＲＣ造集合住宅のモデルプランの位置づけで検討。周辺の環境と調和す
る住棟の配置と規模、漁業及び農業に従事する居住者の生活に配慮した空間づく
りなどの検討を行った。

その他の事項

・「水上地区」の開発許可に関して、岩手県県土整備部都市計画課と打合せを行
い、開発区域や接続道路等の扱いについて確認

打合せ
及び

作業の
概要

協議・作業内容
・災害公営住宅の検討・整備の現状を確認、「災害公営住宅供給基本方針」
(H24.6)に基づいて説明受ける
・漁村部の災害公営住宅の具体のイメージづくり、設計のコンセプトの検討をした
いとの要望。現在用地交渉中の敷地（水上地区）が対象の予定
・ＲＣ造と木造の災害公営住宅を比較検討した資料の作成を要望

・災害公営住宅の構造・形式（木造戸建/長屋、ＲＣ造中層/高層）の特徴比較とモ
デル街区での戸数等を示す配置スタディをまとめた資料を提示、意見交換
・検討依頼のあった水上地区について、前提条件などを確認

・木造とＲＣ造を比較する資料に関してとりまとめ方を検討。陸前高田市の状況を
踏まえた課題の整理や総合評価を行う形とする
・「水上地区」について敷地条件が変更となったため、見直しの方向性を確認。住
戸及び住棟の計画について、修正・改善すべき点について意見を交換

・「水上地区」について見直しを行った基本計画を提示。住棟の配置、集会所の位
置、駐車場の台数などに関して協議

・打合せの開催が難しいため、メールでやりとりをして最終とりまとめを実施
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地区シート
No. 15

地区名 調査年度 Ｈ２４
県名 01岩手 市町村名

所在地
面積(ha)

立地特性

従前土地所有

従前土地利用

用途地域
容積率
建ぺい率

面整備事業との関係

構造 ＲＣ造 建て方 階数 3
敷地面積(㎡)
戸数
間取り
併設施設

計画コンセプト

2DK：15戸、3DK：13戸、車いす対応：2戸
集会所
・散居集落の中で新たなコミュニティ形成（敷地北側にまちにひらかれた広場、集会所
は１階に配置屋外のオープンスペースと連担）
・散居集落の穏やかなたたずまいに溶け込む町並み形成（住棟の壁面分節、屋根の
工夫）
・地域のくらし、なりわいに配慮した生活空間（掛け下げ小屋の配置）

水上地区　（工程表名：水上）

想定入居者特性 漁業集落での被災者

計画概要

集合建て
3,825
30

04陸前高田市 提案時期の復興進捗

畑

都市計画
都市計画区域外
200%
70%

敷地

気仙町字水上
0.38

・JR大船渡線陸前高田駅から南南西約3.2ｋｍ
・要谷漁港に向かう谷筋から南に入った高台
・国道45号から200ｍ

民有地

地区の南側で防集団地（３戸）が計画

位置図 配置図
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提案内容 防災安全 高齢者配慮 コミュニティ
集会所、広
場・公園等

住まい方継承

環境・省エネ 住宅生産体制 その他

進捗
提案の反映
未反映の理由

現在の状
況等

H26.12完成
本提案を基に事業を推進

基本計画策定の効果

住戸計画：地域の暮らしや平面の反映

他調査・事業との連携

整備イメージ
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検討経緯シート

岩手県 陸前高田市 水上地区（H24）

検討の
概要

検討経緯

直轄側 協議先

←
漁村部の集合住宅のモデルプランの
検討を要望

←
現在用地交渉中の敷地が決まったら
調査検討をお願いする。

H24.10初 作業の依頼 ← 水上地区での検討を依頼

H24.10.12
計画条件につい
て

整備手法、敷地・周辺道路、ライフラ
インの状況、検討の考え方を確認

→ 計画条件や考え方を回答

←
地権者から土地を売りたいとの話があり
敷地面積を拡大。拡大する部分は駐車
場を想定

← 敷地東側に市道が整備される予定

→
型別供給について意見（1DKをなくし
て2DKにする、など）

→
分棟してブリッジでつなぐのはコスト
アップになるのではないか。

←
分棟案ではバリアフリー的に問題がある
住戸が出るため、原則１棟案で検討。た
だし隣接する住宅への開放感の確保等

←
団地及び地域の集会所を整備。アプ
ローチしやすい北側に配置を。

← 総戸数28戸、エレベータ１台で

→
敷地3000㎡以上で畑から宅地への
変更の場合、開発許可が必要

→
接続道路の幅員や技術基準等の扱
いについて説明を受ける。

見直しを行った配置計画と整備イメージ
図を提示。３階建住棟２棟（南向き1棟、
東向き1棟）＋平屋集会所棟で構成

→

→
集会所棟の上を駐車場にするのは
抵抗がある。

→
地域に開かれた位置である分、居住
者の利用がしにくいのでは。

←
東向き棟を１スパン北側に延ばして、
その１階に集会所を入れる。

←
集会所がなくなった分駐車場を増や
す。

（打合せ以降のメールでのやりとりも
踏まえた上で）配置計画を修正。

→

段階的整備の考え方、事業コスト概算も提示。 →

以降の状況

・漁村部の集合住宅のイメージづくり、設計コンセプトの検討が求められ、そのような位置づけも含めて当該地
区での基本計画の検討を実施した。
・散居集落の中に整備されるため、周辺の景観に馴染むようなボリュームにするとともに、漁業及び農業が中
心である地域のなりわいに配慮した生活空間を検討した。
・南北方向に細長い北下がりの敷地で、高低差もあるため、住棟設計地盤高と住棟形態の関係を適切に設定
し、バランスの良い土地利用を図るようにした。
・敷地北側にまちに開かれた広場を設け、これと連担する位置に集会所を配置するとし、地域のコミュニティ活
動に活用できる場として計画した。

依頼内容、
前提条件
（H24.10.12
打合せ等）

漁村部での災害公営住宅のイメージ、モデルプランとして検討
ＲＣ造で３階建て程度を想定
戸数３０戸（上限）、24戸位でよいイメージ

駐車場：1.5台／戸を目標

敷地の南側には防災集団移転の自力再建向け宅地３戸分が出来る予定

年月日 主な協議事項
提案・意見・協議等の内容

H24.7.13
要望する作業に
ついて

本検討をベースに計画が進められ、平成25年度着工、平成26年12月に完成

中央の道（赤線）の形状変更は可能だが、使用しており廃止不可

当該地区周辺の漁業従事者が主に入居、漁具等の置き場が必要か。

開発許可対象とならないよう敷地の分割も検討

配置計画等の検討結果を提示。１棟
案と分棟案（３棟/５棟）の３案

そのような形で敷地条件を変更す
る。

敷地条件の変
更と配置計画に
ついて

そのような形で検討する。

開発許可の扱
いについて
（県との協議）

(H25.3末) （業務報告書）

現時点での計画を提示し説明

依頼を受けて検討を行う。

H25.1.31
配置計画、特に
集会所の位置
について

集会所棟の上部は駐車場として利用
し、棟北側にはまちかど広場を配し
てコミュニティ形成に寄与

そのような形で検討する。

H24.11.15

H24.11.27
(L建研不参加)
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市町村シート

県名 市町村名 No. 05
39,399 17,561 34.8 16,978

（H23.3.1） （H23.3.1) （H22.10.1）
（H22年度普通

会計決算）

332 297 1,040 3,655

供給計画 意向調査 モデルスタディ

平成23年度 ○

平成24年度 ○

平成25年度

(H27.3.1)（H26.9.30）（H22.3.31)

その他の事項

H26.12.31現在　整備計画戸数237戸
県整備：平田126戸(H25)、野田32戸(H25)
市整備：花露辺地区13戸(H25)、上中島①54戸(H24)、大石3戸(H25)、箱崎白浜9戸(H25)
（出典：住宅再建・まちづくりの復興事業推進に係る目標（工程表） ）

H26.12.31現在　整備計画戸数1,325戸
県整備：両石30戸(H29)、松原60戸(H28)、嬉石第一 52戸(H28)、嬉石第二 32戸(H28)、平田126戸
(H25)、野田32戸(H25)、日向30戸(H27)、片岸17戸(H28)
市整備：室浜①3戸(H28)、室浜②6戸(H28)、根浜①9戸(H28)、根浜②4戸(H28)、箱崎①17戸(H27)、箱
崎②12戸(H28)、桑ノ浜①7戸(H28)、桑ノ浜②5戸(H28)、両石①4戸(H29)、両石②21戸(H29)、佐須1戸
(H27)、花露辺13戸(H25)、本郷①7戸(H28)、本郷②5戸(H28)、荒川8戸(H27)、片岸19戸(H27)、鵜住居
①80戸(H28)、鵜住居②40戸(H27)、東部天神町52戸(H27)、上中島①54戸(H24)、上中島②156戸
(H26)、大石3戸(H25)、箱崎白浜9戸(H25)、尾崎白浜5戸(H26)、小白浜①27戸(H27)、唐丹片岸4戸
(H26)、小白浜②3戸(H27)、東部大町①44戸(H26)、東部大渡27戸(H27)、東部只越①33戸(H27)、東部
只越②11戸(H27)、東部大只越14戸(H27)、東部大町②27戸(H27)、東部大町③34戸(H27)、東部大町
④41戸(H27)、東部大町⑤24戸(H28)、東部只越③19戸(H27)、東部只越④27戸(H28)、東部浜町55戸
(H28)、東部大只越②22戸(H28)
（出典：住宅再建・まちづくりの復興事業推進に係る目標（工程表） ）

(出典：
H23報告書)

01岩手県

直轄調査
実施内容

基本計画 その他

4（花露辺地区、
嬉石地区、松原地区）

東部地区における配置
密度スタディ

1（東部地区（中心部） E、F 街区）

（出典：H25報告書）

05釜石市

人口
（人）

世帯数
（世帯）

高齢化率
（%）

財政規模
（百万円）

市町村概要
公営住宅
管理戸数

（戸）

県営住宅
管理戸数

（戸）

死者・行方
不明者数

（人）

全壊・半壊
家屋数
（棟）

災害公営住宅整備予定地区

整備計画

整備状況
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市町村経緯シート［平成23年度］

県名 岩手県 市町村名 釜石市 年度 H23 No. 05-H23

地区名

花露辺地区

嬉石地区

松原地区

実施日

H23.12.20

H24.1.12
(Ｌ建研不参加)

H24.1.31

H24.2.20

H24.2.27

H24.3.6

（以降の作業）

検討の
概要

・対象地区として、漁村集落での住民との合意が進んでおり先行整備が求められる「花
露辺地区」、津波により広範な被害を受けた地域で嵩上げ等の面整備と連動した整備
が想定される「嬉石・松原地区」が示され、検討を実施した。
・「花露辺地区」は高台道路沿いにある漁村センターの既存建物を撤去して整備するこ
とが決まっており、具体の敷地における整備の計画を検討した。当該集落からの入居の
みであり、個別の意向確認で得られた入居希望数に応じた戸数で設計し、漁村センター
の機能を代替する集会室も整備する計画とした。
・「嬉石・松原地区」は場所が定まっておらず、想定される敷地での検討を実施。先行し
て嵩上げを行う想定であり、周辺が嵩上げされるまでの高低差の処理が課題になった。
・このほか中心市街地の「東部地区」で、既存の宅地の状況及び地権者の居住・利用意
向を踏まえて、災害公営住宅の建設用地となりうる敷地を抽出し、敷地数並びに各敷地
の面積を算出するとともに、うち２街区での整備可能戸数を確認するケーススタディも実
施している。

基本計画
検討地区

検討作業内容
平坦地のない漁村集落で高台の道路沿いの斜面地を利用したＲＣ造集合住宅を
検討。入居希望数に合わせて戸数を定め、地域拠点となる集会所も計画。

被災したコミュニティ住宅（密集市街地事業で整備）周辺の敷地で整備を検討。浸
水地域のため3.0mの嵩上げを周辺に先行して実施する事業を想定。

浸水地域のため5.5mの嵩上げを周辺に先行して実施する事業を想定。敷地の北
東部は三陸鉄道の高架に面しており、これを考慮した計画を検討。

その他の事項

・「花露辺地区」の配置計画として、敷地北側に配置する案と南側に配置する案の
２案を提示して意見を交換。
・「嬉石・松原地区」に関して、災害公営住宅を１ヶ所に統合する場合と２ヶ所に分
ける場合について議論し、２ヶ所別々での検討を進めることを確認。あわせて嵩上
げされる計画となっている隣接する国道の整備計画を確認。

・「花露辺地区」の計画条件などについて確認

打合せ
及び

作業の
概要

協議・作業内容
・被害の状況及び災害公営住宅の整備計画について確認。
・検討対象地区として「花露辺」及び「嬉石・松原」の２地区の提示を受ける。
・各地区の敷地及び周辺の状況、前提条件、考慮すべき事項などを確認。

・「花露辺地区」の計画を再度提案。２案のうち、南側配置案で進めることを確認。
入居希望数や住民からの要望などを把握した上で、配置計画や施設・設備等のあ
り方について細かく意見を交換。
・「嬉石・松原地区」について、敷地の設定や再建意向調査の状況を確認。

・「東部地区」での建設候補用地の週出作業について依頼を受け、同地区の状況
や作業の手順について確認。
・「嬉石地区」及び「松原地区」の配置計画を提示。「嬉石地区」では主に戸数を増
やす方策について意見交換、「松原地区」は想定敷地を海側に移すため再検討
に。両地区とも先行嵩上げした場合の周辺との関係について議論。

・「花露辺地区」の修正案を提示。現段階ではここまでの検討とし、この内容で報告
書をまとめることを確認。
・「嬉石地区」及び「松原地区」の計画を提示。先行嵩上げした敷地内へのスロー
プの付け方や戸数の設定について意見を交換。
・「東部地区」での敷地抽出作業の途中成果を確認。今後の作業手順と抽出対象
とする敷地の判断について議論。
・「東部地区」の敷地抽出を行い、２街区を選定して整備戸数を検討するケースス
タディを実施。
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地区シート
No. 16

地区名 調査年度 H23

県名 01岩手 市町村名

所在地
面積(ha)

立地特性

従前土地所有

従前土地利用

用途地域
容積率
建ぺい率

面整備事業との関係

構造 RC造 建て方 階数 3
敷地面積(㎡)
戸数
間取り
併設施設

計画コンセプト

花露辺地区　（工程表名：花露辺）

05釜石市 提案時期の復興進捗
H23.4市復興まちづくり基
本方針、H23.12市復興ま
ちづくり基本計画

花露辺漁村センター、未利用地

敷地

唐丹町花露辺
0.16

・漁村地域にあり、コミュニティも根強い地域。
・急峻な山の緑に囲まれた谷地。
・南西側に下がる形で斜面となっている。西側の車道から車はアクセスする。

市有地、民有地

防災集団移転促進事業との一体整備
想定入居者特性

都市計画
都計外
400%
70%

花露辺地区における災害公営住宅入居希望者

計画概要

集合建て
1,552
12
２ LDK；9戸、３ DK：3戸
集会所

・敷地条件から堅固なRC造とするとともに、平坦な場所に住棟を配置。
・災害時対応、コミュニティ形成のため、備蓄庫併設の集会室を設けるとともに、地域
住民が利用しやすい動線計画とする。
・周辺環境になじむように低層建築とし、道路側から２階建てに見えるようにする。

位置図 配置図
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提案内容 防災安全
避難スペース
（デッキ等）、
防災水槽

高齢者配慮
住戸フラットフ
ロア、EV

コミュニティ
集会所、菜
園・花壇等

住まい方継承

環境・省エネ
創エネ（太陽
光パネル等）

住宅生産体制 その他

進捗
提案の反映
未反映の理由

基本計画策定の効果

現在の状
況等

H25.12完成
本提案を元に事業が推進された。

他調査・事業との連携 防集の自立再建用地を地区北側に計画。
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検討経緯シート

岩手県 釜石市 花露辺地区（H23）

検討の
概要

検討経緯

直轄側 協議先
H23.12.20 検討の依頼 ← 当該地区での検討を依頼。

← 入居予定者の世帯構成等の提示

←
住戸は2LDK（60㎡程度）で統一、高
齢者対応（段差解消など）は必須。

←
建物優先で配置（駐車場は北側空地
等で対応可）。

←
150㎡規模の集会所がほしい。間仕
切り、和室があるとよい。

← 公園・広場の必要性は高くない。

←
切土・盛土する場合、堰堤が必要と
なることに留意。

（直轄調査で実施した）測量調査の
結果を提示。

→ （確認）

配置計画として、災害公営住宅を北側に
設置する案と、南側に設置する２案を提
示。

→
それぞれの場合で必要となる造成の
程度や方法等について検討。

ＲＣ５階建の集合住宅で、斜面下の
既存集落からもアクセスしやすい最
下層階に集会室を配置。

→

高さを抑えた案を検討する。 ←

配置計画として、北側案と南側案を
再度提示。

→ 災害公営住宅が南側の案とする。

→
集会室は既存集落の住民も利用す
るので、南東側からのアクセスに配
慮し、１階の斜面と反対側に置く。

←
集会所の広さは十分だが、キッチン・
浴室は大きなものを。

建物南の斜面は菜園として整備。 → 菜園は畑と植栽という位置づけに。

←
個々の世帯用の収納スペースを駐
車場の裏に設置。

H24.3.6
計画の最終確
認

前回議論を踏まえた修正案を提案。 →
内容を確認、現段階ではここまででＯＫと
する（景観面やデザインは今後詰める）。

(H24.3末) （業務報告書） 前回打合せと同内容でとりまとめ。 →

以降の状況

・津波で低地部分が被災した漁村集落向けの災害公営住宅及び自力再建宅地を整備。
・平坦地がないため、既存の漁村センター（廃止予定）及びその周辺敷地で整備を実施。
高台の道路沿いの斜面地であり、造成方法の検討が必要。
・当該集落の住民の特定入居が想定されるため、具体の入居希望数に合わせて戸数を
設定し、その後の意向調査等で希望数が変わった際には計画の見直しも実施。
・漁村センターの機能を代替する意味で地域の住民も使う集会室を整備。集会室の機能
のほか住宅全体の設備等についても、当該集落の自治会等の意見を踏まえて検討。

依頼内容、
前提条件
（H23.12.20,
H24.1.12打
合せ）

既存の漁村センターの敷地と上部の平地で災害公営住宅と自力再建用宅地を確保

駐車場：１台／戸を基準、物置を駐車場近くに各戸１か所
集会室、備蓄庫を整備

造成は最低限とする

H24.1.31

H24.2.20

年月日 主な協議事項
提案・意見・協議等の内容

H24.1.12
(Ｌ建研不参加)

詳細な計画条件
の確認

これらを踏まえて計画を検討する。

敷地の高低差を考慮すると５階は高
い。下の階は提案の内容で可。

建築計画の考え
方について

建物は３階建とし、斜面を利用する
南側案では集会室を最下層１階の斜
面側あるいは２階玄関ロビーに置く２
案を提示。

建物の配置及
び共用施設の
内容について

本検討を元に事業が推進され、平成24年11月に着工、平成25年12月に完成。

計画戸数は12戸を想定（被災者の入居意向によって変更あり）
急傾斜地であり、土石流対策が必要
RC造を基本とし、低層の建物とする。日照・通風について最大限に配慮
住戸タイプ60㎡程度（2LDK-3LDK）、バリアフリー・車いす対応
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地区シート
No. 17

地区名 調査年度 Ｈ２３

県名 01岩手 市町村名

所在地
面積(ha)

立地特性

従前土地所有

従前土地利用

用途地域
容積率
建ぺい率

面整備事業との関係

構造 ＲＣ造 建て方 階数 8
敷地面積(㎡)
戸数
間取り
併設施設

計画コンセプト

嬉石地区　（工程表名：嬉石第１、嬉石第２）

05釜石市 提案時期の復興進捗
H23.4市復興まちづくり基
本方針、H23.12市復興ま
ちづくり基本計画

コミュニティ住宅（被災）

敷地

嬉石町
0.7
・釜石港に近接。
・元々密集市街地の改善のためコミュニティ住宅があった。
・浸水エリアにあり、5.5mの嵩上げを行う予定。

市有地

嬉石松原地区土地区画整理事業区域内
想定入居者特性

都市計画
都計内（住居系が予定）
今後決定の予定
今後決定の予定

嬉石地区における災害公営住宅入居希望者

計画概要

集合建て
約6,945
114
1LDK；40戸、2LDK：74戸
集会室

・土地区画整理事業による嵩上げは災害公営住宅の整備後、実施される可能性が高
いため、高低差をカバーするよう、災害公営住宅へのアクセス経路としてスロープを
整備。
・浸水地域であることから、１階に住居は設置しない。
・災害時対応、コミュニティ形成のため、備蓄庫を併設した集会室を設ける。
・日照･通風を最大限活かすとともに、バリアフリーの快適な環境を整備。

配置図位置図
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提案内容 防災安全

津波対策の高
基礎（ピロ
ティ）、避難ス
ペース（デッキ
等）、防災備
蓄倉庫・基地

高齢者配慮 コミュニティ 集会所 住まい方継承

環境・省エネ
創エネ（太陽
光パネル等）

住宅生産体制 その他

進捗
提案の反映
未反映の理由

基本計画策定の効果

現在の状
況等

建築設計中
他調査・事業との連携

商業・地域活性化：商店・施設床、地域の生
産体制や建材の活用
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地区シート
No. 18

地区名 調査年度 Ｈ２３

県名 01岩手 市町村名

所在地
面積(ha)

立地特性

従前土地所有

従前土地利用

用途地域
容積率
建ぺい率

面整備事業との関係

構造 ＲＣ造 建て方 階数 5
敷地面積(㎡)
戸数
間取り
併設施設

松原地区　（工程表名：松原）

05釜石市 提案時期の復興進捗
H23.4市復興まちづくり基
本方針、H23.12市復興ま
ちづくり基本計画

コミュニティ住宅（被災）

敷地

松原町
0.21
・釜石港に近接
・浸水エリアにあり、3mの嵩上げを行う予定。
・元々密集市街地の改善のためコミュニティ住宅があった。

市有地

嬉石松原地区土地区画整理事業区域内
想定入居者特性

都市計画
都計内（住居系が予定）
今後決定の予定
今後決定の予定

松原地区における災害公営住宅入居希望者

集合建て
2,056
24
1DK；6戸、2DK：18戸
集会室

（嬉石地区）

釜石港

甲子川

対象地

配置図配置図
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計画コンセプト

提案内容 防災安全

津波対策の高
基礎（ピロ
ティ）、避難ス
ペース（デッキ
等）、防災備
蓄倉庫・基地

高齢者配慮 コミュニティ 集会所 住まい方継承

環境・省エネ
創エネ（太陽
光パネル等）

住宅生産体制 その他

進捗
提案の反映
未反映の理由

基本計画策定の効果

現在の状
況等

建築設計中
他調査・事業との連携

住戸計画：多様なタイプの住戸混在
商業・地域活性化：商店・施設床、地域の生
産体制や建材の活用

計画概要 ・土地区画整理事業による嵩上げは災害公営住宅の整備後、実施される可能性が高
いため、高低差をカバーするよう、災害公営住宅へのアクセス経路としてスロープを
整備。
・浸水地域であることから、１階に住居は設置しない。
・災害時対応、コミュニティ形成のため、備蓄庫を併設した集会室を設ける。
・日照･通風を最大限活かすとともに、バリアフリーの快適な環境を整備。
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検討経緯シート

岩手県 釜石市 嬉石・松原地区（H23）

検討の
概要

検討経緯

直轄側 協議先
H23.12.20 検討の依頼 ← 当該地区での検討を依頼。

嬉石・松原地区で統合して整備する場合
と、両地区で別々に整備する場合の敷地
条件を整理。

→
それぞれの地区で建ててほしいとの希望
があるため、両地区を別々に検討する。

整備する災害公営住宅の基本的な
イメージを提示。

→

必要戸数を確保出来るよう検討。 ←
各地区で整備する戸数を提示（嬉石
150戸、松原30戸の想定）。

←
敷地周辺での盛土、及び北側の国道
の嵩上げの計画について説明。

←
国道嵩上げ後は浸水しないが、それ
までを考え１階は非住居とする。

←
最上階に避難が出来るよう集会室・
備蓄倉庫を設ける。

← 想定する敷地の位置について情報を提示。

←
戸数検討の元となる意向調査の実
施状況について情報提供。

【嬉石地区】の計画を提示。敷地南側に１
棟を配置。7階建95戸、8階建113戸の２
案

→
想定戸数より少ないが、100-120戸
は確保出来る計画としたい。

そのような形で検討する。 ←
現在対象とする市有地の他、周辺の
敷地も合わせて計画すると何戸入る
かを検討してほしい。

【松原地区】の計画を提示。西向き中
心のＬ字型配置の４階建計30戸の案

→
西向き住戸は日照が厳しい。２棟に
分けて南面を増やせないか。

再検討を行う。 ←
想定される敷地が北側（海側）に移る
ので再検討を。

そのような形で間取りを見直す。 ←
両地区とも現案の1DK/2DKでは狭い
ので、1LDK/2LDKで計画する。

←
両地区とも先行して嵩上げした場合に、
周辺の既存戸建との高さの差が問題に。

【嬉石地区】の計画提示。敷地を広げた
上で２棟を配置する８階建計114戸の案

→

【松原地区】の計画を提示。移動した敷地
で南面住戸を増やす形での4階建計24戸
の案

→

そのような形でまとめる。 ←
【松原地区】は戸数増やすためもう１
階高くする形で。

(H24.3末) （業務報告書） 修正を加えてとりまとめ →

以降の状況

年月日 主な協議事項
提案・意見・協議等の内容

H24.1.31

・津波により広範な被害を受けた地域であり、区画整理事業等による嵩上げが行われる予定のエリ
アである。そのため、災害公営住宅の整備を行う場所は定まっておらず、可能性が考えられる敷地
を想定した上でスタディを実施。
・隣接する嬉石地区と松原地区の中間付近に統合して１ヶ所を整備する場合と、それぞれの地区で
整備する場合とで議論がなされた結果、別々に２ヶ所での整備を検討。
・両地区とも、地域全体の面的な整備が行われるより前に、災害公営住宅の敷地を先行して嵩上げ
した上で建設を始めるとの想定であり、先行嵩上げした敷地と周辺の嵩上げ前の宅地との間の高
低差の処理が課題となる。

依頼内容、
前提条件
（H23.12.20
打合せ他）

宅地を嵩上げ。１階ピロティ、住宅は２階以上
嬉石地区は120戸程度、松原地区は30戸程度を想定。
住戸タイプ60㎡程度（1LDK-2LDK）、バリアフリー・車いす対応、省エネ対応

避難に耐えうる集会室（100人規模）と備蓄庫を整備。
公園をできるだけ確保。

H24.2.27

両地区とも盛土に対してスロープを
付けるのが難しい。周辺の道路整備
との時期との調整を要する。

計画の内容確
認

H24.2.20 条件等の確認

各地区の配置
計画について

H24.3.6

検討の参考資料としての活用のみ

日照・通風の最大限の配慮
駐車場：１台／戸を基準

計画の考え方の
確認

そのような形で基本計画を検討。
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地区シート
No. 19

地区名 調査年度 H25

県名 岩手 市町村名

所在地
面積(ha)

立地特性

従前土地所有

従前土地利用

用途地域
容積率
建ぺい率

面整備事業との関係

構造 RC造 建て方 階数 8
敷地面積(㎡)
戸数
間取り
併設施設

計画コンセプト

東部地区（中心部） E、F 街区　（工程表名：東部（大町４号）、東部（大町５号））

想定入居者特性

計画概要

集合建て
E街区1,350、F街区1,576
75（E街区34、F街区41）
1LDK（約55㎡）、2LDK（約65㎡）
駐車場　住宅用28台　施設用2台

・１階は浸水可能性があるため非住戸。
・防災性確保のため、備蓄倉庫を併設した集会所を２階に設ける。
・バス停付近の憩いの場の創出と県道への賑わいの創出。
・両街区の間の道路沿いに歩行者空間の演出。

住宅、商業

都市計画
商業地域
400%
80%

なし

05釜石市 提案時期の復興進捗

H25.12時点で５地区の災
害公営住宅完成、東部地
区（中心市街地）では天神
町で建築設計中

敷地

大町一丁目
0.29
JR釜石駅から約500ｍ東の中心市街地に立地。
・敷地はE,F街区に分かれ、北側が主要地方道に接している。
・計画地を含む周辺はフロンとプロジェクト１（FP1地区）に位置づけられ、「新たな商業
空間の整備」が進められる予定。

民有地

位置図
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提案内容 防災安全
備蓄倉庫併
設集会所

高齢者配慮 コミュニティ 集会所 住まい方継承

環境・省エネ 住宅生産体制 その他

進捗
提案の反映
未反映の理由

現在の状
況等

建築設計中(建物提案型復興公営住宅買取事業）

基本計画策定の効果

県道沿いに事務所、ATM設置
他調査・事業との連携

平面図（１階）
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検討経緯シート

岩手県 釜石市 東部地区E・F 街区（H25）

検討の
概要

検討経緯

直轄側 協議先
H25.11 検討の依頼 ← 当該地区（Ｆ街区）での検討を依頼。

→
南側のＥ街区もセットで計画したい。
両街区の間の道路は廃止する。

→
戸数を最大限確保したいので、９階
建案も検討してほしい。

→
Ｅ街区の住棟高さは、Ｆ街区への影
響を勘案して検討する。

← 駐車場率は３割程度でもよい。

←
両街区の南東側に隣接する駐車場
へのアプローチ路を敷地内に確保す
ることが必要。

←
（Ｆ街区に土地を持つ）銀行のＡＴＭ
スペースを残す予定。

←
１階にテナント床を整備する（災害公営住
宅以外の補助事業で）。来年２月に公募
の予定。

→
希望の70戸に達しておらず、もう少し
戸数を増やすように。

→
近隣の住宅からの要望で、Ｆ街区は
建物を境界線から4m離す。

→
街区間道路は地区の歩行者動線として
重要なので、駐車場のみが面している状
況は寂しい。配慮を。

→ 敷地を通り抜ける小径にも配慮を。
→ トランクルームを1箇所/戸設ける。

←
南側の５階建市営駐車場からＥ街区
への日影の影響を検証する。

←
地区全体の計画コンセプトを示す資
料の作成を。

計画の基本方針を示す図を提示。 →
前回打合せを受けて修正した配置計画
を提示。Ｅ街区：８階建34戸、Ｆ街区：８階
建２棟計41戸の計75戸

→

敷地南側駐車場の日影図を作成し、結
果を踏まえてＥ街区住棟の位置を変更。

→

(H24.3末) （業務報告書） 提案した内容でとりまとめ。 →

以降の状況 本検討の内容を元に計画が進められている。

H25.12.25
配置計画の検
討

H26.3
計画のとりまと
め方の確認

Ｅ街区Ｆ街区一体でのスタディ結果を
提示。両街区とも９階建31戸の住棟
を配置。全体で計62戸

内容を確認

年月日 主な協議事項
提案・意見・協議等の内容

H25.12.11
(Ｌ建研不参加)

計画条件の確
認

Ｆ街区でのスタディ結果を提示。

・津波で被災した中心市街地であり、商業と賑わいの拠点として整備される地区である。
計画地近隣には大型商業施設及び市営駐車場が完成し、営業を開始している。
・南側のＥ街区及び北側のＦ街区のうち、確保が可能な敷地を一体的に活用して、ニーズ
の高い中心市街地において出来るだけ多くの戸数を有する災害公営住宅を整備する。
・防潮堤整備後も津波による浸水の可能性があるため１階は非住戸とし、Ｆ街区１階には
事務所テナント床と（地権者である）銀行のＡＴＭスペースを設ける。
・両街区の間の道路は歩道とし、潤いのある歩行者空間として整備するほか、Ｅ街区・Ｆ街
区の敷地内を通り抜けられるようフットパスも設ける。

依頼内容、
前提条件
（H25.12.11
打合せ他）

E,F街区一体で計画、E,F街区間の市道は廃止。
F街区東側隣地境界線は、建物を隣接地から４ｍ離すよう要望あり。
戸数を最大限確保、９階案も検討。
駐車場率３割程度でも可。
集会所は２階で50㎡程度、備蓄倉庫は２階に設置。
防潮堤整備後も津波による浸水の可能性があるため、１階は非住戸とする。
Ｆ街区１階部分にテナント用の床を整備、H26.2公募予定。
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市町村シート

県名 市町村名 No. 06
15,222 6,348 32.5 5,792

（H23.3.1） （H23.3.1) （H22.10.1）
（H22年度普通

会計決算）

352 0 1,232 3,717

供給計画 意向調査 モデルスタディ

平成23年度 ○

平成24年度

平成25年度 マスタープラン

(H27.3.1)（H26.9.30）（H22.3.31)

その他の事項

H26.12.31現在　整備戸数161戸
県整備：吉里吉里34戸(H25)（町営）
町整備：大ケ口70戸(H25)、屋敷前21戸(H25)、大ケ口2丁目23戸(H26)、柾内①13戸(H26)
（出典：住宅再建・まちづくりの復興事業推進に係る目標（工程表） ）

H26.12.31現在　整備計画戸数980戸
県整備：安渡46戸（H28）、吉里吉里34戸（H25）、大槌柾内24戸（H27）、屋敷前151戸（H27）、
大槌その他245戸（H28）
町整備：町方①52戸（H27）、町方②18戸（H28）、町方③20戸（H28）、町方 67戸（H29）、寺野①16戸
（H27）、寺野②11戸（H27）、安渡 20戸（H28）、安渡②21戸（H29）、赤浜 14戸（H28）、赤浜 6戸
（H28）、赤浜⑥ 19戸（H28）、吉里吉里29戸（H28）、浪坂11戸（H28）、大ケ口70戸（H25）、屋敷前21戸
（H25）、大ケ口2丁目23戸（H26）、柾内①13戸（H26）、三枚堂27戸（H28）、浪坂①4戸（H27）、柾内②
18戸（H27）
（出典：住宅再建・まちづくりの復興事業推進に係る目標（工程表） ）

(出典：
H23報告書)

01岩手県

直轄調査
実施内容

基本計画 その他

4（大ヶ口地区、屋敷前地区、
町方地区①、町方地区②）

6（4号街区公園横地区、柾内
地区、郵便局跡地地区、大ヶ
口地区二丁目地区、御社地北

側地区、末広町地区）

6（②街区、③街区、⑤街区、
⑥街区、⑦街区、⑧街区）

（出典：H25報告書 ）

06大槌町

人口
（人）

世帯数
（世帯）

高齢化率
（%）

財政規模
（百万円）

市町村概要
公営住宅
管理戸数

（戸）

県営住宅
管理戸数

（戸）

死者・行方
不明者数

（人）

全壊・半壊
家屋数
（棟）

災害公営住宅整備予定地区

整備計画

整備状況
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市町村経緯シート［平成２３年度］

県名 01岩手県 市町村名 07大槌町 年度 H２３ No. 07-H23

地区名

大ヶ口地区

屋敷前地区

町方地区①
町方地区②

実施日

H23.12.20

H24.1.31

H24.2.20

H24.3.6

（以降の作業）

検討の
概要

・最初の訪問（H23.12.20）時点で、町は候補地として12敷地を抽出していた。このうち、
町有地（公営住宅があった敷地）として「大ヶ口地区」「屋敷前地区」の２ヶ所、被災した
中心市街地内の仮想敷地として「町方地区①」「町方地区②」の検討を実施した。
・津波で浸水した「大ヶ口地区」「屋敷前地区」に関しては、防潮堤等の完成前の整備と
なるため、それまでの間の今次と同等の津波への対策が求められた。
・「町方地区①②」に関しても、今回浸水した地域であることへの配慮と、中心市街地の
まちづくりへの寄与が求められた。
・町の歴史風土を踏まえた計画検討を求められており、教育委員会生涯学習課長から
聞いた話など、町の意向を踏まえて提案した。

基本計画
検討地区

検討作業内容
今回の津波で1.5mの浸水があった敷地であり、防潮堤等が完成する前に整備を
行うため、1FはRCの駐車場として上階を木造とする計画。

今回の津波で2.0mの浸水があった敷地であり、上記大ヶ口地区と同じプランを敷
地内に入る戸数分を配置。

その他の事項

中心市街地になるため、魅力的なまちづくりに貢献できる住宅プランを仮想敷地で
検討。商業施設や広場との一体的整備を想定。

打合せ
及び

作業の
概要

協議・作業内容
・災害公営住宅の検討状況、及び現時点での候補地12敷地について確認。
・このうち町有地の「大ヶ口地区」、中心市街地の「町方地区」の検討を直轄調査で
行うことを確認。
・各地区の敷地及び周辺の状況、前提条件、考慮すべき事項などを確認。

・教育委員会生涯学習課長のレクチャー。大槌町の歴史や地域の特性、災害公営
住宅の計画において考慮すべき事項などについて。
・「大ヶ口地区」について、津波対策の方法として２案を提示（盛土、面的人工地
盤）。周辺との関係やコストの観点から、住棟毎に高基礎を設ける方式を検討する
ことに。あわせて敷地の一部を堤防状にして津波の進入を防ぐ方法も検討。
・「町方地区」について、１階をピロティまたは店舗とした案を提示。地上階は店舗
を入れる方向で引き続き検討することを確認。

・「大ヶ口地区」については、堤防案は実施が難しいことをこの間に確認し、高基礎
での配置計画を２案提示。住棟や集会室の計画について議論。あわせて大ヶ口案
を当てはめる形で「屋敷前地区」のイメージをまとめる作業を要請される。
・「町方地区」について、道路沿いの細長い敷地での配置計画を提案（町方地区
①）。このタイプとは別に広場を囲む形の配置の検討も要請される。

・「大ヶ口地区」について、前回の議論を踏まえた修正案を提示し、細部を確認。
・「屋敷前地区」について、大ヶ口の住棟プランを配置した計画を提示。
・「町方地区①」について、前回の議論を踏まえた修正案を提示し、細部を確認。
・「町方地区②」として広場型の配置を提案。広場を取り囲むような形への変更を
求められる。

・「町方地区②」の広場囲み型の計画を作成し提示。
・「大ヶ口地区」「町方地区①②」のイメージパースを作成し提示。

i-69



基本計画事例集　地区シート
No. 20

地区名 調査年度 Ｈ２３
県名 01岩手 市町村名

所在地
面積(ha)

立地特性

従前土地所有

従前土地利用

用途地域
容積率
建ぺい率

面整備事業との関係

構造 木造 建て方 階数 2(3)
敷地面積(㎡)
戸数
間取り
併設施設

高齢者世帯も想定

計画概要

長屋建て
約12,500㎡
60
1DK；20戸、2DK：27戸、3LDK：13戸
消防屯所、集会室、備蓄倉庫

1.25

・東日本大震災時には、南側の川から津波があり浸水。
・防潮堤（TP14.5m）を建設する計画があるがそれまでは、津波の安全性が確保でき
ない。
・東側、南側の二方向が河川の堤防に囲まれている。
・敷地の南東角に三陸縦貫道が整備される予定。

町有地

なし
想定入居者特性

都市計画
第一種低層住居専用地域
80%
40%

06大槌町 提案時期の復興進捗 H23.12町復興基本計画

町営住宅（1.５ｍ程度浸水）

敷地

大槌町大ヶ口1丁目

大ヶ口地区　（工程表名：大ヶ口）

位置図

対象地

大槌川

大槌中学校

配置図
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計画コンセプト

提案内容 防災安全
津波対策の高
基礎（ピロ
ティ）

高齢者配慮 コミュニティ
集会所、屋
外菜園・花
壇

住まい方継承

環境・省エネ
創エネ（太陽
光パネル等）

住宅生産体制 その他

進捗
提案の反映
未反映の理由

計画概要
・浸水被害に対する基盤整備
・孤立化しないイメージを日頃から熟成できるよう住居タイプを混合配置。
・避難所への分かりやすく安全なルートの確保。
・バリアフリー環境の確保。
・北西角の交差点からの景観イメージの創出。

住戸計画：多様なタイプ住戸混在
地域の生産体制や建材の活用（木造）

基本計画策定の効果

現在の状
況等

H25.8完成
提案した高基礎でなく、盛土の上に木造長屋が建設。

他調査・事業との連携 なし
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検討経緯シート

岩手県 大槌町 大ヶ口地区（H23）

検討の概要

検討経緯

直轄側 協議先
H23.12.20 検討の依頼 ← 当該地区での検討を依頼

→ 周辺住民の感情に配慮して盛土はしない形で。

←
コスト等を考えると人工地盤よりも住
棟毎の高基礎がよい。

←
敷地の一部を堤防状にして津波の侵
入を防ぐ案の検討も。

→
旧公営住宅より戸数が減るのはやむ
を得ない。戸数よりも住環境を重視

← 出来るだけ戸建風のつくりで。
（打合せまでの間に）堤防案を提示、
実施が難しいと説明

→ 堤防案は検討しないとする。

→ 道路の配置、隣棟間隔などについて意見

→
集会所に関して意見（高齢者への配
慮を求める）

← 間取りに関して一人暮らしへの配慮を要望

住棟毎のエレベータ設置を検討 ←
高基礎の場合の高齢者の出入りへ
の配慮を要望

課題について整理する。 ←
３階建の混構造の場合には手続き上
で問題がある。

→ 集会所部分について意見

←
駐車場を１戸あたり２台に出来ない
か要望

← イメージバースの作成を要望
津波対策の４案（盛土、面的人工地盤、
堤防化、高基礎）の比較検討結果の整理
高基礎案による配置計画、動線計
画、屋根伏せ図
住棟の平面プラン・立面図、住戸プラン

消防屯所（集会所機能含む）の平面図

イメージパース

以降の状況

・町有地（元公営住宅）であり早期に整備が出来ることから検討対象となった。
・防潮堤等の完成前の整備となるため、それまでの間の今次と同等の津波（浸水高1.5m）
への対策が求められた。
・津波対策として、敷地全体の盛土、面的な人工地盤化、敷地一部の堤防化、住棟の高
基礎化の大きく４つが検討されるが、盛土案は周辺との関係（周辺宅地は嵩上げしない）、
人工地盤案は整備のコスト、堤防化案は水路等の扱いから難しいとされ、高基礎案での
検討となった。
・町の歴史風土を踏まえて木造での整備が求められたため、１階部分はコンクリート造とし
て駐車可能なスペースとし、その上に木造２階建の長屋を乗せる案となった（この場合建
築確認上の扱いが問題となるが、この点は今後の課題とした）。

依頼内容、
前提条件
（初回
H23.12.20
打合せほ
か）

町営住宅跡地（今次津波で浸水後に用途廃止して取り壊し）
1.5m以上の宅地のかさ上げが必要

北側の既存多目的集会所の利用可

地元の木材、大工等による大槌ならではの住宅（町長の意向）
「新山おろし」と呼ばれる山からの強風対策

H24.2.20

(H24.3末)

H24.3.6

全体の配置計
画について

年月日 主な協議事項

H24.1.31

・高基礎ではなく盛土に変更されて新たに検討がなされる。
・盛土の上に木造２階建ての長屋が建つ形となり、平成25年1月に着工、平成25年8月に完成。

盛土するので２階が限度
従前の93戸にはこだわらないが、できるだけ多くの戸数
住戸タイプはバランスよく配分（従前の町営住宅入居者の優先入居なし）
単身世帯用の住戸タイプも必要

駐車場原則１台／戸

津波対策の方
法について

提案・意見・協議等の内容

津波対策の方法として２案を提示（盛
土、面的人工地盤）

両案での配置計画を提示（戸数88
戸）

高基礎での配置計画を２案提示。住
環境に配慮して60戸

前回議論を受けた修正案を提示（配
置・道路形状、ＥＶ、集会所等を修
正）

計画のとりまと
めについて

（業務報告書） →
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基本計画事例集　地区シート
No. 21

地区名 調査年度 H23
県名 01岩手 市町村名

所在地
面積(ha)

立地特性

従前土地所有

従前土地利用

用途地域
容積率
建ぺい率

面整備事業との関係

構造 木造 建て方 階数 2
敷地面積(㎡)
戸数
間取り
併設施設

計画コンセプト

高齢者世帯も想定

計画概要

長屋建て

26
1DK；6戸、2DK：12戸、3LDK：6戸

・浸水被害に対する基盤整備
・孤立化しないイメージを日頃から熟成できるよう住居タイプを混合配置。
・コミュニティ活動を支援する場として、屋外菜園・花壇、階段周りの溜り場・情報掲示板等の設
置
・バリアフリー環境の確保。

0.35

・東日本大震災時には、南側の川から津波があり浸水している。
・防潮堤（TP14.5m）を建設する計画があるがそれまでは、津波の安全性が確
保できない。
・北東側は河川堤防に面する。

町有地

なし
想定入居者特性

都市計画
第一種低層住居専用地域
80%
40%

06大槌町 提案時期の復興進捗 H23.12町復興基本計画

町営住宅（2ｍ程度浸水）

敷地

大槌町大槌第14 地割

屋敷前地区　（工程表名：屋敷前）

位置図

大槌川

大槌中学校

（大ヶ口）

配置図
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提案内容 防災安全
津波対策の高
基礎（ピロ
ティ）

高齢者配慮 コミュニティ
集会所、屋
外菜園・花
壇

住まい方継承

環境・省エネ
創エネ（太陽
光パネル等）

住宅生産体制 その他

進捗
提案の反映
未反映の理由

住戸計画：多様なタイプ住戸混在
地域の生産体制や建材の活用（木造）

基本計画策定の効果

現在の状
況等

H25.10完成
本計画の提案を元に高基礎形式で建設

他調査・事業との連携 なし

※平面プラン、立面図は原則として大ヶ口地区と同じ
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検討経緯シート

岩手県 大槌町 屋敷前地区（H23）

検討の概要

検討経緯

直轄側 協議先
H24.2.20 検討の依頼 ← 当該地区での検討を依頼

→
当該敷地に何戸入るかのスタディと
して結果を確認

→ 周辺の道路や敷地との関係を確認

←
住戸タイプの割合は大ヶ口と同じで
よい。

← 暖かみのあるイメージとしたい。

大ヶ口地区をモデルとした配置図、
日影図

（平面プラン等は大ヶ口と同じのため
作成せず。）

以降の状況

・町有地（元公営住宅）であり早期に整備が出来ることから検討対象となった。
・防潮堤等の完成前の整備となるため、それまでの間の今次と同等の津波（浸水高2.0m）
への対策が求められた。
・先行していた「大ヶ口地区」での検討案のプラン（高基礎での長屋形式）をそのまま適用
した場合の配置計画を検討した。
・大ヶ口地区のプランで何戸が整備可能かを確認するためのスタディであり、今後の検討
の参考となるイメージを提示する意味での作業である。

依頼内容、
前提条件
（H24.220打
合せ他）

浸水被害に対する基盤整備

駐車場：１台／戸程度以上が望ましい。
屋外菜園・花壇、階段まわりのたまり場等コミュニティ活動支援の場
地域資源の活用、地元雇用の促進
既存集会施設との連携に配慮

(H24.3末)

年月日 主な協議事項
提案・意見・協議等の内容

H24.3.6

本検討をベースに高基礎の長屋形式で計画が推進され、平成25年1月に着工、平成25年
10月に完成。

住居タイプの混合配置
小規模な低層建築
バリアフリー、車いす対応
日照・通風の最大限の配慮
省エネ対応

スタディ結果の
確認

大ヶ口地区をモデルに敷地の形状に
合わせた配置を提示

（業務報告書） →
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基本計画事例集　地区シート
No. 22

地区名 調査年度 H23
県名 01岩手 市町村名

所在地
面積(ha)

立地特性

従前土地所有

従前土地利用

用途地域
容積率
建ぺい率

面整備事業との関係

構造 RC造 建て方 階数 6
敷地面積(㎡)
戸数
間取り
併設施設

計画コンセプト

町方地区①　（工程表名：町方）

中心市街地での被災者

計画概要

集合建て
約5,400㎡
64
1DK；16戸、2DK：32戸、3LDK：16戸
集会室兼LSA拠点、商業・業務

未定
未定

・中心部として商業施設の再生やまちのにぎわいを創出するためのまちづくりを進め
る。
・真ん中でイベントなどを開催できるよう、コの字型で広場を囲む形で住棟配置。
・住棟毎のコミュニティ形成しやすくするため、数棟に分割。
・１階は各棟とも非居住スペースとし、テナントスペースは中小の店舗でのできるよう
にする。

釜石市本町
0.54

大槌駅に近接する中心市街地。
津波により壊滅的被害。

民有地

町方地区土地区画整理事業、防災集団移転促進事業

06大槌町 提案時期の復興進捗 H23.12町復興基本計画

未利用地（津波被災）
敷地

想定入居者特性

都市計画
商業系用途指定予定

位置図 配置図
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提案内容 防災安全

屋上避難所、
備蓄倉庫・基
地、津波避難
ビル

高齢者配慮 コミュニティ
集会所、広
場等

住まい方継承

環境・省エネ
創エネ（太陽
光パネル等）

住宅生産体制 その他

進捗
提案の反映
未反映の理由

商業・地域活性化：商店・施設床

基本計画策定の効果

現在の状
況等

町方地区は４地区で計画。うち３地区で建設中。
他調査・事業との連携 町方地区土地区画整理事業、防災集団移転促進事業

イメージパース
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基本計画事例集　地区シート
No. 23

地区名 調査年度 H23
県名 01岩手 市町村名

所在地
面積(ha)

立地特性

従前土地所有

従前土地利用

用途地域
容積率
建ぺい率

面整備事業との関係

構造 RC造 建て方 階数 6
敷地面積(㎡)
戸数
間取り
併設施設

計画コンセプト

町方地区②　（工程表名：町方）

中心市街地での被災者

計画概要

集合建て
約7,882㎡
64
1DK；16戸、2DK：32戸、3LDK：16戸
集会室兼LSA拠点、商業・業務

未定
未定

・中心部として商業施設の再生やまちのにぎわいを創出するためのまちづくりを進め
る。
・真ん中でイベントなどを開催できるよう、コの字型で広場を囲む形で住棟配置。
・住棟毎のコミュニティ形成しやすくするため、数棟に分割。
・１階は各棟とも非居住スペースとし、テナントスペースは中小の店舗でのできるよう
にする。

本町
0.78

大槌駅に近接する中心市街地。
津波により壊滅的被害。

民有地

町方地区土地区画整理事業、防災集団移転促進事業

06大槌町 提案時期の復興進捗 H23.12町復興基本計画

未利用地（津波被災）
敷地

想定入居者特性

都市計画
商業系用途指定予定

位置図 配置図
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提案内容 防災安全

屋上避難所、
備蓄倉庫・基
地、津波避難
ビル

高齢者配慮 コミュニティ
集会所、広
場等

住まい方継承

環境・省エネ
創エネ（太陽
光パネル等）

住宅生産体制 その他

進捗
提案の反映
未反映の理由

商業・地域活性化：商店・施設床

基本計画策定の効果

現在の状
況等

町方地区は４地区で計画。うち３地区で建設中。
他調査・事業との連携 町方地区土地区画整理事業、防災集団移転促進事業

イメージパース
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検討経緯シート

岩手県 大槌町 町方地区①②（H23）

検討の概要

検討経緯

直轄側 協議先
H23.12.20 検討の依頼 ← 当該地区での検討を依頼

道路沿いの敷地（地区①）を想定し、
１階をピロティまたは店舗、最上階を
集会所・備蓄倉庫とした、津波避難ビ
ル的なイメージを提示。

→

低層階を未使用のまま入居を開始す
る場合の扱いについて議論。

←

→
8階は高い。これまで町で一番高い
のは5階建なので最大5階程度で。

→
テナント部分は小規模な小売店舗が
並ぶイメージで。

現案は残した上で、広場型の別案
（地区②）を検討。5階程度のコの字
型の囲み配置

←

囲み型の集合住宅で、周辺と融合す
るような配置を希望。「歩きたくなる
街」とのコンセプトを踏まえて、敷地
及び周辺を人が歩くイメージ。

地区①の変更案を提示。5階＋集会
所階の計6階建で、１階テナントを小
規模店舗が並ぶ形に。

→ 内容を確認。

→
住棟の規模が大きいので、分節化す
ることを希望。

→
広場となる空間をより広くとり、祭りの
ための場所としての活用も意識。

←
地区①と②が道路を挟んで向かい合
うようにし、一体的に計画して街の景
観づくりを考えたい。

地区①と地区②を一体的に計画。

地区②の住棟を分節化し、中央に広
場を整備。

地区①②の住棟の平面図、住戸間
取り案を提示。

地区①②を合わせたイメージパース
を提示。

以降の状況

・中心市街地である町方地区での住宅のイメージを仮想敷地で検討。
・道路沿いの細長い敷地での配置（町方地区①）と、広場を囲む形の配置（町方地区②）
の２敷地を想定。
・今回浸水した地域であることへの配慮と、中心市街地のまちづくりに寄与するための商
業施設等との一体的開発が求められる。

依頼内容、
前提条件
（H23.12.20
打合せ他）

地場資源の活用、地元雇用の促進につながるシンボル・プロジェクト
にぎわいづくりに貢献できるよう、１階は商業・業務を配置
防潮堤が完成するまでの間浸水深４ｍ程度を想定
駐車場：１台／戸が望ましい
シルバーハウジング等は将来的に検討

検討の参考資料としての活用のみ

(H24.3末)

年月日 主な協議事項
提案・意見・協議等の内容

H24.1.31
建物イメージの
確認

防潮堤整備までの今次レベルの津
波を考えて、１階は店舗、２階は当面
未使用（将来の住戸利用も想定）と
する方向。

配置の考え方の
検討

地区①の配置図・立面図を提示。１
階は店舗等のテナント、２階は当面
スケルトンのみとする考え方

H24.3.6
広場型の配置
計画の検討

H24.2.20

地区②の配置図・立面図を提示。

（業務報告書） →
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市町村経緯シート［平成２4年度］

県名 01岩手県 市町村名 07大槌町 年度 H24 No. 07-H24

地区名
郵便局跡地
地区
4号街区公
園横地区

末広町地区

御社地周辺
地区

大ヶ口二丁
目地区

柾内地区

実施日

H24.7.12

H24.9.21

H24.11.27

H25.2.1

H25.3.13

（以降の作業）

検討の
概要

・津波により多大な面的被害を受け、土地区画整理事業による復興が進められている中心市街
地の「町方地区」内で、災害公営住宅の整備が想定される敷地４地区（郵便局跡地、4号街区公
園横、末広町、御社地周辺）について、配置計画を検討した。町が検討を進める際の参考とする
ケーススタディの位置づけであり、敷地や住棟の形状を変えた複数の案を提示した。
・木造戸建の災害公営住宅の整備が予定されている「大ヶ口二丁目地区」及び「柾内地区」につ
いて、高齢者の入居も想定したモデル住戸のプラン（2DK/3DK/4DKの３タイプ）を検討した上で、
このプランの建設を想定した区画割りと住宅の配置計画を検討した。計画に際しては、住宅地とし
てのまとまり、周辺市街地との馴染み、及び将来の払い下げの可能性などを考慮した。
・「柾内地区」に関しては、南に隣接する敷地でＲＣ造中層の災害公営住宅の整備が想定されて
いることから、この集合住宅部分についても戸建て住宅地との関係を考慮した配置のケーススタ
ディを行っている。

基本計画
検討地区

検討作業内容
山裾で大きな嵩上げが必要なく早期着手が考えられることから、戸数確保を優先
したＲＣ造の高層集合住宅を検討。同敷地で配置の異なる３案を提示。

既存の市街地の中の農地であり、周辺の街割りとのなじみを重視した案と、敷地
それぞれの住宅地としてのまとまりを重視した案の２案を検討。

その他の事項

・現在仮設住宅として利用されている敷地と、その北側の農地が計画対象区域で
あり、農地をⅠ期、仮設住宅部分をⅡ期とした段階的な整備を想定。完成時には
両者が一体の住宅地となるように計画を検討。

木造の建設が想定される地域の一つで、別途検討した木造戸建てのモデルプラン
をあてはめて配置を検討。街区中央の歩行者動線があり/なしの２案。

山裾で大きな嵩上げが必要なく早期着手が考えられることから、戸数確保を優先
したＲＣ造の高層集合住宅を検討。異なる敷地形状で３タイプの案を提示。

旧市街地の中心であった御社地（湧き水のある水辺公園）周辺で、北側の街区で
公園との連続性や景観への配慮を考えた集合住宅の案（御社地北側地区）のほ
か、公園を含む街区で商業施設等と一体で市街地の核を形成する集合住宅の整
備案（８号街区公園横地区）も検討。

・「大ヶ口２丁目地区」「柾内地区」の修正案を提示。区画割りや道路の幅・線形、
敷地規模などについて協議。
・戸建プランの土地区画整理事業区域への当てはめとして、「4号街区公園横地
区」の配置計画を２案提示。
・「御社地北側地区」について、まちづくり計画との関係を考慮した修正案を提示。
景観への配慮の仕方（高さやセットバック）を中心に議論

打合せ
及び

作業の
概要

協議・作業内容
・災害公営住宅の検討・整備の現状を確認
・町方地区の御社地周辺及び山際部分（郵便局跡地）でのパイロットプランの検討
を要望。プランの考え方について意見を交換。

・「御社地周辺地区」として、御社地を含む街区（８号街区公園横地区）のスタディ
を４案提示。「郵便局跡地地区」のスタディ３案を提示。
・いずれの地区についても町側のイメージでは階数・戸数はもっと少なくてよいとの
指摘を受け、町方地区及び御社地周辺のまちづくりの検討状況を確認し、意見を
交換。御社地を含む街区は公共施設が想定されるとのこと。
・これらの災害公営住宅の検討は、町方地区のまちづくりの検討がまとまる予定の
12月を待ってから行うとすることを確認。

・町方地区のまちづくりの検討状況について確認。
・町方地区での中高層住宅の検討として、「末広町地区」「御社地北側地区」を追
加する。
・戸建の災害公営住宅として50坪の敷地を想定した基本プランの検討を要望。

・災害公営住宅戸建プランとして、2DK/3DK/4DKの３タイプを提示。
・前回打合せ後に依頼のあった「大ヶ口２丁目地区」「柾内地区」について、戸建プ
ランの建設を想定した区画割りと配置図を提案。整備する画地数や敷地面積、住
宅の配置などについて協議。
・ＲＣ造集合住宅の検討として、柾内地区南側で想定される配置案と、「御社地北
側地区」の配置案（２案）を提示。「御社地北側地区」について、御社地周辺のまち
づくりの計画内容を確認しながら、敷地とする範囲や、住棟の配置やボリューム、
景観面への配慮について意見を交換。

協議内容を踏まえて修正し、報告書をとりまとめ。
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地区シート
No. 24

地区名 調査年度 Ｈ２４

県名 01岩手 市町村名

所在地
面積(ha)

立地特性

従前土地所有

従前土地利用

用途地域
容積率
建ぺい率

面整備事業との関係

構造 木造 建て方 階数 1,2
敷地面積(㎡)
戸数
間取り
併設施設

計画コンセプト

なし
・町方地区の区画整理事業区域のなかで、街区割りの適格性の検証を兼ね、戸建て
の災害公営住宅供給のケースススタディを実施した。
・中央に歩行者動線を通して２方向の避難動線を確保し、街区公園との一体的整備も
考慮。

想定入居者特性 中心市街地での被災者

計画概要

戸建て
165（50坪）（戸建て）
約10（画地）
3DK：約75㎡、4DK：約85㎡　※型別配分は未定

H23.12町復興基本計画、
H25.3区画整理事業認可

住宅・商業

都市計画
商業系用途指定予定
未定
未定

4号街区公園横地区　（工程表名：町方）

敷地

本町
0.19

町方地区の中心部から西方に位置。

民有地

町方地区土地区画整理事業、防災集団移転促進事業

06大槌町 提案時期の復興進捗

位置図 配置図

※戸数確保を優先した11戸案についても検討
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提案内容 防災安全
２方向の避
難動線

高齢者配慮 コミュニティ
街区公園に隣
接

住まい方継承

環境・省エネ 住宅生産体制 その他

進捗
提案の反映
未反映の理由

現在の状
況等

未着手

基本計画策定の効果

他調査・事業との連携 町方地区土地区画整理事業、防災集団移転促進事業

平面図

2DK

4DK

※南側道路に接続の場合の、敷地面積約50坪に配置可能なプランを検討

※配置計画の検討まで
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検討経緯シート

岩手県 大槌町 4号街区公園横地区（H24）

検討の
概要

検討経緯

直轄側 協議先

H24.11.27 作業の依頼
ケーススタディとして町方地区の
１街区にあてはめた検討を行うこ
とを提案。

←
戸建の災害公営住宅として50坪
の敷地を想定した基本プランの
検討を要望。

土地区画整理事業区域の短冊
状街区で、戸建モデルがどの程
度入るかを検証。

→

街区中央の歩行者動線があり/
なしの２案を提示。

→

(H25.3末) （業務報告書） 提案した内容ででとりまとめ。 →

以降の状況 検討の参考資料としての活用のみ

戸建の災害公営住宅として50坪の敷地を想定した基本プランをあてはめ。

H25.3.13
スタディ結果の
確認

年月日 主な協議事項
提案・意見・協議等の内容

・町方地区で木造の災害公営住宅の建設が想定されている地域のうちの一つであり、区
画整理事業区域のなかでの街区割りの妥当性の検証を兼ねたスタディを行った。
・大ヶ口二丁目地区及び柾内地区で別途検討された木造戸建てのモデル住戸プランが建
設されることを想定し、区画割りを検討した。
・街区の中央に歩行者動線を通して２方向の避難動線を確保した案１（約10戸）と、戸数確
保を最優先して最大区画数をとった案２（約11戸）を検討した。

依頼内容、
前提条件
（H24.11.27
打合せ他）

短冊状の街区で、西側に街区公園がある。

どの程度の戸数入るかを確認。
街区割りの妥当性の検証も兼ねる。
（スタディのため、その他の計画条件は特に定められていない）
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地区シート
No. 25

地区名 提案時期（回） 調査年度 Ｈ２４

県名 01岩手 市町村名

所在地
面積(ha)
立地特性
従前土地所有

従前土地利用

用途地域
容積率
建ぺい率

面整備事業との関係

構造 木造 建て方 階数
敷地面積(㎡)
戸数
間取り
併設施設

計画コンセプト

なし（集合住宅集会所を利用）

柾内地区の農地にて、払い下げも考慮した戸建ての災害公営住宅供給の基本計画
を検討

想定入居者特性

計画概要

戸建て

Ⅰ期　13戸（画地）、Ⅱ期　18戸（画地）、合計　31戸（画地）
3DK：約75㎡、4DK：約85㎡　※型別配分は未定

柾内地区　（工程表名：柾内）

06大槌町 提案時期の復興進捗
H23.12町復興基本計画、
H25.3区画整理事業認可

農地

都市計画
第一種住居地域
200%
60%

敷地

-
0.82
-
民有地

なし

位置図 配置図
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提案内容 防災安全 高齢者配慮 コミュニティ 広場・公園等 住まい方継承

環境・省エネ 住宅生産体制 その他

進捗
提案の反映
未反映の理由

現在の状
況等

２期に分けて整備。第１期（13戸）はH26.12完成。
配置は概ね反映

基本計画策定の効果

他調査・事業との連携

平面図
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検討経緯シート

岩手県 大槌町 柾内地区（H24）

検討の
概要

検討経緯

直轄側 協議先

←
戸建の災害公営住宅として50坪の敷
地での基本プランの検討を要望。

← 当該地区での検討を予定。

H24.12-
H25.1

地区の検討依
頼

←
当該地区で戸建て基本プランの建設
を想定した検討を依頼。

→

区画の接道状況がそれぞれ異なり、
同一の敷地面積だと価格が変わって
くる。払い下げを想定して出来るだけ
条件を揃える。

→ 画地数は出来るだけ多くほしい。

→
設計ガイドラインに沿う形で、出来る
だけ南入りの住戸を増やす。

→
敷地の西奥に採石場がありダンプが
通るので、南側敷地ではバッファを取
ることも必要か。

←
排水は仮設で浄化槽を設置し、将来
は下水道に接続したい。

←
南側敷地の購入は未定で、北側敷
地だけでも成立する計画に。

←
南側敷地は防集の宅地にするとの
話もあるので、一体となった場合に両
者にあまり差が出ないように。

→ 敷地は50坪でよい。

→
宅地内の道路幅を4mとするか6mと
するかで検討。

→
もっとシンプルな区画割りもあり得る
のでは。

→
北側敷地と南側敷地との間の高低
差を考える必要あり。

(H25.3末) （業務報告書） 提案した内容でとりまとめ。 →

以降の状況

・木造戸建の災害公営住宅の整備が予定されている地区であり、高齢者の入居も想定し
たモデル住戸のプラン（2DK/3DK/4DKの３タイプ）を検討した上で、このプランの建設を想
定した区画割りと住宅の配置計画を検討した。
・将来の払い下げを考慮し、宅地ごとの立地条件に大きな差異が生じないように、区画割
りを検討した。
・敷地全体の北半分は農地、南半分は現在仮設住宅として利用されていることから、農地
部分をⅠ期、仮設住宅部分をⅡ期に分けて、段階的に順次施工とする計画とした。
・全体が完成した際には、Ⅰ期部分とⅡ期部分が一体の住宅地となるように敷地割りを検
討するとともに、Ⅰ期工事単独でも成立するように開発許可基準に則った計画とした。

依頼内容、
前提条件
（H25.2.1打
合せ他）

戸建の災害公営住宅として50坪の敷地を想定した基本プランをあてはめて検討。
将来の払い下げを考慮。
町で検討中の「災害公営住宅設計ガイドライン」の内容に沿う形で検討。
早期の整備を予定しており、関係機関との協議に時間はかけられない。
周辺の住宅地との関係性に配慮。

本検討をベースに計画が進められ、Ⅰ期については平成26年度に完成。

H25.3.13

年月日 主な協議事項
提案・意見・協議等の内容

H25.2.1
区画割りと配置
について

H24.11.27
戸建基本プラン
の検討依頼

北側をⅠ期、南側をⅡ期とした区画
割り図・配置図を提案。

前回指摘を踏まえて修正した区画割
り図・配置図を提示。

計画のとりまと
め方について
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地区シート
No. 26

地区名 調査年度 Ｈ２４

県名 01岩手 市町村名

所在地
面積(ha)

立地特性

従前土地所有

従前土地利用

用途地域
容積率
建ぺい率

面整備事業との関係

構造 ＲＣ造 建て方 階数 10
敷地面積(㎡)
戸数
間取り
併設施設

計画コンセプト

駐車場28台（104％）

・公共施設等との近接性にかんがみ、高齢者居住を想定し、EV付フラット形式とした。
・早期着工可能なため日影規制をクリアしつつ戸数確保を優先し、高層住棟を採用。

想定入居者特性 中心市街地での被災者

計画概要

集合建て
1,226
約27
2DK、3DK　*供給比率が未定なため標準スパンにて検討

H23.12町復興基本計画、
H25.3区画整理事業認可

郵便局

都市計画
商業系用途指定予定
未定
未定

郵便局跡地地区

敷地

本町
0.12

町方地区の中央部、大槌町役場に近接。
地区の骨格動線となる県道の北側の山裾。

民有地

町方地区土地区画整理事業、防災集団移転促進事業

06大槌町 提案時期の復興進捗

位置図 配置図

※他に南面４スパン、L型住棟も検討。
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提案内容 防災安全
１階ピロティ＋
公的施設

高齢者配慮
EV設置、フ
ラット

コミュニティ 住まい方継承

環境・省エネ 住宅生産体制 その他

進捗
提案の反映
未反映の理由

現在の状
況等

H25年度も引き続き検討。県による整備を予定。

基本計画策定の効果

他調査・事業との連携

※配置計画の検討まで
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検討経緯シート

岩手県 大槌町 郵便局跡地地区（H24）

検討の
概要

検討経緯

直轄側 協議先
H24.7.12 検討の依頼 ← 当該地区での検討を依頼

→
町側のイメージとは異なる。３階建程
度で、戸数ももっと少なくてよい。

→
一方で３階建で１・２階非住宅だと現
実性は低い。

各案の日影図を提示。②③は日影規
制の緩和が前提。

→

③案は住棟廊下を延長し北側斜面
地への避難ブリッジとする計画。

→

まちづくり計画の検討がまとまるのを
待って改めてスタディを行うとする。

←
町方地区のまちづくり計画について
説明

(H25.3末) （業務報告書）
その後検討や修正は行われず、提
案した内容を報告書に掲載。

→

以降の状況 本計画をベースに、県が整備する予定。

①日影規制クリア案、②南面住棟
MAX案、③Ｌ型住棟案の３案を検討
し、比較検討表を提示。

計画の考え方と
まちづくりとの関
係について

年月日 主な協議事項
提案・意見・協議等の内容

H24.9.21

・山裾に位置する旧郵便局の跡地であり、近隣はそれほど大きな嵩上げが必要なく、早期
の着手が考えられることから、戸数確保を優先したＲＣ造の高層集合住宅を検討した。
・防潮堤完成までの津波被災を避けるため、１階はピロティ駐車場＋公的施設用の床とし
て設定した。
・日影規制をクリアする南面３スパン10階建・計27戸の案１、敷地北側は斜面地であり日
影規制緩和規定の適用を想定した南面４スパン8階建・計28戸の案２、同様に日影規制緩
和規定の適用を想定した上で住棟廊下を延長し北側斜面地への避難ブリッジとするＬ型
住棟・計27戸の案３、の３タイプを提示した。

依頼内容、
前提条件
（H24.7.12
打合せ他）

敷地の北側は用途地域無指定の丘陵状の樹林地
防潮堤完成までの津波被災を避けるため、１階はピロティ駐車場＋公的施設用の床
ＲＣ造集合住宅
津波避難ビルになるイメージ、住棟を通り抜けて裏山に避難できるような形も検討。
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地区シート
No. 27

地区名 調査年度 H24
県名 01岩手 市町村名

所在地
面積(ha)

立地特性

従前土地所有

従前土地利用

用途地域
容積率
建ぺい率

面整備事業との関係

構造 木造 建て方 階数 1,2
敷地面積(㎡)
戸数
間取り
併設施設

計画コンセプト

なし（既存集会所を利用）

・将来の払い下げも考慮し、宅地毎の立地条件に大きな差異が生じないよう
にする。
・近接する既存市街地の街路状況との整合性に留意。
・敷地西側の道路拡幅を見据えて、道路協会沿いに緑地帯の設置。

想定入居者特性 高齢者世帯も想定

計画概要

戸建て
165（50坪）（戸建て）
約29
3DK：約75㎡、4DK：約85㎡　※型別配分は未定

H23.12町復興基本計画

農地

都市計画
第一種低層住居専用地域
80%
40%

大ヶ口二丁目地区　（工程表名：大ヶ口２丁目）

敷地

大ヶ口２丁目
0.76
・大槌町役場から北西約３ｋｍ
・大槌川沿いの県道26号線から300ｍ
・敷地東側に大槌川の堤防
・敷地西側町道が県道26号線、市街地と結ぶ。

民有地

なし

06大槌町 提案時期の復興進捗

位置図 配置図

※他に、敷地それぞれの住宅地としてのまとまりを重視した案も検討
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提案内容 防災安全 高齢者配慮 コミュニティ 緑地・公園等 住まい方継承

環境・省エネ 住宅生産体制 その他

進捗
提案の反映
未反映の理由

現在の状
況等

H26.8完成
配置計画は概ね反映

基本計画策定の効果

他調査・事業との連携

平面図

2DK

４DK

※南側道路に接続の場合の、敷地面積約50坪に配置可能なプランを検討
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検討経緯シート

岩手県 大槌町 大ヶ口二丁目地区（H24）

検討の
概要

検討経緯

直轄側 協議先

←
戸建の災害公営住宅として50坪の敷
地での基本プランの検討を要望。

← 当該地区での検討を予定。

H24.12-
H25.1

地区の検討依
頼

←
当該地区で戸建て基本プランの建設
を想定した検討を依頼。

→

区画の接道状況がそれぞれ異なり、
同一の敷地面積だと価格が変わって
くる。払い下げを想定して出来るだけ
条件を揃える。

→
設計ガイドラインに沿う形で、出来る
だけ南入りの住戸を増やす。

→
近くに地区集会所があるので、集会
所は不要か小さくてよい。

→ 周辺の道路計画を踏襲すべき。

→
Ｔ型交差点が多く、交通管理者協議
に難がある。

←
北側の敷地も災害公営住宅とする話
もあり、範囲を広げることも想定。

→ 敷地は50坪でよい。

→
払い下げが前提なので、袋小路はや
めてほしい。

→
宅地内の道路幅を4mとするか6mと
するかで検討。

周辺の住宅地と同じ道路形状での区
画割りも別途想定。

→ こちらの案もまとめる。

(H25.3末) （業務報告書）

北側敷地も含め範囲を広げた形で、
周辺の街割りとのなじみを重視した
案１と、住宅地としてのまとまりを重
視した案２をとりまとめ。

→

以降の状況

区画割り図・配置図を提案。

本検討をベースに計画が進められ、平成26年8月に完成。

H24.11.27
戸建基本プラン
の検討依頼

区画割りと配置
について

前回指摘を踏まえて修正した区画割
り図・配置図を提示。

H25.2.1

H25.3.13
計画のとりまと
め方について

年月日 主な協議事項
提案・意見・協議等の内容

・木造戸建の災害公営住宅の整備が予定されている地区であり、高齢者の入居も想定したモデル
住戸のプラン（2DK/3DK/4DKの３タイプ）を検討した上で、このプランの建設を想定した区画割りと
住宅の配置計画を検討した。
・将来の払い下げを考慮して、宅地ごとの立地条件に大きな差異が生じない（＝土地の価値が大き
く変わらない）ように、また個々の宅地が独立するように、区画割りを検討した。
・敷地の周辺は戸建ての住宅地であり、周辺の街割りとのなじみを重視した案１と、敷地それぞれの
住宅地としてのまとまりを重視した案２の２種類を提示。今後は案１をベースとして基本設計を行うこ
ととなった。

依頼内容、
前提条件
（H25.2.1打
合せ他）

戸建の災害公営住宅として50坪の敷地を想定した基本プランをあてはめて検討。
将来の払い下げを考慮。
町で検討中の「災害公営住宅設計ガイドライン」の内容に沿う形で検討。
早期の整備を予定しており、関係機関との協議に時間はかけられない。
周辺の住宅地との関係性に配慮。
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地区シート
No. 28

地区名 調査年度 Ｈ２４

県名 01岩手 市町村名

所在地
面積(ha)

立地特性

従前土地所有

従前土地利用

用途地域
容積率
建ぺい率

面整備事業との関係

構造 ＲＣ造 建て方 階数 5
敷地面積(㎡)
戸数
間取り
併設施設

計画コンセプト

駐車場28台（100％）

・御社地公園や商業施設等と一体的に中心市街地の核を形成。
・戸数を確保しつつ、上階をセットバックして御社地池広場からの空の拡がりに配慮。
・御社地池広場からの歩行者動線を確保し、賑わいづくりに配慮。
・住棟４階屋上に避難広場。

想定入居者特性 中心市街地での被災者

計画概要

集合建て
2,255
約28
2DK、3DK　※供給比率が未定なため標準スパンにて検討

H23.12町復興基本計画、
H25.3区画整理事業認可

都市計画
商業系用途指定予定
未定
未定

御社地北側地区（工程表名：町方）

敷地

大町
0.23（0.85,0.75も検討）

旧市街地の中心であり、また町民の憩いの場でもあった御社地の周辺

民有地

町方地区土地区画整理事業、防災集団移転促進事業

06大槌町 提案時期の復興進捗

位置図 配置図

※他に①御社地東・南敷地、②北側敷地拡大

案についても検討
※他に上記敷地については１案、①で４案、②

で２案検討
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提案内容 防災安全
住棟４階避難
広場

高齢者配慮 コミュニティ 住まい方継承

環境・省エネ 住宅生産体制 その他

進捗
提案の反映
未反映の理由

現在の状
況等

H25年度も引き続き検討。URが建築設計中。

基本計画策定の効果

隣接した公共・公益施設との一体的計画

他調査・事業との連携 町方地区土地区画整理事業、防災集団移転促進事業

断面図

※配置計画の検討まで
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検討経緯シート

岩手県 大槌町 御社地北側地区（H24）

検討の
概要

検討経緯

直轄側 協議先
H24.7.12 検討の依頼 ← 当該地区での検討を依頼

→
町側のイメージとは異なる。３階建程
度で、戸数ももっと少なくてよい。

→
一方で３階建で１・２階非住宅だと現
実性は低い。

←
町方地区及び御社地周辺のまちづく
り計画について説明

←
御社地を含む街区は公共施設の整
備が想定される。

← まちづくりの検討状況を説明
この敷地に関して、街区割りとあわせ
て住宅の検討を行うこととする。

←
御社地の北側の敷地を災害公営住
宅にするとの話が出ている。

→
最上階に避難スペースを設けて、津波避
難ビルの役割を果たせるようにしたい。

→
１階は非住宅とする方針だが、店舗等で
埋まるか。店舗併用住宅ﾆｰｽﾞはあるが。

敷地内で確保しようとすれば高層に
せざるを得ない。敷地外での整備も
想定して検討する。

← 駐車場を増やせないか。

←
御社地周辺の空間計画について検
討されている内容を説明

←
想定敷地の北半分の街区は、低層
の沿道型商店が想定されている。

←
南半分の街区の東側にも、公共施設
の整備が検討されている。

上階をセットバックし広場からの空の
広がりに配慮した案１（5階建28戸）
と、セットバックをやめ戸数を増やし
た案２（4,5階建31戸）を提示

→ 景観的には案１の方がよい。

駐車場は敷地内で100％確保 →
広場から北方向へと抜ける通路を設
け、ここから屋上避難場所に上がる
避難階段も設置

→

(H25.3末) （業務報告書）
2月3月の打合せで示した案を全て掲
載する形でとりまとめ。御社地を含む
街区での検討結果も掲載

→

以降の状況

H25.3.13
計画の最終確
認

URが建築設計中

御社地を含む街区(８号街区公園横地区)
のｽﾀﾃﾞｨを提示。中層案5階建100戸、中
層案5階建104戸、板状高層案7階建144
戸、高層ポイント案14階建130戸の４案

まちづくり計画の検討がまとまるのを
待って改めてスタディを行うとする。

隣接別地区（８
号街区公園横
地区）の計画に
ついて

まちづくりの検
討状況の確認

２街区分を使うとし、3-5階建６棟を分
散配置してデッキでつなぐ案１(100
戸)と、5階建４棟を南面並行配置とす
る案２の配置計画を提案

現案の敷地の南側半分とし、東側に
は公共施設が入る形で配置を検討
する。

配置計画につい
て

H24.11.27

H25.2.1

年月日 主な協議事項
提案・意見・協議等の内容

H24.9.21

・旧市街地の中心であった御社地（湧き水のある水辺公園）周辺での、まちなかでの集合住宅の計
画を検討した。
・当初は御社地を含む街区で検討したが、まちづくりの計画を踏まえて御社地広場の北側の街区で
の検討に変更された。
・北側の２つの街区を合わせる形での検討を行ったが、まちづくり計画の検討内容を受けて、南側の
街区のみでの検討に変更され、さらに残った街区の東側には公共施設を配置することとなり、災害
公営住宅として使う敷地の範囲が狭くなった。
・最終的には、戸数を確保しつつ上階をセットバックして広場からの空の広がりに配慮した案１と、最
大戸数を確保するためセットバックをやめた案２の２案を計画した。
・両案とも、広場を通過した歩行者が北側に抜ける動線を確保。広場に面した沿道側の１階は下屋
を出して回廊＋テナント用空間を設け、街の賑わいづくりに配慮した。
・また、住棟４階屋上に広場を見渡せる避難場所を設け、緊急時には住棟間の階段を上って屋上に
避難できるよう配慮した。

依頼内容、
前提条件
（H27.7.12
打合せ等）

津波避難ビルとしての役割を果たすイメージ
５階程度とし、防潮堤完成までの津波被災を考えて１階もしくは１・２階は非住宅（店舗等）
駐車場は最低限1台/戸とし、出来るだけ増やす
南側にある御社地公園の景観や、公園との関係性に配慮する
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地区シート
No. 29

地区名 調査年度 Ｈ２４

県名 01岩手 市町村名

所在地

面積(ha)

立地特性

従前土地所有

従前土地利用

用途地域
容積率
建ぺい率

面整備事業との関係

構造 ＲＣ造 建て方 階数 5
敷地面積(㎡)
戸数
間取り
併設施設

計画コンセプト

末広町地区　（工程表名：町方）

・高齢者・障害者等の居住を想定し、EV付の片廊下形式の中層住棟を採用。
・津波被災を避けるため１階はピロティ駐車場とした。
・早期着工が可能なため戸数確保を優先。

想定入居者特性 中心市街地での被災者

計画概要

集合建て
3,034
52
2DK、3DK　*供給比率が未定なため標準スパンにて検討

06大槌町 提案時期の復興進捗
H23.12町復興基本計画、
H25.3区画整理事業認可

都市計画
第一種住居地域
200%
60%

末広町

敷地

町方地区の北東の山裾に位置。
区画道路により南北に細長い敷地形状。

0.3

民有地

町方地区土地区画整理事業、防災集団移転促進事業

位置図 配置図

※他に東西に敷地を拡大した２案を検討
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提案内容 防災安全
１階ピロティ駐
車場

高齢者配慮
EV付片廊下
形式中層住
棟

コミュニティ 住まい方継承

環境・省エネ 住宅生産体制 その他

進捗
提案の反映
未反映の理由

現在の状
況等

建築工事中、H28.3完成予定
配置は概ね反映

基本計画策定の効果

他調査・事業との連携 町方地区土地区画整理事業、防災集団移転促進事業

※配置計画の検討まで
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検討経緯シート

岩手県 大槌町 末広町地区（H24）

検討の
概要

検討経緯

直轄側 協議先

H24.10頃 検討の依頼 ← 当該地区での検討を依頼

想定敷地でのスタディ結果（案１）
を提示。標準間口、駐車場100％
で検討。

→

敷地の日照条件が悪いため、同
面積で整形の土地でのスタディ
（案２・案３）も作成して提示。

→

(H25.3末) （業務報告書）
その後大きな議論はなく、先の提
案内容に基づいてとりまとめ。

→

以降の状況 本検討に基づいて計画が進められ、建築工事中（ＵＲの実施）

年月日 主な協議事項
提案・意見・協議等の内容

H24.11.27
計画の考え方に
ついて

引き続き検討していくことを確認。

・山裾に位置する南北に細長い街区であり、近隣はそれほど大きな嵩上げが必要なく、早
期の着手が考えられることから、戸数確保を優先したＲＣ造の高層集合住宅を検討した。
・防潮堤完成までの津波被災を避けるため、１階はピロティ駐車場として設定した。
・南北に長い想定敷地内に住棟を配置する案１（5階建計52戸）、敷地を東西に広く確保す
る想定で検討した案２（5,6階建計56戸）、東西敷地案で敷地面積を縮小した案３（4,6階建
計56戸）の３案を検討した。

依頼内容、
前提条件
（H24.11.27
打合せ他）

１階は非住戸
戸数は出来るだけ多く確保

津波の際に屋上に避難できる計画
駐車場は戸数分（100％）確保
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市町村経緯シート［平成25年度］

県名 岩手県 市町村名 大槌町 年度 H25 No. 06-H25

地区名

②街区

③街区

⑤街区
⑦街区

⑥街区

⑧街区

実施日

H25.8.23

H25.11.5

H26.1.28

H26.3.17

（以降の作業）

その他の事項

打合せ
及び

作業の
概要

協議・作業内容
・災害公営住宅の検討・整備の現状を確認。
・町方地区を対象として、災害公営住宅によるまちづくり（福祉、コミュニティ形成、
避難計画等を考慮）を考えるスタディを行うことを、直轄調査側から提案。

・マスタープランとして検討する内容について提案し、意見を交換。町としての方針
を立てる際の参考資料として提供するという位置づけを確認。
・町方地区内での整備候補地を対象にボリュームスタディを行い、供給可能戸数を
検討した結果を提示。目標戸数には足りない結果となり、対象となりうる街区・敷
地や、戸建と集合住宅の割合などについて協議。

・災害公営住宅のマスタープランとして、候補街区でのスタディ結果と住戸型別及
び住棟形式別の供給戸数、土地利用イメージとの関係、津波避難ビルとしての位
置づけ、コミュニティ施設としての活用、に関して検討し提示。土地区画整理事業
など町の他計画の内容との整合性などを確認。
・コミュニティ施設に関して、災害公営住宅入居者と周辺住民をつなぐための地域
に開かれた集会所や、災害公営住宅への福祉施設の合築、コレクティブ的な住宅
の整備などについて意見を交換。

・前回打合せを踏まえた災害公営住宅マスタープランの修正案を提示。とりまとめ
方を協議。
・⑧街区において、コレクティブ的な災害公営住宅「支えあいハウス(仮称)」を提
案。本住宅の共同居住ゾーンと、隣接する地域集会所・公園を一体として、多世代
交流拠点を形成する計画。計画の実現性などについて意見を交換。

打合せの協議内容を踏まえて、とりまとめ。

検討の
概要

・中心市街地である町方地区において災害公営住宅をどのように整備するかを示す「町
方地区災害公営住宅供給計画(案)」（マスタープラン）を検討した。
・意向調査に基づく、町方地区全体としての入居希望を踏まえた上で、住戸型別及び住
棟形式別の供給戸数の案を示した。
・これらの供給戸数を、町方地区内で災害公営住宅の整備が想定される候補地（街区）
に割り当てる作業を行った上で、各街区での住戸型別及び住棟形式別の戸数を踏まえ
た住宅整備のイメージを示した（②③⑤⑥⑦⑧街区）。
・あわせて、町方地区全体の土地利用イメージの中で各街区の災害公営住宅が街並み
整備で果たすべき役割や、津波避難ビルとしての中高層の災害公営住宅の位置づけ、
地域のコミュニティ拠点支援施設としての災害公営住宅の集会所の役割などについて
も整理を行った。

基本計画
検討地区

検討作業内容
昨年度に検討した「御社地周辺地区」の敷地であり、昨年度の検討内容を元に整
備のイメージを提示し、４階建・５階建の場合の日影図を作成。

昨年度に検討した「郵便局跡地地区」の敷地であり、昨年度検討のうち南面１棟の
案を元に整備のイメージを提示。

⑤街区はＲＣ造５階建の集合住宅、⑦街区は木造長屋の平屋・２階建住宅を検討
し、隣接する両街区を一体の住宅地として通路などの配置を検討。

⑥街区ではＲＣ造５階建の集合住宅、⑧街区では木造長屋の平屋・２階建住宅と
高齢者が共に暮らす(仮称)支えあいハウス（コレクティブハウス）を検討。隣接する
両街区を一体の住宅地として通路などの配置を検討するとともに、支えあいハウ
ス・地区集会所・公園が一体となって多世代の交流拠点となるような計画を提案。
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地区シート
No. 30

地区名 調査年度 H25

県名 岩手 市町村名

所在地
面積(ha)
立地特性
従前土地所有

従前土地利用

用途地域
容積率
建ぺい率

面整備事業との関係

構造 ＲＣ造 建て方 階数
①4
②5

敷地面積(㎡)
戸数
間取り
併設施設

計画コンセプト

②街区（工程表名：町方）

06大槌町 提案時期の復興進捗

H23.12町復興基本計画、
H25.3区画整理事業認可
町方地区については一部
用地取得中

敷地

末広町
0.1
・旧市街地の中心であり、また町民の憩いの場でもあった御社地の周辺
民有地

都市計画
商業地域
400%
80%

町方地区土地区画整理事業、防災集団移転促進事業
想定入居者特性 中心市街地での被災者

計画概要

集合建て

1,828
①21　②28
２ＤＫ、3DK
集会所
・中心市街地（土地区画整理事業区域内）の街づくり計画（土地利用・景観形成）との連携
・意向調査を踏まえた町方地区での供給計画案を反映
・津波避難ビルとしての整備（原則として５階建て、②街区は周辺との調和から４階も検討）

位置図
②街区

配置図
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提案内容 防災安全 津波避難ビル 高齢者配慮 コミュニティ 集会所 住まい方継承

環境・省エネ 住宅生産体制 その他

進捗
提案の反映
未反映の理由

他調査・事業との連携 町方地区土地区画整理事業、防災集団移転促進事業

現在の状
況等

建築設計中

基本計画策定の効果

※町方地区全体の供給計画の検討の中で、複数の街区をスタディ
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地区シート
No. 31

地区名 調査年度 H25

県名 岩手 市町村名

所在地
面積(ha)

立地特性

従前土地所有

従前土地利用

用途地域
容積率
建ぺい率

面整備事業との関係

構造 ＲＣ造 建て方 階数 5
敷地面積(㎡)
戸数
間取り
併設施設

計画コンセプト

③街区（郵便局跡地）

06大槌町 提案時期の復興進捗

H23.12町復興基本計画、
H25.3区画整理事業認可
町方地区については一部
用地取得中

敷地

本町
0.15

町方地区の中央部、大槌町役場に近接。
地区の骨格動線となる県道の北側の山裾。

民有地
郵便局

都市計画
商業地域
400%
80%

町方地区土地区画整理事業、防災集団移転促進事業
想定入居者特性 中心市街地での被災者

計画概要

集合建て
1,503
24
２ＤＫ、３ＤＫ
集会所

・中心市街地（土地区画整理事業区域内）の街づくり計画（土地利用・景観形成）との連携
・意向調査を踏まえた町方地区での供給計画案を反映
・津波避難ビルとしての整備（原則として５階建て）

区域図

位置図

区域図③街区

配置図
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提案内容 防災安全 津波避難ビル 高齢者配慮 コミュニティ 集会所 住まい方継承

環境・省エネ 住宅生産体制 その他

進捗
提案の反映
未反映の理由

他調査・事業との連携 町方地区土地区画整理事業、防災集団移転促進事業

現在の状
況等

県整備の予定

基本計画策定の効果

※町方地区全体の供給計画の検討の中で、複数の街区をスタディ
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地区シート
No. 32

地区名 調査年度 H25

県名 岩手 市町村名

所在地
面積(ha)

立地特性

従前土地所有

従前土地利用

用途地域
容積率
建ぺい率

面整備事業との関係

構造 ＲＣ造 建て方 階数 5
敷地面積(㎡)
戸数
間取り
併設施設

計画コンセプト

⑤街区

06大槌町 提案時期の復興進捗

H23.12町復興基本計画、
H25.3区画整理事業認可
町方地区については一部
用地取得中

敷地

本町
0.15
大槌駅に近接する中心市街地。
津波により壊滅的被害。
民有地
住宅・商業

都市計画
商業地域
400%
80%

町方地区土地区画整理事業、防災集団移転促進事業
想定入居者特性 中心市街地での被災者

計画概要

集合建て
1,537
23
２ＤＫ、３ＤＫ
集会所

・中心市街地（土地区画整理事業区域内）の街づくり計画（土地利用・景観形成）との連携
・意向調査を踏まえた町方地区での供給計画案を反映
・津波避難ビルとしての整備（原則として５階建て）

区域図

位置図

区域図

⑤街区

配置図
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提案内容 防災安全 津波避難ビル 高齢者配慮 コミュニティ 集会所 住まい方継承

環境・省エネ 住宅生産体制 その他

進捗
提案の反映
未反映の理由

他調査・事業との連携 町方地区土地区画整理事業、防災集団移転促進事業

現在の状
況等

県整備の予定

基本計画策定の効果

※町方地区全体の供給計画の検討の中で、複数の街区をスタディ
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地区シート
No. 33

地区名 調査年度 H25

県名 岩手 市町村名

所在地
面積(ha)

立地特性

従前土地所有

従前土地利用

用途地域
容積率
建ぺい率

面整備事業との関係

構造 木造 建て方 階数 平屋、2階

敷地面積(㎡)
戸数
間取り
併設施設

計画コンセプト

⑦街区

06大槌町 提案時期の復興進捗

H23.12町復興基本計画、
H25.3区画整理事業認可
町方地区については一部
用地取得中

敷地

本町、上町
0.45

大槌駅に近接する中心市街地。
津波により壊滅的被害。

民有地
住宅・商業

都市計画
商業地域
400%
80%

町方地区土地区画整理事業、防災集団移転促進事業
想定入居者特性 中心市街地での被災者

計画概要

長屋建て
4,523
31

駐車場32台

・中心市街地（土地区画整理事業区域内）の街づくり計画（土地利用・景観形成）との連携
・意向調査を踏まえた町方地区での供給計画案を反映
・区画街路と連続した歩行者専用道路の計画

位置図

⑦街区

配置図
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提案内容 防災安全 高齢者配慮 コミュニティ 住まい方継承

環境・省エネ 住宅生産体制 その他

進捗
提案の反映
未反映の理由

木造住宅
他調査・事業との連携 町方地区土地区画整理事業、防災集団移転促進事業

現在の状
況等

基本計画策定の効果

※町方地区全体の供給計画の検討の中で、複数の街区をスタディ
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地区シート
No. 34

地区名 調査年度 H25

県名 岩手 市町村名

所在地
面積(ha)
立地特性
従前土地所有

従前土地利用

用途地域
容積率
建ぺい率

面整備事業との関係

構造 ＲＣ造 建て方 階数 5
敷地面積(㎡)
戸数
間取り
併設施設

計画コンセプト

⑥街区

06大槌町 提案時期の復興進捗

H23.12町復興基本計画、
H25.3区画整理事業認可
町方地区については一部
用地取得中

敷地

大町
0.15
大槌駅より約300ｍ東
民有地

都市計画
商業地域
400%
80%

町方地区土地区画整理事業、防災集団移転促進事業
想定入居者特性 中心市街地での被災者

計画概要

集合建て
1,575
25
２ＤＫ、３ＤＫ

・中心市街地（土地区画整理事業区域内）の街づくり計画（土地利用・景観形成）との連携
・意向調査を踏まえた町方地区での供給計画案を反映
・津波避難ビルとしての整備（原則として５階建て）

位置図

⑥街区

配置図
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提案内容 防災安全 津波避難ビル 高齢者配慮 コミュニティ 住まい方継承

環境・省エネ 住宅生産体制 その他

進捗
提案の反映
未反映の理由

他調査・事業との連携 町方地区土地区画整理事業、防災集団移転促進事業

現在の状
況等

基本計画策定の効果

※町方地区全体の供給計画の検討の中で、複数の街区をスタディ
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地区シート
No. 35

地区名 調査年度 H25

県名 岩手 市町村名

所在地
面積(ha)

立地特性

従前土地所有

従前土地利用

用途地域
容積率
建ぺい率

面整備事業との関係

構造 木造 建て方 階数 1,2

敷地面積(㎡)
戸数
間取り
併設施設

計画コンセプト

06大槌町 提案時期の復興進捗

H23.12町復興基本計画、
H25.3区画整理事業認可
町方地区については一部
用地取得中

敷地

大町
0.45
大槌駅より約300ｍ東
南側にJR山田線

民有地

長屋20戸、コレクティブハウス10戸

集会所

・中心市街地（土地区画整理事業区域内）の街づくり計画（土地利用・景観形成）との連携
・意向調査を踏まえた町方地区での供給計画案を反映
・区画街路と連続した歩行者専用道路の計画
・世代間交流拠点の形成
・高齢者世帯限定のコレクティブハウスの導入

住宅・商業

都市計画
商業地域
400%
80%

町方地区土地区画整理事業、防災集団移転促進事業
想定入居者特性 中心市街地での被災者

計画概要

長屋建て（一部コレクティブハウス）

4,543

⑧街区

位置図

⑧街区

配置図
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提案内容 防災安全 高齢者配慮 ｺﾚｸﾃｨﾌﾞﾊｳｽ コミュニティ 住まい方継承

環境・省エネ 住宅生産体制 その他

進捗
提案の反映
未反映の理由

他調査・事業との連携 町方地区土地区画整理事業、防災集団移転促進事業

現在の状
況等

基本計画策定の効果

平面図（コレクティブハウス）
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市町村シート

県名 市町村名 No. 07
18,506 7,182 31.7 7,118

（H23.3.1） （H23.3.1) （H22.10.1）
（H22年度普通

会計決算）

251 0 752 3,167

供給計画 意向調査 モデルスタディ

平成23年度 ○

平成24年度

平成25年度 ○

(H27.3.1)（H26.9.30）（H22.3.31)

その他の事項

H26.12.31現在　整備戸数72戸
県整備：豊間根72戸（H26）
町整備：0戸
（出典：住宅再建・まちづくりの復興事業推進に係る目標（工程表） ）

H26.12.31現在　整備計画戸数777戸
県整備：豊間根72戸（H26）、大沢35戸（H27）、北浜72戸（H28）、妻の神52戸（H27）、山田南48戸
（H29）
町整備：大沢小脇20戸（H28）、山田飯岡115戸（H29）、山田中央140戸（H28）、織笠跡浜22戸（H27）、
長林22戸（H28）、船越第八　15戸（H28）、船越第一　21戸（H28）、田の浜21戸（H28）、柳沢49戸
（H26）、大浦第一　9戸（H27）、大浦第二　16戸（H28）、下条団地20戸（H27）、未定28戸（H29）
（出典：住宅再建・まちづくりの復興事業推進に係る目標（工程表） ）

(出典：
H24報告書)

01岩手県

直轄調査
実施内容

基本計画 その他

5（A地区、B地区、
C地区、D地区、E地区）

8（Y地区、F地区、I地
区、G地区、O地区）

4（山田中央団地、山田南団
地、大浦第2団地、大浦第3団

地）

（出典： H24報告書 ）

07山田町

人口
（人）

世帯数
（世帯）

高齢化率
（%）

財政規模
（百万円）

市町村概要
公営住宅
管理戸数

（戸）

県営住宅
管理戸数

（戸）

死者・行方
不明者数

（人）

全壊・半壊
家屋数
（棟）

災害公営住宅整備予定地区

整備計画

整備状況
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市町村経緯シート［平成23年度］

県名 岩手県 市町村名 山田町 年度 H23 No. 07-H23

地区名

Ａ地区

Ｂ地区
Ｃ地区
Ｄ地区
Ｅ地区
実施日

H23.12.21

H24.1.13
(Ｌ建研不参加)

H24.1.24
(Ｌ建研不参加)

H24.2.3

H24.3.15

（以降の作業）

検討の
概要

・県による整備を優先するとのスタンスであり、当初は基本計画等のスタディを行う対象
敷地が出て来なかった。
・復興計画全体の進捗状況について、都市局直轄調査側からの情報収集を行い、検討
を行える敷地の状況を確認した。ＵＲの協力もあったことで、２月になって整備が想定し
うる敷地５地区が示され、これらについてケーススタディを行った。
・ケーススタディは、具体の整備につなげていくというよりは、モデル的な住宅地のイメー
ジを提示するためのものであり、今後の検討の参考となるよう、中層・低層の集合住宅、
木造長屋形式、戸建形式などの幅広いタイプを提案し、対象敷地の形状に合わせた
様々な配置のパターンを示した。

基本計画
検討地区

検討作業内容
周辺環境に配慮した山田町らしい景観の創出をコンセプトとして、幹線道路沿いに
ＲＣ３階建の低層集合住宅を配置し、奥に木造戸建平屋を配置。

その他の事項

・災害公営住宅の整備における県と町との役割分担に関して確認。
・賑わい創出のための災害公営住宅の先行整備や、高齢者向けのシルバーハウ
ジングの整備などについて意見を交換。
・ケーススタディ候補地５地区の提供を受ける。これらについてモデル的な住宅地
のイメージを検討することを確認。

土地区画整理事業の区域であり、囲み型の住棟配置による集合住宅案と、地域
の生活パターン（第１次産業）に即した戸建タイプの２案をそれぞれ提示。

高台移転の候補地であり、小規模な集落型の住宅地構成とした木造長屋案と、地
域の生活パターン（第１次産業）に即した戸建タイプの２案を提示。

打合せ
及び

作業の
概要

協議・作業内容
・被害の状況及び災害公営住宅の整備計画について確認。確保しうる敷地につい
ては先に県整備分に回しており、町整備分として検討しうる敷地はない。

・都市局直轄調査コンサルタントへのヒアリング。復興計画の検討状況や災害公
営住宅の検討状況について確認。

・都市局直轄調査の会議にオブザーバー参加し、災害公営住宅に係る検討状況
について確認し、具体に検討出来る団地について協議。

・スタディ対象の５地区について、中層または低層集合住宅を主体とした整備イ
メージのほか、将来的な払い下げを視野に入れた戸建て住宅主体の整備イメージ
を提示。全体及び個々の地区について意見を交換。

・打合せの意見交換を踏まえて整備イメージをとりまとめ。
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地区シート
No. 36

地区名 調査年度 Ｈ２３

県名 01岩手 市町村名

所在地
面積(ha)

立地特性

従前土地所有

従前土地利用

用途地域
容積率
建ぺい率

面整備事業との関係

構造
①ＲＣ造
②木造

建て方 階数
①3
②1（一部
2）

敷地面積(㎡)
戸数
間取り
併設施設

計画概要

①集合建て（フラット片廊下）
②２戸１

165㎡（50坪）（２戸１の戸当たり）
①60、②22
-
広場

Ａ地区内
1.3

仮想敷地

－

なし
想定入居者特性

都市計画
第一種低層住居専用地域/近隣商業地域
100/200
50/80

07山田町 提案時期の復興進捗
H23.7町復興ﾋﾞｼﾞｮﾝ、
H23.12町復興計画

－

敷地

Ａ地区
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計画コンセプト

防災安全 高齢者配慮 コミュニティ 集会所、街住まい方継承

環境・省エネ 住宅生産体制 その他

進捗
提案の反映
未反映の理由

・周辺環境に配慮した山田町らしい景観の創出
・将来的な払い下げを考慮し、２戸１タイプの住宅整備
・囲み型配置による領域性の確保により防犯性の向上。
・団地エントランスとしての広場整備

なし

住棟配置計画：囲み形式型、コモンスペース
交通計画：歩車分離
積極的景観形成

提案内容

基本計画策定の効果

現在の状
況等

イメージ検討のみ
他調査・事業との連携

※整備イメージを示すまでの検討
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地区シート
No. 37

地区名 調査年度 Ｈ２３

県名 01岩手 市町村名

所在地
面積(ha)

立地特性

従前土地所有

従前土地利用

用途地域
容積率
建ぺい率

面整備事業との関係

構造
①RC造
②木造

建て方 階数
①3
②2（一部
1）

敷地面積(㎡)
戸数
間取り
併設施設計画概要

①集合建て
②２戸１

165㎡（50坪）（２戸１の戸当たり）
①55、②29
-
広場

Ｂ地区内
0.63

仮想敷地

－

土地区画整理事業
想定入居者特性

都市計画
第一種低層住居専用地域
100%
50%

07山田町 提案時期の復興進捗
H23.7町復興ﾋﾞｼﾞｮﾝ、
H23.12町復興計画

－

敷地

Ｂ地区（集合）

集合案 ２戸１案

i-117



計画コンセプト

防災安全 高齢者配慮 コミュニティ 広場・公園住まい方継承

環境・省エネ 住宅生産体制 木造 その他

進捗
提案の反映
未反映の理由

※同一敷地での複数案検討や隣接敷地での検討は一つの欄にまとめ※で表示

①・囲み形式の住棟配置によるヒューマンスケールで、変化のある屋外空間の創出
　・周辺環境に配慮した景観の創出
②・地域の生活パターン（第１次産業）に即した戸建てタイプの供給
　・地球環境の負荷軽減、木材の活用及び地域の生産体制の活用に配慮した木造住宅の供
給
　・周辺環境に配慮した景観の創出

囲み形式型
提案内容※

基本計画策定の効果

現在の状
況等

イメージ検討のみ
他調査・事業との連携

※整備イメージを示すまでの検討
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地区シート
No. 38

地区名 調査年度 Ｈ２３

県名 01岩手 市町村名

所在地
面積(ha)

立地特性

従前土地所有

従前土地利用

用途地域
容積率
建ぺい率

面整備事業との関係

構造
①RC造
②木造

建て方 階数
①3
②2（一部
1）

敷地面積(㎡)
戸数
間取り
併設施設

想定入居者特性

敷地

Ｃ地区
1.3

仮想敷地

－

なし

第一種低層住居専用地域
都市計画 100%

07山田町 提案時期の復興進捗
H23.7町復興ﾋﾞｼﾞｮﾝ、
H23.12町復興計画

－

①87、②58

50%

計画概要

①集合建て
②２戸１

165㎡（50坪）（２戸１の戸当たり）

Ｃ地区（集合）

-
集会所

集合案 ２戸１案
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計画コンセプト

防災安全 高齢者配慮 コミュニティ 広場・公園等 住まい方継承

環境・省エネ 住宅生産体制 木造 その他

進捗
提案の反映
未反映の理由

※同一敷地での複数案検討や隣接敷地での検討は一つの欄にまとめ※で表示

他調査・事業との連携

①・囲み形式の住棟配置によるヒューマンスケールで、変化のある屋外空間の創出
  ・周辺環境に配慮した景観の創出
②・地球環境の負荷軽減、木材の活用及び地域の生産体制の活用に配慮した木造住宅の供
給
 ・地域の生活パターン（第１次産業）に即した戸建てタイプの供給
 ・周辺環境に配慮した景観の創出

囲み形式型
提案内容※

基本計画策定の効果

現在の状
況等

イメージ検討のみ

※整備イメージを示すまでの検討
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地区シート
No. 39

地区名 調査年度 Ｈ２３

県名 01岩手 市町村名

所在地
面積(ha)

立地特性

従前土地所有

従前土地利用

用途地域
容積率
建ぺい率

面整備事業との関係

構造
①木造
②木造

建て方 階数

①2（一部
1）
②2（一部
1）

敷地面積(㎡)
戸数
間取り
併設施設

計画コンセプト

計画概要

①長屋建て
②２戸１

165㎡（50坪）（２戸１の戸当たり）
①21、②26
-
-

①・小規模集落による住宅地構成
②・地域の生活パターン（第１次産業）に即した戸建てタイプの供給
　・歩車融合によるアメニティ性をもった屋外空間の創出

Ｄ地区内
0.57

仮想敷地

－

想定入居者特性

都市計画
無指定
200%
70%

07山田町 提案時期の復興進捗
H23.7町復興ﾋﾞｼﾞｮﾝ、
H23.12町復興計画

－

敷地

Ｄ地区（集合）

長屋建て案 ２戸１案
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防災安全 高齢者配慮 コミュニティ 広場 住まい方継承

環境・省エネ 住宅生産体制 木造 その他

進捗
提案の反映
未反映の理由

※同一敷地での複数案検討や隣接敷地での検討は一つの欄にまとめ※で表示

住棟配置計画：小規模集落型
交通計画：歩車分離、歩車融合
積極的景観形成

提案内容※

基本計画策定の効果

現在の状
況等

イメージ検討のみ
他調査・事業との連携

※整備イメージを示すまでの検討
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地区シート
No. 40

地区名 調査年度 Ｈ23

県名 01岩手 市町村名

所在地
面積(ha)

立地特性

従前土地所有

従前土地利用

用途地域
容積率
建ぺい率

面整備事業との関係

構造
①木造
②木造

建て方 階数

①2（一部
1）
②2（一部
1）

敷地面積(㎡)
戸数
間取り
併設施設

計画コンセプト

計画概要

①長屋建て
②２戸１

165㎡（50坪）（２戸１の戸当たり）
①11、②12
-
-

①・小規模集落による住宅地構成
②・地域の生活パターン（第１次産業）に即した戸建てタイプの供給
　・歩車融合によるアメニティ性をもった屋外空間の創出

Ｅ地区内
0.27

仮想敷地

－

想定入居者特性

都市計画
無指定
200%
70%

07山田町 提案時期の復興進捗
H23.7町復興ﾋﾞｼﾞｮﾝ、
H23.12町復興計画

－

敷地

Ｅ地区（集合）

長屋建て案 ２戸１案
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防災安全 高齢者配慮 コミュニティ 広場 住まい方継承

環境・省エネ 住宅生産体制 木造 その他

進捗
提案の反映
未反映の理由

※同一敷地での複数案検討や隣接敷地での検討は一つの欄にまとめ※で表示

住棟配置計画：小規模集落型
住戸計画：地域の暮らしや平面の反映
交通計画：歩車分離、歩車融合
積極的景観形成

提案内容※

基本計画策定の効果

現在の状
況等

イメージ検討のみ
他調査・事業との連携

※整備イメージを示すまでの検討
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検討経緯シート

岩手県 山田町 Ａ～Ｅ地区（H23）

検討の
概要

検討経緯

直轄側 協議先

整備における県と町との役割分担を確認 →
県の方針は集合住宅であるから、町
は住民の希望の多い戸建て住宅を
担うことになろう。

→
駅に近い一部地区を除けば、災害公
営住宅による賑わい創出は考えられ
ないのではないか。

→

駅の近場でシルバーハウジング等の
高齢者に配慮した住宅を供給するの
は理想だが、中心部ではインフラ整
備の目処も立っていない。

モデル的な住宅地イメージを検討 ←
ケーススタディ候補地５地区の提示、
山田型のプラン検討を要望

［Ａ地区］低層集合60戸、戸建15戸を
組み合わせたプラン。必要戸数を確
保するため集合住宅が多くなる。

→

→
必要とされる戸数を考えると、集合住
宅案の方がよいのではないか。

←
地盤が悪く特殊基礎が必要な地区に
３階建てはもったいない。中心市街
地に近い場所は４、５階建てでも。

［Ｄ地区］集落型構成の木造長屋案
と、戸建タイプの２案を提示

→
当該地区全体の希望は100戸強であ
り、他にも敷地の確保が必要か。

［Ｅ地区］集落型構成の木造長屋案
と、戸建タイプの２案を提示

→

当初は２戸一形式で、払い下げる時
点で１戸とすることも考えられる。

←
戸建て住宅の宅地が250～300㎡は
広すぎないか。防集とのバランスで
50坪程度では。

←
物置、作業小屋等専用の屋外スペー
スが必要。

(H24.3末) （業務報告書）
戸建て住宅に関して、敷地規模を小
さくするとともに、２戸１の構成に見直
した形でとりまとめ

→

以降の状況

・復興計画の地区別整備計画の検討の中で、災害公営住宅の予定地として想定されてい
る敷地を対象に検討作業を実施。
・具体の整備につながる基本計画をつくるというものではなく、今後の検討の参考となるよ
うなモデル的な住宅地のイメージを示すことが目的。
・大きくは、①集合住宅を主体とした整備イメージと、②戸建て住宅を主体とした整備イ
メージの２種類を検討。
・集合住宅に関しては中層、低層、木造長屋形式の幅広いタイプを検討し、敷地及び周辺
状況に応じて配置。戸建て住宅に関しては将来的な払い下げを視野に入れて検討。

依頼内容、
前提条件
（H24.2.3打
合せ等）

木造戸建て、２戸一、木造共同住宅等を中心に、一部払い下げも視野に入れた、モデル
的な住宅地のイメージを検討

占有面積上限80平米、戸建て敷地50坪程度

H24.3.15

年月日 主な協議事項
提案・意見・協議等の内容

H24.2.3

検討の参考資料としての活用のみ

賑わい創出のため、災害公営住宅を
先行整備する考え方を提案

計画検討に係る
考え方について

スタディした住
宅地イメージに
ついて

［Ｂ・Ｃ地区］囲み型の集合住宅案と、
戸建タイプの２案を提示
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市町村経緯シート［平成24年度］

県名 岩手県 市町村名 山田町 年度 H24 No. 07-H24

地区名

Ｙ地区

Ｆ地区

Ｉ地区

Ｇ地区

Ｏ地区

実施日

H24.7.12

H24.9.21

H24.11.30

H25.1.25

H25.3.21

（以降の作業）

その他の事項

防災集団移転促進事業区域内での集合住宅の整備であり、周辺戸建住宅地との
景観の調和に配慮した中層３階建てで検討した。

現在山林の土地について、合理的な造成の方法とそれによって確保出来る戸建
住宅向けの宅地数を確認した。造成範囲の異なる２案を検討し、それぞれでの切
り土量と工事に要するコストを算出し、比較検討した。
小山状の林を造成して整備が可能な災害公営住宅（木造戸建２戸１を想定）の数
を確認する作業を行った。平均50坪の宅地を出来るだけ切土盤に乗せる形で配置
した46区画の案をとりまとめた。

漁村部で木造戸建（２戸１）を検討。一部敷地を提供して取付道路を拡幅。全て２
戸１となり敷地間の差が少ない10画地の計画でとりまとめ。

打合せ
及び

作業の
概要

協議・作業内容
・災害公営住宅の検討・整備の現状を確認
・想定される作業の内容を確認（中心市街地の区画整理事業区域で整備する災害
公営住宅のイメージ検討など）

・密度スタディの候補地として、中心市街地の「Ｙ地区」の２敷地、漁村部の「Ｏ地
区」、及び山林を造成する「Ｉ地区」の提示を受け、計画条件などを確認。
・山田町での災害公営住宅のモデルプランとして、木造戸建２戸１タイプ（払い下げ
も想定）と集合住宅タイプの検討を実施。このモデルプランを前提に、上記の密度
スタディを行うとする。

・「Ｏ地区」について木造戸建案と中層集合案を提示。木造戸建で考えるとし、取付
道路の扱いや宅地の規模・形状を中心に協議。
・Ｏ地区で配置した木造戸建２戸１タイプのモデルプランを提示し意見を交換。
・「Ｙ地区」のＡ・Ｂ両敷地のスタディ結果を提示。まちの賑わいをつくる観点からの
工夫やアイデアを求められる。
・「Ｉ地区」について造成の規模が異なる２案を提示。それほどの戸数は必要ないと
して、規模を縮小し工事費がかからない案を検討。

・「Ｏ地区」の木造戸建案として４案を提案。木造戸建２戸１タイプの修正案とバリ
エーションも提示。敷地の形状・規模がほぼ同じＡ案の方向とし、取付道路や敷地
内道路について調整。
・「Ｙ地区」について、Ａ敷地で神社参道沿いの街並みをつくる案、Ｂ敷地で駅前広
場に面して地域施設を設ける案を提示。集合住宅タイプのモデルも提案。
・「Ｉ地区」について前回規模の修正案と小規模案を提示。工事コストを確認。
・「Ｇ地区」での検討が新たに依頼される。

・「Ｏ地区」で修正した配置計画を提示。玄関を基本南入りとするよう要望。
・「Ｇ地区」の土地利用イメージ図・造成図を提示。主に道路に関して協議。
・（前回打合せ以降に依頼された）「Ｆ地区」のスタディを提示。戸数を確認、ＥＶの
位置について意見。

打合せの指摘事項を踏まえて修正し、報告書をとりまとめ。

検討の
概要

・整備が想定される敷地でのケーススタディとして、立地や条件が異なる複数の地区を
対象として検討を実施した。
・中心市街地での集合住宅のモデルとして「Ｙ地区」、漁村部での木造戸建（２戸１）のモ
デルとして「Ｏ地区」を検討し、合わせてそれぞれの住戸の基本プランも検討した。
・大規模な造成を行った上で木造戸建の整備を想定する「Ｉ地区」では、造成を行う範囲
と得られる宅地数、及び工事コストを検討するためのスタディを行った。本地区での実施
は難しいとみられることから、別の「Ｇ地区」に関する検討を行うことになった。
・年度末になって、防災集団移転促進事業区域内での災害公営住宅整備として「Ｆ地
区」の検討が依頼され、周辺戸建住宅地との調和に配慮した中層での検討を行った。

基本計画
検討地区

検討作業内容
区画整理が行われる駅前の地区で、神社の参道沿いとして和のテイストの賑わい
ある街並みづくりを想定した「Ａ敷地」と、駅前広場に近い特性を活かし地域の拠
点となるカフェ等の施設を導入する「Ｂ敷地」の２つを検討した。
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地区シート
No. 41

地区名 調査年度 Ｈ２４

県名 01岩手 市町村名

所在地
面積(ha)

立地特性

従前土地所有

従前土地利用

用途地域
容積率
建ぺい率

面整備事業との関係

構造 ＲＣ造 建て方 階数 5
敷地面積(㎡)
戸数
間取り
併設施設
計画コンセプト

3DK：66.4㎡、2DK：55.7㎡、１DK：44.6㎡
集会室、広場
賑わいを演出する地域施設（カフェ･子育て支援施設）の導入

Ｙ地区　（工程表名：山田中央）

想定入居者特性 中心市街地での被災者

計画概要

集合建て
約6,660
99

07山田町 提案時期の復興進捗
H25.3時点災害公営住宅
16地区計画、うち１地区設
計中

都市計画
商業地域
400%
80%

敷地

川向町
0.8（A敷地）、0.67（B敷地）

・JR山田線陸中山田駅に近接。
・津波による壊滅的被害を受けた山田町の中心市街地
・駅周辺を含む区域で実施している山田地区土地区画整理事業区域内。

民有地

土地区画整理事業

位置図 配置図（B敷地）

※A敷地とB敷地で検討
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提案内容 防災安全 高齢者配慮 コミュニティ

集会所、広
場・公園等、
子育て支援施
設

住まい方継承

環境・省エネ 住宅生産体制 その他

進捗
提案の反映
未反映の理由

現在の状
況等

建築設計中、H28.9完成予定（B敷地）

基本計画策定の効果

他調査・事業との連携

平面図
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検討経緯シート

岩手県 山田町 Ｙ地区（H24）

検討の
概要

検討経緯

直轄側 協議先

H24.7.12
作業予定の提
示

←
中心市街地の区画整理事業区域で
整備する災害公営住宅のイメージ検
討を考えている。

← 当該地区の２敷地での検討を依頼

←
復興拠点としての災害公営住宅をシ
ンボル的に先行整備する想定

Ａ・Ｂ敷地の密度スタディを提示 → 整備できる戸数を確認

←
［Ａ敷地］八幡宮に向かう道沿いであ
り、参道としての演出や、お祭りの際
の賑わいづくりを。

←
［Ｂ敷地］駅前から海に出る道沿いで
あり、賑わいをつくるような集会場等
の配置を。

［Ａ敷地］敷地東側の道路沿いに和
のテイストの土塀や門を整備。北側
の道路は参道のイメージとし、入口
部分に地域施設を設置

→
敷地内の車路、ＥＶの位置などにつ
いて協議

［Ｂ敷地］駅前広場に近い位置に賑
わいを演出する地域施設（カフェ・子
育て支援施設等）を導入

→
地域施設の前の広場のつくり方につ
いて協議

両敷地で１階住戸に独立アクセス＋
専用庭を設置し、街の通りに向けて
賑わいを演出

→

集合住宅タイプの住戸モデルとして、
1DK/2DK/3DKの３つを提示

→

H25.3.21 工事費の提示 概算工事費を提示 →

(H25.3末) （業務報告書） 打合せで提示した案でとりまとめ →

以降の状況 Ｂ敷地については、翌H25年度の直轄調査で引き続き検討。建築設計中、H28.9完成予定。

計画で配慮する
事項について

H25.1.25
まちの賑わいづ
くりに寄与する
計画

H24.9.21
作業の依頼、計
画条件の確認

H24.11.30

年月日 主な協議事項
提案・意見・協議等の内容

・土地区画整理事業で嵩上げされる中心市街地の駅前に位置しており、復興後の新市街
地において賑わいや街並みをつくる観点から計画を検討した。
・整備候補地として、駅と役場や神社を結ぶ中心的な動線に位置する「Ａ敷地」と、駅前広
場に近い「Ｂ敷地」の２ヶ所での検討を行った。
・「Ａ敷地」では、敷地東側の道路に対して３つの住棟の妻側ファサードと土塀をモチーフ
にしたデザインウォールを設け、敷地北側の道路に向けて地域集会所等の施設を設置す
るとともに神社への参道の起点として演出し、賑わいのある街並みを形成した。
・「Ｂ敷地」では、駅前広場に近い位置に賑わいを演出する地域施設（カフェ・子育て支援
施設等）を導入するとともに、１階住戸では独立アクセス＋専用庭を設置して、まちに開か
れた／まちとつながる形の住宅を検討した。

依頼内容、
前提条件
（H24.9.21
打合せ他）

土地区画整理事業区域
津波復興拠点整備事業との合併施行も検討
集合住宅タイプ、津波避難ビルとしての利用も検討
復興の象徴としてインパクトのあるもの
物販施設や地域との交流のための施設を設けることを想定
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地区シート
No. 42

地区名 調査年度 Ｈ２４

県名 01岩手 市町村名

所在地
面積(ha)

立地特性

従前土地所有

従前土地利用

用途地域
容積率
建ぺい率

面整備事業との関係

構造 ＲＣ造 建て方 階数 3
敷地面積(㎡)
戸数
間取り
併設施設

計画コンセプト

3DK：66.4㎡、2DK：55.7㎡、１DK：44.6㎡
集会室、児童遊園

・周辺戸建て住宅地の景観との調和に配慮し、中層３階建てを主体。
・道路レベルと計画地盤面がすりつく敷地北西側からのサービス動線の確保。
・敷地内は歩行者動線と車道を完全に分離。

Ｆ地区

想定入居者特性 漁業集落での被災者

計画概要

集合建て
約4,900
30

07山田町 提案時期の復興進捗
H25.3時点災害公営住宅
16地区計画、うち１地区設
計中

山林等

都市計画
第一種低層住居専用地域
100%
50%

敷地

F地区
0.49
防災集団移転促進事業の移転先団地内
計画地の現況は谷筋となっており、計画地盤高より22～34ｍ低い。

民有地

防災集団移転促進事業

位置図 配置図
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提案内容 防災安全 高齢者配慮 歩車分離 コミュニティ
集会所、児童
遊園

住まい方継承

環境・省エネ 住宅生産体制 その他

進捗
提案の反映
未反映の理由

現在の状
況等

基本計画策定の効果

他調査・事業との連携 防災集団移転促進事業

平面図
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検討経緯シート

岩手県 山田町 Ｆ地区（H24）

検討の
概要

検討経緯

直轄側 協議先
H25.2頃 検討の依頼 ← 当該地区での検討を依頼

スタディ結果の提示。周辺戸建住宅
地に配慮したＲＣ造３階建30戸

→ 戸数を確認（この数で十分）

←
ＥＶは２棟の真ん中に配置した方が
よいのでは。

概算工事費を提示 →

(H25.3末) （業務報告書） 指摘事項を修正してとりまとめ →

検討結果の確
認

H25.3.21

年月日 主な協議事項
提案・意見・協議等の内容

・防災集団移転促進事業区域内の、自力再建向けの宅地に接した敷地での、ＲＣ造集合
形式の災害公営住宅の整備を検討した。
・周辺戸建住宅地との景観の調和に配慮して、中層３階建てによる開発とした。
・山田町における災害公営住宅モデルプランの集合住宅タイプの間取りを検討した上で、
この間取りの住戸を想定して住棟を計画し、計30戸と戸数分の駐車場を確保した。
・計画地造成地盤高は、敷地南側及び西側前面道路よりも低いため、道路レベルと計画
地地盤高がすりつく敷地北西側からサービス動線を確保するとともに、敷地内は車の動
線と歩行者動線を完全に分離した動線計画とした。

依頼内容、
前提条件
（H25.2頃）

防災集団移転促進事業区域内
周辺戸建住宅地との景観の調和に配慮
（スタディであり、詳しい条件等は示されていない）
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地区シート
No. 43

地区名 調査年度 Ｈ２４

県名 01岩手 市町村名

所在地
面積(ha)

立地特性

従前土地所有

従前土地利用

用途地域
容積率
建ぺい率

面整備事業との関係

構造 木造 建て方 階数 1,2
敷地面積(㎡)
戸数
間取り
併設施設

計画コンセプト

集会所、広場

・北側の接続道路からアプローチ道路を団地内に周回。
・団地入り口に、調整池を含み修景・広場機能をもつ公園を設ける。
・宅地は極力切土盤に乗せる。

Ｉ地区

想定入居者特性

計画概要

戸建て
165㎡（50坪）（戸建て）目処
①53、②90

07山田町 提案時期の復興進捗
H25.3時点災害公営住宅
16地区計画、うち１地区設
計中

山林

都市計画

敷地

I地区
7.44
標高31～93ｍの傾斜地
地区に近接して仮設住宅団地
民有地

防災集団移転促進事業

配置図

①小造成案 ②中造成案
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提案内容 防災安全 高齢者配慮 コミュニティ
集会所、公
園、広場

住まい方継承

環境・省エネ 住宅生産体制 その他

進捗
提案の反映
未反映の理由

現在の状
況等

スタディの結果、用地取得を中止。

基本計画策定の効果

他調査・事業との連携 防災集団移転促進事業

※土地利用イメージ、配置計画を検討
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検討経緯シート

岩手県 山田町 Ｉ地区（H24）

検討の
概要

検討経緯

直轄側 協議先
Ａ案、Ａ'案の２つについて土地利用イ
メージ図と切盛図を提示。

→ 整備の実現可能性を確認。

Ａ案：切土地盤を極力高台まで道路
勾配6%以下で登らせて宅地面積を確
保。面積1.6ha、72区画（@67.7坪）

→

Ａ'案：切土工は増えるが標高の低い
部分で宅地面積を確保。面積2.2ha、
94区画（@71.9坪）

→
Ａ'案は整備にかなりのコストがかか
る。

←
ここまでの戸数は必要ない。45戸程
度で検討を。

中造成案、小造成案の２つで土地利
用イメージ図と切盛図を提示。

→

中造成案：前回Ａ案と同規模で、区
画を小さくして検討。面積1.6ha、90区
画（@54.3坪）

→

小造成案：造成する範囲を小さくして
検討。面積0.9ha、53区画（@3.8坪）

→

両案について、発生する切り土量と、
切り土工事（岩掘削）及び場外搬出・
処分費を概算。

→

(H25.3末) （業務報告書） 提案した内容でとりまとめ。 →

以降の状況 検討の参考資料としての活用のみ

造成による整備
の妥当性につい
て

H25.1.25

年月日 主な協議事項
提案・意見・協議等の内容

H24.11.30
造成の規模につ
いて

小造成案でコスト的には実現できる
方向になったが、日照が悪く住環境
がよくないのが課題。

・現在は山林の土地で確保の可能性があったことから、合理的な造成の方法とそれによっ
て確保出来る戸建の災害公営住宅（向けの宅地）の数を確認するため、検討を実施した。
・造成を行う範囲が狭い小造成案（53区画）と、造成の範囲をより広げた中造成案（90区
画）について、土地利用イメージ図と切り盛り図を作成した。
・両案について、造成に際して発生する切り土量と、切り土工事（岩掘削）及び場外搬出・
処分費を概算し、必要なコストを比較検討した。

依頼内容、
前提条件
（H24.9.21
打合せ他）

盛り土はできるだけ避ける（切り土の場外搬出が前提）
道路勾配：６％以下（冬期凍結への対応）
高低差処理：法面は切盛とも小段含みで２割勾配、擁壁は５分勾配かつ5m以下
雨水：開発区域内の造成面積に対して1000t/haの調整池を確保

緑地・公園：開発面積の３％以上、集会所：丘陵地のためグループ単位で３ヶ所設置

下水：合併浄化槽、上水：敷地北側より受水、ガス：ＬＰＧ集中プロパン庫を設置
消防：防火水槽（40t槽を想定、公園内に設置）
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地区シート
No. 44

地区名 調査年度 Ｈ２４

県名 01岩手 市町村名

所在地
面積(ha)
立地特性
従前土地所有

従前土地利用

用途地域
容積率
建ぺい率

面整備事業との関係

構造 木造 建て方 階数 1,2

敷地面積(㎡)
戸数
間取り
併設施設
計画コンセプト

ゴミ集積所
地域の生活スタイルに配慮した木造戸建住宅の供給

想定入居者特性

計画概要

2戸1
約165㎡（50坪）（２戸１の戸当たり）
45
3DK：69.56㎡、2DK：52.29㎡、１DK：44.6㎡

H25.3時点災害公営住宅
16地区計画、うち１地区設
計中

山林

都市計画
第一種住居地域、無指定
200%
60%

Ｇ地区　（工程表名：山田南）

敷地

1.4
町民グランド（休止中、仮設住宅用地として利用）北側の山林
民有地

なし

07山田町 提案時期の復興進捗

位置図

配置図
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提案内容 防災安全 高齢者配慮 コミュニティ 住まい方継承

環境・省エネ 住宅生産体制 その他

進捗
提案の反映
未反映の理由

現在の状
況等

用地取得中（県事業を予定）
RC造48戸で計画

基本計画策定の効果

住戸計画：地域の暮らしや平面の反映

他調査・事業との連携 なし

平面図

立面図

※町の２戸１のモデルとして検討したもの
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検討経緯シート

岩手県 山田町 Ｇ地区（H24）

検討の
概要

検討経緯

直轄側 協議先
H25.1.25 検討の依頼 ← 当該地区での検討を依頼。

スタディ結果として土地利用イメージ
図と切盛図を提示。

→

アプローチ道路を団地内に周回させ
る形。中央南北の現道は北側への連
絡を廃止し、地区西端に新設。

→
敷地周辺の道路整備の計画につい
て確認。

北側中央近くに集会所と広場機能を
持った公園を設置。

→

宅地は平均50坪とし、出来るだけ切
土面に乗せる。

→

← 住宅の割り付けまでは不要。

(H25.3末) （業務報告書） 指摘事項を修正してとりまとめ。 →

以降の状況 H25引き続き検討（山田南地区、RC造に変更）、用地取得中

雨水：造成面積に対して1000t/haの調整池を流末に確保
上水・下水：地区外周辺まで本管が整備済、ガス：ＬＰＧを各戸供給
消防：防火水槽（40t槽を想定、広場内に設置）

一部に条件が悪い宅地が生じている
ので、この部分に集会所を設置した
方がよい。

検討結果の確
認

H25.3.21

年月日 主な協議事項
提案・意見・協議等の内容

・戸建住宅地に隣接する小山状の林であり、造成して整備が可能な戸建の災害公営住宅
（向けの宅地）の数を確認するため、検討を実施した。
・アプローチ道路を団地内に周回させ、２戸１型の木造戸建災害公営住宅の建設を想定し
て、平均50坪の宅地を出来るだけ切土盤に乗せる形で配置した。
・整備できる区画数（46区画）を確認するとともに、土工量を概算した。

依頼内容、
前提条件
（H25.1.25
打合せ等）

宅地面積：165㎡（50坪）を目途、出来るだけ２戸１で平坦な区画を確保
出来るだけ切土地盤とする（切土の場外搬出を前提）
道路勾配：９％以下（道路構造令より）
高低差処理：法面は切盛とも小段含みで２割勾配、擁壁は５分勾配かつ5m以下

公園：地区面積の３％以上を集会所・広場として確保
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地区シート
No. 45

地区名 調査年度 Ｈ２４

県名 01岩手 市町村名

所在地
面積(ha)

立地特性

従前土地所有

従前土地利用

用途地域
容積率
建ぺい率

面整備事業との関係

構造 木造 建て方 階数 1,2
敷地面積(㎡)
戸数
間取り
併設施設
計画コンセプト

ゴミ集積所
地域の生活スタイルに配慮した木造戸建住宅の供給

想定入居者特性 漁業集落での被災者

計画概要

２戸１
135㎡程度（２戸１の戸当たり）
10
3DK：69.56㎡、2DK：52.29㎡、１DK：44.6㎡

H25.3時点災害公営住宅
16地区計画、うち１地区設
計中

畑

都市計画
都市計画区域外
-
-

O地区　（工程表名：大浦第１）

敷地

船越
0.38

大浦漁港東側に近接
南側に大浦漁村センターが立地

民有地

なし

07山田町 提案時期の復興進捗

位置図 配置図

※A～D案（9～11戸）を検討。上記はA案（10戸）
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提案内容 防災安全 高齢者配慮 コミュニティ 住まい方継承

環境・省エネ 住宅生産体制 その他

進捗
提案の反映
未反映の理由

現在の状
況等

建築工事中、H27年度中完成予定（木造９戸を計画）

基本計画策定の効果

地域の暮らしや平面の反映

他調査・事業との連携 なし

平面図

立面図

※町の戸建て（２戸１）のモデルとして検討したもの
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検討経緯シート

岩手県 山田町 Ｏ地区（H24）

検討の
概要

検討経緯

直轄側 協議先
H24.9.21 検討の依頼 ← 当該地区での検討を依頼。

→ この地区は木造で整備する。

→
資料としてRC造との比較はあってよ
い。

←
取付道路の勾配が厳しく、北側宅地
を利用した道路整備や、南側の町有
地からの接道確保も想定。

← 下水道があり浄化槽は不要。

← 住宅の南面性を重視した配置に。

←
宅地は防集50坪より狭い40-45坪程
度で考える。

← 駐車場は２台、縦列駐車は避ける。
木造戸建２戸１の配置として、敷地内
道路の形状が異なる４案を提示。

→
敷地の形状・規模がほぼ同じＡ案の
方向とする。

アプローチ道路は北側宅地の土地を
利用した案

→
提案の形は可能だが、三角地が残り
地主にメリットがない。

いずれの案でも公園と（要望のあっ
た）屯所の敷地を確保。

→
公園を無くして敷地内の道路をルー
プ状に。

木造戸建２戸１タイプの基本モデルと
バリエーションを提示。

→

打合せを踏まえた修正した配置計画
案を提示。

→

←

→
基本２戸１だが条件悪ければ戸建も
整備、という形で説明。

取付道路は北側宅地を使わず、既存
通路を拡幅し勾配を均等にする。

→

概算事業費を提示。 →

(H25.3末) （業務報告書） 指摘事項を修正してとりまとめ。 →

以降の状況 本検討をベースに計画が進められ、平成27年度完成予定。

木造戸建２戸１住宅配置案（13戸）、
RC中層案①（西向1棟21戸）、中層案
②（Ｌ字型1棟30戸）、中層案③（南向
2棟23戸）の４案を提案。

整備の考え方に
ついて

宅地割りについ
て

玄関は基本南入りとしたい。

南入りにすると（２戸１ではなく）戸建
にせざるを得ないものが出る。

住宅の配置計
画について

H25.1.25

H25.3.21

年月日 主な協議事項
提案・意見・協議等の内容

H24.11.30

・地権者が土地を提供するとの話があり、整備候補地として検討を行った。
・敷地東側で接する林道（幅員4m）からは約5mの高低差がある敷地であり、北側取り付け
道路(幅員約2m）からのアプローチとなるため、敷地北側の一部を道路として提供すること
を前提に検討を行った。
・山田町における木造戸建（２戸１）のモデルプランを検討した上で、これを建設することを
前提として配置計画を検討した。
・区画割りとしてＡ～Ｄの４案（画地数は9～11）を検討した上で、２戸１化出来ない宅地が
発生せず、またフロンテージが小さい宅地が生じないＡ案（10画地）をベースに、配置計画
をとりまとめた。

依頼内容、
前提条件
（H24.9.21
打合せ他）

漁村型住宅のモデルとなるプランを検討した上で、これを適用した整備を想定
木造の２戸１長屋、住宅は南面性を重視
20～30戸程度、敷地40～45坪/戸を想定し、駐車場は２台/戸で縦列は避けたい。
接道との間には高低差があり、北側の取り付け道路を拡幅する必要性あり。
敷地内にも高低差があるため、東西の宅盤高さを揃える工夫が必要
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市町村経緯シート［平成25年度］

県名 岩手県 市町村名 山田町 年度 H25 No. 07-H25

地区名

山田中央地
区

山田南地区

大浦第２地
区

大浦第３地
区

実施日

H25.7.30
(Ｌ建研不参加)

H25.9.12

H25.11.7
(Ｌ建研不参加)

H25.12.24

H26.3.20

（以降の作業）

その他の事項

打合せ
及び

作業の
概要

協議・作業内容

・昨年度に検討した「山田中央地区」「山田南地区」、及び新規敷地の「大浦第２地
区」「大浦第３地区」の検討が依頼され、計画条件などを確認。

・「山田南地区」について、３棟案・２棟案の２案を提示。提案を受けて後日関係者
間で協議を行う。
・「大浦第２地区」「大浦第３地区」について、隣地への影響を考慮し、造成範囲を
極力少なくした案を提示し、意見を交換。

・「山田中央地区」でのスタディ結果を提示。
・「山田中央地区」での集会所を福祉拠点とする検討に関連して、災害公営住宅の
整備と福祉施策の連携について、町の福祉部局も含めて意見を交換。地域包括
支援センターのサテライト機能を設けるアイデアと、そこでの支援活動の内容、及
び必要となる施設について協議。
・「大浦第２地区」「大浦第３地区」で計画戸数や敷地形状の変更があり、再度配置
及び造成計画の検討が依頼される。

・「山田中央地区」での集会所＋サポートセンターの間取りイメージを提示。設置す
る施設や行うサービスについて、福祉部局も含めて協議。集会所の整備費用につ
いて意見を交換。

・「山田中央地区」の計画を提示。敷地外の駐車場について協議し、浸水が想定さ
れる駐車場敷地で１階をピロティとした集合住宅の整備の可能性を議論。
・「大浦第２地区」「大浦第３地区」の再検討の計画を提示。意向調査で当該地区
の入居希望が少なかったことから、検討結果を踏まえて、第２地区に一本化する
方向で検討するとのこと。

打合せの指摘事項を踏まえて、報告書をとりまとめ。

検討の
概要

・昨年度に検討した敷地２ヶ所（Y地区、G地区）について、計画条件が変わったことを受
けて、改めての検討が依頼された。
・「山田中央地区」では、当初の敷地外に駐車場を設ける形で計画を検討するとともに、
災害公営住宅及び地域の高齢者等を支援する機能を集会室に設けることを提案し、必
要な施設やサービスの内容について福祉部局も含めた協議を行った。
・「山田南地区」では、より多い戸数を確保するため、昨年度の木造戸建２戸１をＲＣ造
集合住宅に変更した計画を検討し、確保出来る戸数を確認した。
・新たな検討地区として、漁村部の「大浦第２地区」「大浦第３地区」が提示され、漁集事
業との関係や造成の方法などを中心に検討し、確保可能な戸数を示した。

基本計画
検討地区

検討作業内容
昨年度検討の「Ｙ地区・Ｂ敷地」で、道路を挟んだ東側の敷地を駐車場として取得
する場合の配置計画を検討した。沿道の景観形成に配慮した配置にするととも
に、集会室に地域包括支援センターのサテライト機能を設け、地域の高齢者・障害
者等の生活支援を行う福祉拠点として位置づけた。

昨年度検討の「Ｇ地区」（木造戸建２戸１）であり、戸数確保のためＲＣ造集合住宅
に変更して検討した。

漁村部において、漁業集落防災機能強化事業と一体的な形で、木造戸建（２戸１）
の災害公営住宅を整備する計画であり、供給戸数を確定するために、造成や擁壁
などの技術的な検討も含めて、配置とボリュームの検討を行った。
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地区シート
No. 46

地区名 調査年度 H25

県名 岩手 市町村名

所在地
面積(ha)

立地特性

従前土地所有

従前土地利用

用途地域
容積率
建ぺい率

面整備事業との関係

構造 ＲＣ造 建て方 階数 5～6
敷地面積(㎡)
戸数
間取り
併設施設

山田中央団地　（工程表名：山田中央）

07山田町 提案時期の復興進捗
H25.12時点災害公営住宅
19地区計画、うち１地区設
計中

敷地

川向町
0.6

・JR陸中山田駅東側で施行中の山田地区土地区画整理事業区域内。
・敷地は４周を土地区画整理事業道路に囲まれる。
・東側道路を挟んだ東側敷地（約3,000㎡）は駐車場として取得予定。

民有地

都市計画
商業地域
400%
80%

山田地区土地区画整理事業
想定入居者特性 中心市街地での被災者

集合建て
6,192
140
１ＤＫ：43㎡ 28戸、２ＤＫ：55.1㎡ 90戸、３ＤＫ： 65.43㎡ 22戸
集会室、団らん室

位置図

配置図

位置図

配置図 集会所兼福祉施設

南北幹線３号
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計画コンセプト

提案内容 防災安全 高齢者配慮
地域包括支援
ｾﾝﾀｰ機能

コミュニティ 集会室 住まい方継承

環境・省エネ 住宅生産体制 その他

進捗
提案の反映
未反映の理由

計画概要 ・集会所の整備と併せて地域包括支援センターのサテライト機能を付加し、山田地区に居住す
る高齢者や障害者が安心して暮らすことのできる環境整備を行う。
・街路に沿って住棟を配置し、沿道の景観形成に配慮する。
・駐車スペースはサービス動線に沿って住棟間に集約するとともに、道路を挟んだ東側の敷地
にも設ける。
・南北幹線３号線沿いに地域包括支援センターのサテライト機能を持たせた集会所を配置し、
施設への来訪者に配慮。

他調査・事業との連携 山田地区土地区画整理事業

現在の状
況等

建築設計中、H28.9完成予定

基本計画策定の効果

整備イメージ

立面図等

集会所計画
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検討経緯シート

岩手県 山田町 山田中央団地（H25）

検討の
概要

検討経緯

直轄側 協議先
H25.7.30
(Ｌ建研不参加)

検討の依頼 ← 当該地区での検討を依頼。

（町全体として）災害公営住宅とあわ
せた福祉拠点の整備を提案。

→

←

→

←
［福祉部局］福祉的取組の考え方を
説明。集会所を活用したサポート実
施に期待。

←
［住宅部局］集会所との併設が考えら
れる。

→
［福祉部局］調理室はアイランドキッ
チンかカウンター形式がよい。

←
［福祉部局］ＬＳＡ執務室は閉じられ
るように。

→
［福祉部局］屋外活動の場として共同
菜園や課題があってもよい。

集会所及びサポートセンターの整備
費用について確認。

→
県のライフサポート事業や復興交付
金のメニューを想定。

敷地外を駐車場とする配置計画を提示。 →
駐車場と敷地の間の移動を考えた連
絡通路は必要。

敷地外の駐車場は高齢者に負担。 → 敷地内の駐車場は高齢者を優先。
駐車場敷地は浸水区域だが、ピロ
ティ化して住宅を建てる形もある。

→
盛り土するかピロティ化して建てるこ
とは可能だが、コストが心配。

(H26.3末) （業務報告書） 指摘事項を踏まえてとりまとめ →

以降の状況 本検討をベースにURが建築設計中。

H25.12.24
福祉拠点の施
設について

年月日 主な協議事項
提案・意見・協議等の内容

H25.9.12
福祉拠点の併
設について

当該地区では敷地が増やせる可能
性があり、併設施設を計画する余地
はある。条件がみえてきたら検討したい。

打合せには福祉部局も同席を。

H25.11.7
(Ｌ建研不参加)

福祉拠点のイ
メージについて

行う支援活動や、必要となる施設に
ついて確認。

集会所＋サポートセンターの間取り
イメージを提示。

H26.3.20
全体の配置計
画について

・昨年度に「Ｙ地区・Ｂ敷地」として検討した場所であり、計画条件の変更を受け改めて検
討を行った。
・災害公営住宅の計画地から幹線道路を挟んだ東側の敷地（約3,500㎡）が駐車場用地と
して取得予定であり、この東側敷地で必要な駐車台数を確保する形で検討した。
・市街地に立地することから、街路に沿って住棟を配置し、また外周に沿って歩道を設ける
ことで、沿道の景観形成に配慮した配置計画とした。
・駐車スペースは、敷地内のサービス動線に沿って住棟間に集約するとともに、東側敷地
を用いることで戸当たり１台を確保した。
・地域包括支援センターのサテライト機能を持たせた集会室を整備し、災害公営住宅及び
地域に暮らす高齢者・障害者等の生活支援を行う生活相談員等の拠点として計画した。

依頼内容、
前提条件
（H25.7.30
打合せ他）

供給戸数確定のため配置・ボリュームを検討
一団地認定予定
道路を挟んだ東側敷地を駐車場として取得予定
集会所に地域包括支援センターサテライトとしての機能を付加
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地区シート
No. 47

地区名 調査年度 H25

県名 岩手 市町村名

所在地
面積(ha)

立地特性

従前土地所有

従前土地利用

用途地域
容積率
建ぺい率

面整備事業との関係

構造 ＲＣ造 建て方 階数
①3～4
②4～5

敷地面積(㎡)
戸数
間取り
併設施設

計画コンセプト

山田南団地　（工程表名：山田南）

07山田町 提案時期の復興進捗
H25.12時点災害公営住宅
19地区計画、うち１地区設
計中

敷地

0.7

・町民グランド（休止中、仮設住宅用地として利用）北側の山林
・敷地北側に国道45号線に接続する道路が計画
・既存法面をはさんでJR山田線が近接。

民有地
山林

都市計画
第一種住居地域、無指定
200%
60%

なし
想定入居者特性

計画概要

集合建て

7,494
70
１ＤＫ：43㎡、２ＤＫ：55.1㎡、３ＤＫ：65.43㎡ 
集会所

・周辺戸建て住宅地に対する圧迫感の軽減に配慮。
・敷地南側に接続し、団地内をループするサービス動線を設ける。
・歩行者動線はサービス動線と極力分離することで、安全・安心な歩行者空間を確
保。
・住棟からの見守り効果を期待し、住棟南側に幼児遊園を設ける。

位置図 配置図

①３棟案

②２棟案
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提案内容 防災安全 高齢者配慮 コミュニティ 集会所 住まい方継承

環境・省エネ 住宅生産体制 その他

進捗
提案の反映
未反映の理由

他調査・事業との連携 なし

現在の状
況等

用地取得中（県事業を予定、非木造48戸）

基本計画策定の効果

整備イメージ（①３棟案）

整備イメージ（②２棟案）
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検討経緯シート

岩手県 山田町 山田南団地（H25）

検討の
概要

検討経緯

直轄側 協議先
H25.7.30 検討の依頼 ← 当該地区での検討を依頼

３～４階建の３棟案、５階建の２棟案
を提示。

→

２棟案の方がエレベーター利用の効
率がよく維持費が削減できるが、５階
建は景観上望ましくない。

→

(H26.3末) （業務報告書） 提案した内容でとりまとめ →

以降の状況 用地取得中、設計未着手

スタディ結果の
確認

H25.9.12 提案を受けて関係者間で協議する。

・昨年度に「Ｇ地区」として検討した場所であり、木造戸建２戸１で検討したものを、戸数確
保のためＲＣ造集合住宅に変更する場合の検討を行った。
・周辺の戸建住宅地に帯する圧迫感の軽減に配慮し、①出来るだけ階数を抑えた案と、
②住棟数を減らしエレベーターの効率性を高めた案の２案を検討した。
・①は３～４階建の３棟案、②は５階建の２棟案で、いずれも整備戸数は70戸としている。

依頼内容、
前提条件
（H25.7.30
打合せ他）

供給戸数確定のため配置・ボリューム検討
昨年度に検討した木造戸建２戸１を戸数確保のため集合に変更
一団地認定予定
周辺の戸建て住宅地への配慮必要

年月日 主な協議事項
提案・意見・協議等の内容
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地区シート
No. 48

地区名 調査年度 H25

県名 岩手 市町村名

所在地
面積(ha)

立地特性

従前土地所有

従前土地利用

用途地域
容積率
建ぺい率

面整備事業との関係

構造 木造 建て方 階数 1,2
敷地面積(㎡)
戸数
間取り
併設施設

計画コンセプト

大浦第２団地　（工程表名：大浦第２）

07山田町 提案時期の復興進捗
H25.12時点災害公営住宅
19地区計画、うち１地区設
計中

敷地

船越
0.48

・山田町役場から南東約5.3ｋｍ
・大浦港東岸の高台に位置。

民有地
畑、未利用地

都市計画

都市計画区域外、敷地の一部が土砂災害特別計画区域に含まれる。

漁業集落防災機能強化事業
想定入居者特性 大浦地区の被災者

計画概要

２戸１
4,865
16
２ＤＫ：55㎡ 8戸、３ＤＫ：70㎡ 8戸

・漁集事業により計画地東側に整備が計画されている高台道路への接道が
難しいため、計画地北側の町道に接続する。
・原則として２宅地をペアとする配置計画とするとともに、できる限り既存の地
形を生かした造成計画とする。

位置図 配置図
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提案内容 防災安全 高齢者配慮 コミュニティ 住まい方継承

環境・省エネ 住宅生産体制 その他

進捗
提案の反映
未反映の理由

他調査・事業との連携 漁礁集落防災機能強化事業

現在の状
況等

用地取得中。木造、戸建てを予定。

基本計画策定の効果

※造成計画、配置計画の検討を中心に行った。
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地区シート
No. 49

地区名 調査年度 H25

県名 岩手 市町村名

所在地
面積(ha)

立地特性

従前土地所有

従前土地利用

用途地域
容積率
建ぺい率

面整備事業との関係

構造 木造 建て方 階数 1,2
敷地面積(㎡)
戸数
間取り
併設施設
計画コンセプト

07山田町 提案時期の復興進捗
H25.12時点災害公営住宅
19地区計画、うち１地区設
計中

敷地

船越

・大浦港東岸の高台に位置。
・漁集事業による高台道路が敷地西側に予定。

民有地

5
２DK：55㎡、３ＤＫ：70㎡
なし

山林

都市計画
都市計画区域外

漁業集落防災機能強化事業
想定入居者特性 大浦地区の被災者

計画概要

２戸１

大浦第３団地　（工程表名：大浦第３）

位置図
配置図
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提案内容 防災安全 高齢者配慮 コミュニティ 住まい方継承

環境・省エネ 住宅生産体制 その他

進捗
提案の反映
未反映の理由

他調査・事業との連携 漁礁集落防災機能強化事業

現在の状
況等

本検討及び意向調査において入居希望者が減少したことから、計画取りやめ。

基本計画策定の効果

※造成計画、配置計画の検討を中心に行った。
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検討経緯シート

岩手県 山田町 大浦第２・第３団地（H24）

検討の
概要

検討経緯

直轄側 協議先

H25.7.30 検討の依頼 ← 当該地区での検討を依頼。

隣地への影響を考慮し、造成範囲を
極力少なくした案を提示。

→
切土量に比べて盛土量が多いのは
望ましい。

概算工事費を提示。 →
概算は災害公営住宅に必要な宅地
造成費のみでよい。漁集事業で整備
する宅地・道路は含めない。

H25.11.7
(Ｌ建研不参加)

再検討の依頼 ←
計画戸数や敷地形状の変更があり、
再度の配置及び造成計画の検討を
依頼。

計画条件の変更を踏まえた再検討
の結果を提示。

→
第２団地は土砂災害特別警戒区域
に一部かかっており、基本設計段階
では精査が必要。

←

意向調査では両地区の入居希望が
少なかった。第３地区は取りやめて
第２地区で戸数を調整する方向で考
えている。

払い下げを希望する世帯への対応
はどうするか。

→
大浦第２団地は都市計画区域外な
ので問題ないが、他団地では接道の
問題で無理な場合もありうる。

(H24.3末) （業務報告書） 提案内容に基づいてとりまとめ →

以降の状況
・第２地区は本検討をベースに計画が進められている。
・第３地区は本検討及び意向調査の結果を踏まえてとりやめる方向。

H26.3.20
再スタディの結
果及びとりまと
め方の確認

年月日 主な協議事項
提案・意見・協議等の内容

H25.9.12
スタディ結果の

確認

・漁村部において木造戸建（２戸１）の災害公営住宅を整備する計画であり、供給戸数を
確定するために、配置とボリュームの検討が要請された。
・「第２地区」は西下がりの傾斜地で、敷地東側には漁業集落防災機能強化事業による高
台道路が計画されているが、敷地との高低差が10m以上あり接道が難しい条件である。
「第３地区」も、西下がりの傾斜地であり、上記の漁集事業による高台道路に接する。いず
れの地区も造成の方法が課題となった。
・「第２地区」は北側の町道からアクセスをとり、３段の宅盤とする形で16戸を計画した。
・「第３地区」はブロック積み擁壁で土留めを行う形で、５戸を計画した。
・同年度の意向調査では両地区の入居希望が少なかったことから、本検討の結果も踏ま
えて、第３地区は取りやめて第２地区で戸数を調整する方向で検討されることとなった。

依頼内容、
前提条件
（H25.7.30
打合せ他）

供給戸数確定のため配置・ボリューム検討
漁業集落防災機能強化事業との一体的整備（漁集で道路整備）
造成や擁壁などの技術的な検討も必要
土砂災害防止法に基づく土砂災害特別警戒区域の確認が必要
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市町村シート

県名 市町村名 No. 08
10,708 4,710 38.2 10,134

（H23.3.1） （H23.3.1) （H22.10.1）
（H22年度普通

会計決算）

163 0 7 200

供給計画 意向調査 モデルスタディ

平成23年度 ○

平成24年度

平成25年度

(H27.3.1)（H26.9.30）（H22.3.31)

その他の事項

H26.12.31現在　整備戸数51戸
小本36戸(H25)、森の越15戸(H25)
（出典：住宅再建・まちづくりの復興事業推進に係る目標（工程表） ）

H26.12.31現在　整備計画戸数51戸
小本36戸(H25)、森の越15戸(H25)
（出典：住宅再建・まちづくりの復興事業推進に係る目標（工程表） ）

(出典：
H23報告書)

01岩手県

直轄調査
実施内容

基本計画 その他

2（岩泉地区、小本地区）

（出典： 岩手県HP 災害復興公営住宅建設地の地図 ）

08岩泉町

人口
（人）

世帯数
（世帯）

高齢化率
（%）

財政規模
（百万円）

市町村概要
公営住宅
管理戸数

（戸）

県営住宅
管理戸数

（戸）

死者・行方
不明者数

（人）

全壊・半壊
家屋数
（棟）

小本

森の越

災害公営住宅整備予定地区

整備計画

整備状況
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市町村経緯シート［平成23年度］

県名 岩手県 市町村名 岩泉町 年度 H23 No. 08-H23

地区名

岩泉地区

小本地区

実施日

H23.12.22

H24.1.14
(Ｌ研不参加)

H24.2.2

H24.3.16

（以降の作業）

検討の
概要

・町として災害公営住宅の整備を予定している２ヶ所について検討を実施した。
・内陸部市街地にある「岩泉地区」では、被災した沿岸部から町の中心部に移転してくる
高齢者の入居を想定し、高齢者に配慮した住宅を検討した。高齢者が暮らしやすい住
棟配置や住戸間取り、生活支援機能も有する集会所を計画した。
・集団移転地に隣接する「小本地区」では、被災した漁村からの入居となることから、新
たな漁村のまちなみづくりを方針として、木造長屋、木造戸建、ＲＣ造低層集合を組み合
わせる案を複数提示した。

基本計画
検討地区

検討作業内容
高齢者が多いと想定されることから高齢者に配慮した住宅を計画。高低差のある
敷地内でも高齢者が移動しやすい配置計画を複数検討。小規模な団地だが集会
所を整備し、地域交流の場とするとともに、支援員の詰め所も設ける。

隣接する集団移転地と連携する形での、新たな漁村の住宅地づくりを検討。木造
長屋案、ＲＣ低層＋木造長屋案、ＲＣ低層＋木造戸建案の複数案を検討し、町側
で判断するための資料として提供。

その他の事項

打合せ
及び

作業の
概要

協議・作業内容
・災害公営住宅の検討状況、及び整備予定地２ヶ所について確認。
・「岩泉地区」と「小本地区」について検討を行うとし、計画条件や入居者の特性な
どについて情報を把握。

・都市局直轄調査コンサルタントへのヒアリング。復興計画の検討状況や災害公
営住宅の検討状況について確認。

・「岩泉地区」についてRC造低層の配置計画を４案提示。開発許可の手続や隣地
の住宅への接道などに関して議論し、今後の検討の方向性を確認。
・「小本地区」について低層集合と戸建を組み合わせた配置計画を３案提示。入居
希望者の状況や戸建の払い下げの扱いなどについて確認。

・「岩泉地区」についてRC造低層と木造連棟の配置計画４案を提示。地域開放の
集会室とそこでの生活支援のイメージを説明。最終案となる配置を選定。
・「小本地区」について全体を木造２戸１とした案を含む配置計画３案を提示。最終
案となる配置を選定するとともに、今後の課題について確認。

・前回打合せで選定された配置案で報告書をとりまとめ。
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地区シート
No. 50

地区名 調査年度 Ｈ２３
県名 01岩手 市町村名

所在地
面積(ha)

立地特性

従前土地所有

従前土地利用

用途地域
容積率
建ぺい率

面整備事業との関係

構造 木造 建て方 階数 1,2
敷地面積(㎡)
戸数
間取り
併設施設

想定入居者特性 中心市街地への入居希望者

長屋建て
約4,291
14
1DK:６戸、2DK：8戸
集会所

岩泉地区　（工程表名：森の越）

事業所跡地、山林

敷地

岩泉字森の越地内
0.43

・JR岩泉駅から東に約1.15ｋｍ
・岩泉町の中心地域に位置し、近隣に済生会岩泉病院などをはじめとする施
設があり、保健福祉エリアである。
・国道455号に接し、北側に長く広がりをもつ不整形な敷地形状となっている。
・既存地盤が南北２つに分かれ、北側地盤は南側地盤より1.5ｍ低い。

民有地

なし

都市計画
商業地域、第二種中高層住居専用地域、第一種中高層住居専用地
400/200％
80/60％

08岩泉町 提案時期の復興進捗 H23.9町震災復興計画

位置図

配置図

A案（RC造15戸） B案（RC造15戸） C案（木造14戸）
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計画コンセプト

提案内容 防災安全 高齢者配慮

「ふれあい喫
茶」、見守り
サービス者の
待機・休憩場
所

コミュニティ
集会所、公
園、花壇

住まい方継承

環境・省エネ 住宅生産体制 木造 その他

進捗
提案の反映
未反映の理由

・南側地盤、北側地盤それぞれに南東向きの６住戸連投も木造住棟を配置。
・建物高さを２階建て以下に抑えることにより、周辺戸建て住宅地との調和に
配慮。
・建物・高齢者の居住支援に重点をおいた計画
・地域に開放された集会所の整備
・地域との交流の場となる「ふれあい花壇」を基幹道路南側に設置。

基本計画策定の効果

現在の状
況等

H25.5完成
配置は概ね反映

他調査・事業との連携

計画概要
（C案）

整備イメージ
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検討経緯シート

岩手県 岩泉町 岩泉地区（H23）

検討の
概要

検討経緯

直轄側 協議先
H23.12.22 検討の依頼 ← 当該地区での検討を依頼

←
接道条件は悪いが早期事業着手可
能ではないか。

← 10戸以上確保する必要はないのでは。

高低差のある敷地について宅盤を
3mの段差で２段とする案を提示

→
開発許可での扱いについて確認。道
路計画について意見

RC造低層をブリッジでつなぐ分棟案
や、2～4階建の１棟案など、配置計
画を４案提示

→
エレベーターの整備の必要性や位置
について意見

←
将来の一般公営住宅としての活用も
考え、15戸案での検討を要望

← ＲＣ造にこだわらず、木造での検討も要望

住戸間取りの計画を提示 →

シルバーハウジングによる高齢者支
援を提案

→
運営が成り立つか心配だが、福祉部
局と検討する。

前回打合せ等で確認した道路計画
に基づいて、RC造低層及び木造連
棟を配置した案を４タイプ提示

→ 木造連棟型で検討を進めるとする。

RC造及び木造の場合の住戸間取り
の計画を提案

→

地域に開かれた集会所とそこでの高
齢者生活支援のイメージを提示

→ この方向で福祉部局等と協議・調整する。

想定される事業スケジュール及び概
算整備コストを提示

→

(H24.3末) （業務報告書） 打合せ内容に基づいてとりまとめ →

以降の状況
本検討の配置計画及び集会所のコンセプトをベースに計画が推進され、平成24年度に着
工、平成25年5月に完成。

RC造２階建て程度、または木造を想定
予定戸数10戸程度
単身６戸、２人世帯１戸、３人世帯３戸、単身のうち70歳以上は３戸
高齢者に配慮した住宅、エコ住宅をイメージ

そのような形で検討を行う。

配置計画につい
て

計画のとりまと
め方について

H24.2.2

H24.3.16

年月日 主な協議事項
提案・意見・協議等の内容

H24.1.14
(Ｌ研不参加)

計画条件の確
認（都市局直轄調査
コンサルタントへのヒ
アリング）

・町内での整備予定地２ヶ所のうち、町役場などがある内陸部の中心的な市街地で検討。
・被災した沿岸部から内陸の中心部に移転する世帯が対象であり、病院や公共施設が多
く利便性の高い場所での暮らしを希望する高齢者の移転が中心になるとみられることか
ら、高齢者に配慮した住宅を検討。
・敷地内に高低差があるため、造成が少なくて済むような配置を検討するとともに、高齢者
が移動しやすいように住棟間の関係を考慮して計画。
・計15戸と規模の小さな団地だが集会所を整備するとし、地域に開放されたものとして周
辺との交流の場となるよう計画。あわせて外部から訪問する見守りサービス等の担い手
の待機・休息場所を設けて、高齢者を支援するための場所も計画する。

依頼内容、
前提条件
（H23.12.22
打合せ等）

用地は取得済み

間取りは統一された標準化を考えている。
地元木材（スギ、カラマツ等）使用を希望
談話室（集会室）等の併設を検討、健康相談、体操などの利用を想定
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地区シート
No. 51

地区名 調査年度 H23
県名 01岩手 市町村名

所在地
面積(ha)

立地特性

従前土地所有

従前土地利用

用途地域
容積率
建ぺい率

面整備事業との関係

構造 木造 建て方 階数 1,2

敷地面積(㎡)
戸数
間取り
併設施設

計画コンセプト

想定入居者特性 漁業集落での被災者

・小本駅の町施設、漁業集落防災機能強化事業との連携
・高齢者の居住支援に重点をおいた計画
・既存西側町道沿いに公園を配置。
・全て木造２戸１とし、戸建て住宅の多い近隣との調和を図る。

計画概要
（A案）

2戸１

8,300
38
1LＤＫ：18戸、2LDK：17戸、3LDK：3戸
集会所

小本地区　（工程表名：小本）

農地

敷地

小本字南中野地内
0.83

・三陸鉄道北リアス線小本駅の西側に位置し、駅から約150mの直近である。
・国道455号の北側に長く広がりをもつ不整形な敷地形状となっている。

民有地

漁業集落防災機能強化事業

都市計画
都計内（無指定）
50%
70%

08岩泉町 提案時期の復興進捗 H23.9町震災復興計画

位置図

配置図
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防災安全 高齢者配慮

「ふれあい喫
茶」、見守り
サービス者の
待機・休憩場
所

コミュニティ
公園、集会
所

住まい方継承

環境・省エネ 住宅生産体制 木造 その他

進捗
提案の反映
未反映の理由

基本計画策定の効果

現在の状
況等

H26.3完成（ＲＣ造、木造36戸）
他調査・事業との連携 漁業集落防災機能強化事業

提案内容

整備イメージ
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検討経緯シート

岩手県 岩泉町 小本地区（H23）

検討の
概要

検討経緯

直轄側 協議先
H23.12.22 検討の依頼 ← 当該地区での検討を依頼

←
沿岸部の借地・借家の方が入居者と
して想定される。

←
市街地の賑わいづくりの一端として
検討する視点も必要

←
戸数・住棟タイプはフィックスでよい。
構造も配分を変える必要ない。

←
（現段階の）宅地内道路等はイメージ
である。

→
入居希望者の状況について説明（高
齢者が多い）

→
高齢者の場合、戸建の払い下げを受
ける可能性は低いとの指摘

→
戸建てを払い下げる場合の扱いにつ
いて確認

→
計画地が谷間となるので日照の配慮
求める。緑地率・面積にも留意

そのような検討を行う。 ←
集合＋戸建だけでなく、全体を２戸１
形式とした木造の計画も検討を。

木造２戸１、ＲＣ造３階建＋木造２戸
１、ＲＣ造３階建＋戸建の３案を提示

→ 木造２戸１案で検討を進めるとする。

RC造及び木造２戸１の住戸間取りの
計画を提案

→

想定される事業スケジュール及び概
算整備コストを提示

→

(H24.3末) （業務報告書） 打合せ内容に基づいてとりまとめ →

以降の状況

H24.3.16
計画のとりまと
め方について

本検討を元に計画が推進され、平成25年2月に着工、平成26年3月に完成。

隣接地に防集60区画、近接する0.26haに仮設店舗建設済み。将来の活用方法は未定

RC造3階建と戸建を組み合わせた形
の配置計画を３案提示

年月日 主な協議事項
提案・意見・協議等の内容

H24.1.14
(Ｌ研不参加)

計画条件の確
認（都市局直轄調査
コンサルタントへのヒ
アリング）

H24.2.2
配置計画につい
て

・町内での整備予定地２ヶ所のうち、集団移転地と隣接する地域で検討。
・被災した漁村からの入居となることから、隣接する集団移転地と連携する形での、新たな
漁村の住宅地づくり・まちなみづくりを方針として検討。
・ＲＣ低層＋木造長屋案、ＲＣ低層＋木造戸建案、木造長屋（２戸１）案など、様々な住棟タ
イプを組み合わせた複数の案を検討し提示して、整備の方針を確認。

依頼内容、
前提条件
（H23.12.22
打合せ等）

用地未取得

RC３階建て＋戸建てを想定
予定戸数33戸程度
単身18戸、2人世帯9戸、3人世帯3戸、4人世帯3戸、6～7人世帯1戸、70歳以上19世帯
駐車場：1.5台／戸
集会所、公園を想定
敷地かさ上げ1ｍ程度
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市町村シート

県名 市町村名 No. 09
3,838 1,452 33.7 4,047

（H23.3.1） （H23.3.1) （H22.10.1）
（H22年度普通

会計決算）

49 0 29 270

供給計画 意向調査 モデルスタディ

平成23年度 ○

平成24年度

平成25年度

(H27.3.1)（H26.9.30）（H22.3.31)

その他の事項

H26.12.31現在　整備戸数63戸
村整備：拓洋台20戸(H26)、羅賀東7戸(H25)、黎明台24戸(H26)、松前沢10戸(H25)、西和野2戸(H26)
（出典：住宅再建・まちづくりの復興事業推進に係る目標（工程表） ）

H26.12.31現在　整備計画戸数63戸
村整備：拓洋台20戸(H26)、羅賀東7戸(H25)、黎明台24戸(H26)、松前沢10戸(H25)、西和野2戸(H26)
（出典：住宅再建・まちづくりの復興事業推進に係る目標（工程表） ）

(出典：
H23報告書)

01岩手県

直轄調査
実施内容

基本計画 その他

2（R1地区、S2地区）

（出典： 岩手県HP 災害復興公営住宅建設地の地図 ）

09田野畑村

人口
（人）

世帯数
（世帯）

高齢化率
（%）

財政規模
（百万円）

市町村概要
公営住宅
管理戸数

（戸）

県営住宅
管理戸数

（戸）

死者・行方
不明者数

（人）

全壊・半壊
家屋数
（棟）

羅賀東
田野畑村野場（拓洋台）

西和野

松前沢

黎明台

災害公営住宅整備予定地区

整備計画

整備状況
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市町村経緯シート［平成23年度］

県名 岩手県 市町村名 田野畑村 年度 H23 No. 09-H23

地区名

Ｒ１地区

Ｓ２地区

実施日

H23.12.21

H23.12.22
(Ｌ研不参加)

H24.1.6
(Ｌ研不参加)

H24.1.14
(Ｌ研不参加)

H24.2.2

H24.3.16

（以降の作業）

検討の
概要

・被災した沿岸部の羅賀地区及び島越地区からの移転先として、漁業集落防災機能強
化事業による住宅地と一体的に整備される災害公営住宅について検討を実施した。
・整備候補として想定され、意向調査で選択肢として示されていた地域（羅賀地区３ヶ
所、島越地区２ヶ所）のうち、希望が多く実施の可能性が高い２地区（羅賀、島越各１）を
対象に、基本計画を検討した。
・復興計画の策定に参画する大学教授やコンサルタントが、各候補地区の住宅配置の
イメージや住宅のモデル案を既に検討しており、これらの関係者と連携しながら、既存
のプランを元にして具体の基本計画を検討する作業を実施した。
・この他、既に宅地化されており早期の着手が想定される別敷地について、現地視察を
行った上で、整備の方法や可能性についての助言なども行った。

基本計画
検討地区

検討作業内容

その他の事項

・候補地２地区（Ｒ１地区、Ｓ２地区）について、先行検討されたモデル案を元にした
基本計画の検討依頼を受け、前提条件や進め方について確認。

・大学教授の住宅モデル案及びコンサルタントの配置計画方針を受けて、Ｒ１・Ｓ２
両地区の住宅地全体並びに災害公営住宅の配置計画を提案。内容を議論。

津波被害を受けた沿岸部からの移転先となる高台であり、漁集事業と一体で戸建
の災害公営住宅を整備する計画。住戸自体は先行して検討されたモデル案に基
づくとし、主として配置計画を検討。災害公営住宅の敷地も自力再建住宅と同規模
とした上で、両者のゾーンはを明快に分けつつも、住宅地全体として一体となるよ
うな配置計画を提示。

打合せ
及び

作業の
概要

協議・作業内容
・災害公営住宅の検討状況、及び整備候補地について確認。
・入居希望調査の状況や世帯の特性などについて確認。
・復興計画策定に関わる大学教授らがモデル案を提案していることを確認。

・都市局直轄調査の打合せにオブザーバーで参加、検討状況を確認。
・都市局直轄調査と住宅局直轄調査の役割分担と進め方を協議。

・モデル案を検討した大学教授を訪問、検討の状況等を確認。
・モデル案を元に住宅局直轄調査で具体化の支援を行うとの進め方を確認。

・都市局直轄調査のコンサルタントと打合せ、検討の状況等を確認。
・宅地の敷地割りは都市局直轄調査で、上物の災害公営住宅の検討は住宅局直
轄調査で行うという方針を確認。

・前回打合せでの議論を踏まえて報告書をとりまとめ。
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地区シート
No. 52

地区名 調査年度 H23

県名 01岩手 市町村名

所在地
面積(ha)

立地特性

従前土地所有

従前土地利用

用途地域
容積率
建ぺい率

面整備事業との関係

構造 木造 建て方 階数 1
敷地面積(㎡)
戸数
間取り
併設施設

想定入居者特性 漁業集落での被災者

戸建て
64,000
約40（第１期24戸、第２期16戸）（漁集による住宅20戸）
68㎡：約8戸、80㎡：約32戸
集会所、公園

R1地区（工程表名：拓洋台）

山林（苗木栽培）

敷地

羅賀
6.4

・海から約2kmの距離に立地し、今回の震災による浸水区域外
・約2.3kmに役場、診療所等があり、村の中心市街地に比較的近い立地
・計画地内に沢と小山があり、18ｍの高低差。
・敷地に接する道路と約8ｍの高低差。

民有地

漁業集落防災機能強化事業により移転する住宅20戸と併せて供給

都市計画
用途無指定

09田野畑村 提案時期の復興進捗
H23.9村災害復興計画
（復興基本計画）

位置図

配置図
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計画コンセプト

提案内容 防災安全 防災備蓄倉庫 高齢者配慮 コミュニティ
集会所、
待合ｽﾍﾟｰ
ｽ、公園

住まい方継承 曲がり屋

環境・省エネ 太陽光発電 住宅生産体制 木造 その他

進捗
提案の反映
未反映の理由

・漁集の住宅地との明確な区分、前面道路に対する一体の住宅ちとしての景観形成
の観点から、基幹道路の内側に災害公営住宅（第１期）及び公園を配置。
・第２期の公営住宅はループ道路外周で小規模な単位でグルーピング。
・曲がり家をモチーフとした、おおらかで田野畑らしい景観の創出。
・払い下げも想定し、敷地形状をできるだけ整形にするとともに、十分な接道の確保。

基本計画策定の効果

現在の状
況等

H26.12完成
戸数（20戸）は減ったが概ね反映。

他調査・事業との連携
復興計画策定委員会における住宅地計画の考え方を参考に、災害公営住宅と自力再建住宅
の配置を検討した。

計画概要
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地区シート
No. 53

地区名 調査年度 H23

県名 01岩手 市町村名

所在地
面積(ha)

立地特性

従前土地所有

従前土地利用

用途地域
容積率
建ぺい率

面整備事業との関係

構造 木造 建て方 階数 1
敷地面積(㎡)
戸数
間取り
併設施設

S2地区（工程表名：黎明台）

想定入居者特性 漁業集落での被災者

戸建て
64,000 + 16,000

09田野畑村 提案時期の復興進捗
H23.9村災害復興計画
（復興基本計画）

山林
敷地

切牛
8

・三陸鉄道島越駅から南約1.5ｋｍ。
・海抜約150ｍの高台であり、浸水区域外。

民有地

漁業集落防災機能強化事業により移転する住宅50戸と併せて供給

都市計画
無指定
-
-

約27～43（漁集による住宅：50戸）
68㎡：10戸、80㎡：33戸
集会所、公園

位置図

配置図
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計画コンセプト

提案内容 防災安全

防災備蓄倉
庫、マンホー
ルトイレ用配
管・槽

高齢者配慮 コミュニティ
集会所、
公園

住まい方継承

環境・省エネ 太陽光発電 住宅生産体制 木造 その他

進捗
提案の反映
未反映の理由

基本計画策定の効果

現在の状
況等

H26.8完成
戸数（24戸）は減ったが概ね反映。

他調査・事業との連携
復興計画策定委員会における住宅地計画の考え方を参考に、災害公営住宅と自力再建住宅
の配置を検討した。

計画概要
・漁集の住宅地との明確な区分、前面道路に対する一体の住宅ちとしての景観形成
の観点から、基幹道路の内側に災害公営住宅（第１期）及び公園を配置。
・第２期の公営住宅はループ道路外周で小規模な単位でグルーピング。
・曲がり家をモチーフとした、おおらかで田野畑らしい景観の創出。
・払い下げも想定し、敷地形状をできるだけ整形にするとともに、十分な接道の確保。
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検討経緯シート

岩手県 田野畑村 Ｒ１・Ｓ２地区（H23）

検討の
概要

検討経緯

直轄側 協議先

←
復興計画策定で大学教授が提案したモ
デル案（木造戸建平屋）での整備を想定

都市局直轄調査と役割分担しながら手
伝えることを確認したい。

←
都市局直轄調査のコンサルタントが災害
公営住宅も検討するものと考えていた。

←
復興計画策定の中で、モデルとして曲り
屋のイメージを示している。

後日相談に行くこととする。 ←
モデルを検討した大学教授に相談した上
で進めることが必要

← 移転の希望はほぼとりまとめられている状況

都市局直轄調査との役割分担について協議 →

←
住宅のモデルとして、Ｌ字型の曲り家の
形を提案している。

都市局直轄調査と役割を分担しながら他
地区でも検討を行い、整備手法やコスト
の検討も含めて、計画の具体化を手伝い
たい。

←

候補地のうち１ヶ所で、協力コンサルタン
トが敷地割りを検討し、その上に配置す
る住宅の詳細な検討を行っているが、他
の地区では詳細な検討の予定はない。

← 移転候補地の場所と戸数を提示

←
候補地の整備計画と、大学教授提案の
住宅イメージとのすり合わせは、都市局
調査では今年度は行わない予定

→
災害公営住宅の部分について、先行して
検討を行うことは可能

←
候補地２地区(R1地区,S2地区)について、
自力再建部分も含めた住宅地全体の計
画と災害公営住宅の配置の検討を依頼

←
大学教授提案の住宅モデルは既に住民
にも示しており、これを元にした検討を。

← 払い下げについても想定する。

高齢者を支援する施設やサービス等は
想定する必要があるか。

→
シルバーハウジングのようなものは、他
の住民から不満が出ることも想定される
ので、考えなくてよい。

← 大学教授が住宅の計画を改めてまとめて提示

←
２地区での配置イメージを協力コンサル
タントが検討して提示

→
漁集事業の自力再建エリアと災害公営
住宅エリアの関係を確認

→ 道路の形状等について意見

災害公営住宅のコスト概算を提示 →
漁集と災害公営住宅の事業費の按分に
関して意見を交換

公営住宅としての整備において参酌すべ
き基準に関する情報を提供

→

(H24.3末) （業務報告書） 打合せ内容に基づいてとりまとめ →

以降の状況

そのような形で検討を進める。

H24.2末～
3初

（検討の前提とな
るプランの提示）

これらを元に配置計画を検討する。

計画のとりまと
め方について

２地区の住宅地全体の配置計画と災害
公営住宅の配置計画を提案

本検討を元に計画が推進され、平成26年度に完成。

復興計画策定の中で大学教授から示されたモデル案・間取りを元に検討

高齢者が７～８割と予想。高齢者２人世帯が多い。

検討状況の確
認と進め方につ
いて
（都市局直轄調査
打合せへの参加）

H23.12.21
検討状況の確
認と進め方につ
いて

H24.1.14
(L建研不参加)

都市局直轄調査で検討する敷地割り等
を踏まえて、災害公営住宅の絵を描く作
業を住宅局直轄調査側で行いたい。

H24.1.6
(L建研不参加)

先行して検討さ
れた住宅モデル
について
（大学教授との意見
交換）

作業の役割分
担について
（都市局直轄調査コ
ンサルタントとの打
合せ）

H24.3.16

H24.2.2
基本計画の検
討内容について

年月日 主な協議事項
提案・意見・協議等の内容

H23.12.22
(L建研不参加)

・希望が多く実施の可能性が高い２地区（Ｒ１地区、Ｓ２地区）に関する検討依頼を受け、漁集事業で整備され
る自力再建向けの宅地も含めた住宅地全体の配置計画、並びに災害公営住宅部分の住棟の配置計画を検
討。
・復興計画の策定に参画する大学教授が、住宅地計画（再建住宅及び災害公営住宅の全体）の基本的な考え
方や空間構成のモデルと、自力再建住宅及び災害公営住宅の設計のモデルを既に示しており、これらに基づ
く形で基本計画を検討。
・住宅地の敷地割りは（上記の住宅地計画の考え方に基づき）都市局直轄調査のコンサルタントが検討し、こ
れを受けて住宅局直轄調査側で配置計画を具体に検討する手順。
・漁集事業と災害公営住宅のゾーンは明快に分けた上で、沿道の景観形成等を目的として敷地内のループ道
路内に災害公営住宅を配置する計画を提案。住民との協議・調整によっては災害公営住宅用地と自力再建住
宅用地を入れ替えられるようにする。
・払い下げの要望も想定し、災害公営住宅の一部の敷地は、敷地形状をできるだけ整形として十分な接道条
件となるよう検討。

依頼内容、
前提条件
（H24.2.2打
合せ等）

漁集事業の地区内あるいは隣接して整備するイメージ

災害公営住宅はそれぞれ約20～30世帯の要望、払い下げ希望は各10世帯程度

敷地は自力再建向け宅地と近い面積とし、建物は木造戸建平屋で80㎡程度を想定

地域集会所が必要

太陽光発電の導入など、省エネルギーは考えてみたい。

i-168



市町村シート

県名 市町村名 No. 10
4,606 1,647 30.2 3,548

（H23.3.1） （H23.3.1) （H22.10.1）
（H22年度普通

会計決算）

35 0 38 479

供給計画 意向調査 モデルスタディ

平成23年度 ○

平成24年度

平成25年度

(H27.3.1)（H26.9.30）（H22.3.31)

その他の事項

H26.12.31現在　整備戸数33戸
県整備：野田①8戸(H24)、野田②18戸(H25)
村整備：米田南浜6戸(H26)、下安家1戸(H26)
（出典：住宅再建・まちづくりの復興事業推進に係る目標（工程表） ）

H26.12.31現在　整備計画戸数101戸
県整備：野田①8戸(H24)、野田②18戸(H25)（両地区とも村営）
村整備：城内区画13戸(H26)、城内高台55戸(H27)、米田南浜6戸(H26)、下安家1戸(H26)
（出典：住宅再建・まちづくりの復興事業推進に係る目標（工程表） ）

(出典：
H23報告書)

01岩手県

直轄調査
実施内容

基本計画 その他

1（城内地区）
※高台

1（城内地区）
※区画整理

（出典：H25報告書）

10野田村

人口
（人）

世帯数
（世帯）

高齢化率
（%）

財政規模
（百万円）

市町村概要
公営住宅
管理戸数

（戸）

県営住宅
管理戸数

（戸）

死者・行方
不明者数

（人）

全壊・半壊
家屋数
（棟）

南浜地区

下安家地区

城内地区

災害公営住宅整備予定地区

整備計画

整備状況
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地区シート
No. 54

地区名 調査年度 H23

県名 01岩手 市町村名

所在地
面積(ha)

立地特性

従前土地所有

従前土地利用

用途地域
容積率
建ぺい率

面整備事業との関係

構造 木造 建て方 階数 1,2

敷地面積(㎡)
戸数
間取り
併設施設

防災集団移転促進事業

都市計画
都市計画区域外

10野田村 提案時期の復興進捗
H23.11村東日本大震災
津波復興計画

山林

55㎡、65㎡、74㎡、90㎡
集会所、公園

敷地

城内
2.9ha

・海から約1.5kmの距離に立地し、今回の震災による浸水区域外
・1km以内に役場、診療所（移転予定）、保育所（移転予定）があり、村の中心市街地
に近い利便性の高い立地

民有地

城内地区　（工程表名：城内（高台））

想定入居者特性 中心市街地での被災者

戸建て・長屋

330㎡程度（100坪）
約50

位置図

i-170



計画コンセプト

提案内容 防災安全

・ 集会場の運
営において地
域の活動と協
力

高齢者配慮 平坦な団地 コミュニティ 集会所、公園 住まい方継承 南面三間構成

環境・省エネ

・南面三間の
平面プラン
・ 水回りの外
面化、南北の
風通し、防寒
対策

住宅生産体制 木造 その他

進捗
提案の反映

未反映の理由

・表の街路と背割緑地による団地全体のコミュニティの創出
・市街地との利便性を確保した交通インフラや拠点施設等の整備
・地域の民家の知恵に学ぶ、暮らしやすい南面三間構成の平面プランをもつ
地域型住宅
・地域の気候風土に根差した、建物の外壁や屋根の表情による村落景観の
創出

基本計画策定の効果

防災集団移転促進事業

現在の状
況等

建築設計、造成中
直轄調査とは異なる内容

道路パターンや、戸数・配置の見直しを町が実施（自力再建と混合配置など）

他調査・事業との連携

計画概要

※配置イメージスタディの実施を要望された。
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検討経緯シート

岩手県 野田村 城内地区（H23）

検討の
概要

検討経緯

直轄側 協議先
高台移転の候補地のうち、城内地区
を対象に検討を行うことを確認

←
災害公営住宅の検討状況、整備候補地
（高台移転の３地区）について説明

← 計画の条件や考え方について説明

← 県営の災害公営住宅の検討内容を紹介

→
基本パターン（55㎡）より大きなもの
の要望が出る可能性はある。

→ 屋根形状は切り妻にこだわらなくてもよい。

→
構造体は地元松材がよい。外装に使
うのはメンテナンスが大変。

→ 高台には効率よく多くの戸数を入れたい。

→
建物を南に向けたい希望は強い。全
敷地を南向きに揃えられないか。

戸建てでのシルバーハウジング導入
も考えられることを提案

→

→
多家族向け100㎡が特例加算の対象
となるか。可能であれば100㎡２階建
てプランもほしい。

→
補助用件や希望を勘案して絞り込む
ので検討したプラン案は残しておい
てほしい。

２戸１型の住戸プランを参考として提案 →
住宅地全体の街区パターンを２案提
示。これに合わせた建物の配置パ
ターンを提示

→

建物の外部デザインとして切妻と入
母屋の２案を提示。地場産材を使っ
た外装・内装のイメージも示す。

→

街区パターン２案に対し、切妻/入母屋の
２案を配置した４つのケースについて、イ
メージパースを示し、集落景観の観点か
らメリット・デメリットを比較評価して提示

→

(H24.3末) （業務報告書）
打合せ内容に基づき、検討途中であ
ることを明記した上でとりまとめ

→

以降の状況

・整備候補４地区のうち、整備予定戸数の最も多い城内高台団地について検討を実施。
・防災集団移転促進事業による自力再建住宅と一体で災害公営住宅を整備するものであり、両者
を合わせた住宅地全体の街区パターンを検討。都市局直轄調査による造成計画を踏まえつつ、道
路の景観をより自然発生的で変化に富んだものにする独自案も提案。
・木造戸建て平屋を基本とした住戸のパターンを検討し、面積等が異なる５つの間取りタイプを提
案。これら建物の敷地に対する配置パターンを２種類提示。
・地域産材を活用した建物の外部デザインの方向性を提案した上で、これを敷地に配置した場合の
景観について４種類のイメージパースを示す。

依頼内容、
前提条件
（H23.12.21
打合せ等）

現状は村有林。埋蔵文化財調査が必要。

高台移転候補地の山林のスギ・松を建材として使用したい。
払い下げ価格を下げるため、建設価格を抑えたい。そのため発注方法も工夫したい。
検討成果は高台移転の同意取得の際の説明資料等として活用する。

H24.2.2

H24.3.16

年月日 主な協議事項
提案・意見・協議等の内容

H23.12.21
検討の対象につ
いて

住戸プランの基本パターンを見直し６
種類を提示

計画のとりまと
め方について

検討を行った地区で計画が進められているが、本検討の結果は反映されておらず、検討
の参考資料としての活用のみ

地域ごとの移転を想定。
戸建て平屋を主としたいが、戸建て２階建てはありうる。
払い下げ想定とそうでないものがあると考えている。
被災者は平均４人世帯。高齢者単身は少ない。
ファミリー向け3DK又は2LDK、小世帯2DKを用意したい。
集会所の整備を予定。診療所の整備は考えていない。

住戸プランの基本パターン（５種類）
及び敷地への配置イメージを提示

住宅地全体のレイアウトとして２案を
提示

住戸及び住宅
地の配置計画
について
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地区シート
No. 55

地区名 調査年度 H25

県名 01岩手 市町村名

所在地
面積(ha)
立地特性
従前土地所有

従前土地利用

用途地域
容積率
建ぺい率

面整備事業との関係

構造 - 建て方 階数 -
敷地面積(㎡)
戸数
間取り
併設施設
計画コンセプト

11～15
-
-
-

10野田村 提案時期の復興進捗
H25.12時点災害公営住宅
7地区計画、1地区完成

敷地

城内
12.9
城内地区津波復興土地区画整理事業区域内
民有地

城内地区津波復興土地区画整理事業区域内

都市計画

城内地区　（工程表名：城内（区画））

想定入居者特性

計画概要

-
264～330㎡（80～100坪）（戸当たり）

位置図 区域図

「野田村東日本大震災津波復興計画」より
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提案内容 防災安全 高齢者配慮 コミュニティ 住まい方継承

環境・省エネ 住宅生産体制 その他

進捗
提案の反映
未反映の理由

基本計画策定の効果

現在の状
況等

建築工事中、平成27年３月完成予定、木造戸建て・長屋建て13戸
A3-2案をベースに工事中。

他調査・事業との連携 城内地区津波復興土地区画整理事業

配置図

※土地区画整理事業区域内の公営住宅街区の配置スタディまで
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検討経緯シート

岩手県 野田村 城内地区（H25）

検討の
概要

検討経緯

直轄側 協議先

H25.?頃 検討の依頼 ← 当該地区での検討を依頼

H25.?～? 計画内容の協議

(H26.3末) （業務報告書） 検討した内容でとりまとめ →

以降の状況 本検討をベースに設計を実施し、建設中。

電話及びメールでのやりとりで計画について協議（詳細は省略）

・土地区画整理事業区域内で整備される災害公営住宅に関し、予定街区の土地利用計
画が必要であることから、村の標準住戸プラン（戸建）をもとに、80～100坪による土地利
用計画を検討した。
・予定地は３つの街区からなっており、西街区では２次開発による道路整備を行うとした。
余剰地が発生した場合には、将来移管可能な緑道と公園として整備する形とした。
・道路形状を「クルドサック」とする形として２案、「Ｌ字」とする案として２案の、計４案の計
画を示した。

依頼内容、
前提条件

土地区画整理事業の区域内での、災害公営整備予定街区の土地利用計画検討
東街区及び西街区からなり、西街区は二次開発による道路整備
予定戸数11～15戸程度
村の標準住戸プランをベースとし、80～100坪／区画で検討
余剰地は将来移管可能な緑道と公園として整備
周辺に遊歩道等を設置
地場産業と連携し、地域材を下地、内装等に使用することを想定
集会所は将来的にはLSA拠点として活用することも想定

年月日 主な協議事項
提案・意見・協議等の内容
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